
【
ニ
キ
・
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
i
ル】

《八
の
聖
刻
》
の
一
つ
で
あ
る

《自
き
担
保

兵
》
の
名
を
持
つ
超
古
代
の
狩
猟
機
。
現
在

の
操
兵
と
は
出
較
に
な
ら
な
い
超
絶
的
な
力

を
秘
め
て
い
る
が
、
そ
の
能
力
の
大
半
は
未

だ
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
仮
面
に
は
操

兵
の
意
志
が
存
在
し
、
乗
り
手
克
也
選
ぶ
。
そ

し
て
操
兵
自
ら
日
の
主
人
と
認
め
た
人
物
を

伝
説
で
は
《選
ば
れ
し
者
》と
記
し
て
い
る
。

か
つ
て
中
原
に
栄
え
た

《白
き
王
の
帝
国
》

に
お
い
て
は
王
の
乗
機
と
し
て
使
わ
れ
た
と

い
う
。
仮
面
の
額
の
部
分
に
は
ヴ
ァ
シ
ュ
マ

ー
ル
の
真
の
意
志
、
力
の
根
源
と
も
い
う
べ

き

《真
・
翠
刻
》
が
収
ま
る
穴
が
あ
る
。



WARES1092 RYUDE DESIGN COLLECTION 

• 

聖
剣
エ
ル
・
ミ
ュ

l
卜

伝
説
の

《
三
霊
剣
V
の
一
本
。

《臼
き
操
E
G
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|

ル
の
背
中
に
装
備
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
・
ヴ
ァ

i
ス
キ
ン
、
ア

ル
・
ス
・
レ
|
テ
と
と
も
に

《八
の
聖
刻
》
を
封
じ
る
こ
と
が

で
き
る
唯
一
の
武
器
と
さ
れ
て
お
り
、
悪
し
き
聖
刻
の
波
動
に

の
み
力
を
覚
翠
さ
せ
る
。

新
操
手
槽

《真

・
聖
刻
》
の
覚
震
に
よ
っ
て
機
体
同
様
生
ま
れ
変
わ
っ

た
操
手
構
は
、
以
前
の
そ
れ
と
全
く
異
な
り
二
千
五
百
年
前
に

《白
き
王
の
帝
国
》
で
作
ら
れ
た
当
時
の
も
の
に
戻
っ
て
い
る
。

操
縦
樺
を
含
め
映
像
盤
、
感
応
石
な
ど
、
現
在
で
は
作
り
出
せ

な
い
古
代
文
明
の
産
物
で
あ
る
。

枇

仏

協

郎

通

前

生

産

機
体
は

《白
き
王
の
帝
国
》、
仮
面
は
不
明

類

別

・

秘同様
丘
(
(
狩
猟
機
つ
)

所

属

.

ハ
の
聖
刻

機

齢

二

五
O
O歳

薗

齢

・

四

O
O
O歳
以
上

頭
頂
吉
岡
.
二

回
一
リ

l
卜
出

待
機
重
量
.
ハ

・一

五
グ
口

誕

起
動
重
量
一

七

・
五
三
l
五
九
八
グ
ロ
ー

〉主1リートは約4メートlレ'.1グローは約1.2トン



三
節
根

フ
エ
ン
が
ガ
ゴ
ラ
の
町
の
道
具
屋
に

特
注
し
た
武
器
。
工
ル

・
ミ
ュ

l
ト
が

使
え
な
い
た
め
に
¥
使
い
な
れ
た
携
を

操
兵
用
に
し
た
も
の
。
鉄
製
で
、
三
一
本

の
援
が
鎖
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
操
作

に
よ
り
、
一
本
の
根
か
ら
三
本
の
援
ま

で
、
変
幻
自
在
の
攻
撃
が
行
え
る
。

操
手
槽

フ
工
ン
の
父
、
八
オ
が
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
l
ル
を

聖
都
か
ら
盗
み
出
し
た
後
に
、
改
修
し
た
燥
手

摺。

《八
の
目
玉
刻
》
の
一
体
で
あ
る
こ
と
を
綴
寸
J

た
め
に
、
ご
く
普
通
の
操
手
擦
と
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

回

， 

p 
g)) 



回
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1
1 

• 

' 

• 

【
ア
ピ
ル
i
パ
】

こ
の
機
体
は
、
西
方
工
呪
会
が
対
練
法
用
と
し
て
実
験
的

に
開
発
し
た

『値
観
面
装
甲
』
を
装
備
し
た
最
新
鋭
機
で
あ
る
。

『鏡
面
装
思
4

』
と
ば
そ
の
名
の
通
り
鏡
の
装
甲
で
、
古
く
か

ら
言
わ
れ
て
い
る

『鏡
は
魔
を
は
じ
く
』
と
い
う
言
葉
に
し

た
が
い
、
練
法
師
の
術
に
対
抗
す
る
た
め
に
鏡
張
り
の
操
兵

を
作
っ
て
み
て
は
:
:
:
つ
・
と
い
う
発
想
か
ら
製
作
さ
れ
た
。

西
方
に
は
、
ア
ビ
レ
イ
ル
と
い
う
希
少
価
値
の
あ
る
金
属
が

あ
る
。
こ
の
金
属
は
マ
|
ナ
を
は
じ
く
習
性
を
も
っ
て
お
り
、

霊
刻
石
な
ど
収
納
し
て
お
く
器
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
鍍
舎
に
よ
っ
て
通
常
金
属
に
覆
っ
た
も
の
が

『鏡
面

装
甲
』
で
あ
る
。
ま
た
鍍
金
の
副
次
的
効
果
と
し
て
基
本
的

に
操
兵
の
天
敵
で
あ
る

『熱
』
に
た
い
し
て
の
抵
抗
も
強
ま

っ
た
。
こ
の
ほ
か
両
腕
部
の
内
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
本
す
つ
小

剣
を
隠
し
持
ち
、
混
同
手
槽
に
は
冷
暖
房
装
置
ま
で
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
機
体
は
、
工
呪
会
が
中
原
進
出
を
考
慮
し

た
う
え
で
開
発
し
た
実
験
機
で
あ
る
。

• 

『

v
、zJ
，，唱晶'.皆、
z，，
l
l
E

‘、
4

F''z
・r
，園田・

''z
・1
1

・''』

東
方
南
部
域
き
っ
て
の
名
家
、
ス
ト
ラ
家
の
紋
機
と
も
い

え
る
操
兵
。
先
々
代
の
法
王
パ
レ
ン
ト
よ
り
、
当
時
の
操
手

ザ
イ
ツ
・
ス
ト
ラ
が
拝
領
し
た
機
体
。
法
王
は
赤
龍
騎
士
団

の
師
将
(
一
騎
士
団
長
)
を
務
め
て
い
た
ザ
イ
ツ
に
合
わ
せ
、

赤
銅
の
装
甲
に
身
を
包
ん
だ
操
兵
を
贈
っ
た
。
そ
れ
以
来
こ

の
機
体
は
ス
ト
ラ
家
当
主
の
潤
で
譲
り
継
が
れ
、
現
当
主
、

ジ
ヤ
ン
・
ス
ト
ラ
が
団
将
に
昇
格
し
た
際
、
成
人
し
た
息
子

ガ
ル
ン
に
譲
ら
れ
た
。
大
刀
、
小
万
の
二
本
の
剣
を
装
備
し

武
者
を
思
わ
せ
る
機
体
は
、
赤
銅
の
厚
い
装
甲
に
覆
わ
れ
四

代
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
力
を

発
悟
得
す
る
。
譲
り
受
け
て
以
来
、
ガ
ル
ン
の
め
ざ
ま
し
い
活

躍
に
よ
っ
て
、
同
探
手
と
も
ど
も

『南
部
の
猪
』
の
異
名
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。



操
手
槽

一
東
方
操
兵
の
典
型
的
な
操
手
槍
。
出
入
り
口
は
背
中
側
で
、

乗
り
込
む
と
き
は
座
席
を
折
り
畳
む
。
内
部
は
極
め
て
狭
く
、

気
密
性
は
悪
い
。
天
井
に
は
穴
が
筒
い
て
お
り
、
仮
面
は
手
動

H
Lト
ι
っ
て
壮
警
官
帽
す
J

勺合。

回

操
手
槽

西
方
製
の
操
兵
の
操
手
俸
は
東
方
操
丘
ハ
と
遣
い
、
出
入
り
口

が
胸
部
側
に
な
っ
て
い
る
。
内
部
は
き
わ
め
て
整
理
さ
れ
て
お

り
空
間
に
余
俗
が
あ
る
た
め
、
ジ
ュ
レ
用
の
衛
劫
席
が
後
か
ら

設
け
ら
れ
た
。
気
密
性
が
吉
岡
く
擦
手
管
内
部
に
は
空
調
装
備
ま

で
完
備
さ
れ
て
い
る
。

-' 



田守戸

‘
聖
剣
プ
レ
・
ヴ
ア
ー
ス
キ
ン

聖
刻
騎
士
国
の
前
回
将
ラ
ド
ウ

・
ク
ラ
ン
ド
よ
り
、

ガ
ル
ン

・
ス
ト
ラ
が
託
さ
れ
た

《
三
塁
剣
》
の

一
本
。
覚
醒
時
以
外
使
用
で
き
な
い
エ
ル
・

ミ
ュ
!
ト
と
は
違
い
、
常
時
使
用
が
可

能
。
し
か
し
、
能
力
は
封
じ
ら
れ

WARES1092 RYUDE DESIGN--C-OLLECTI 

た
ま
ま
で
あ
る
。
操
手
の

会
丸
》
を
増
幅
す
る
力
が

京
山
ス
出
。

恥

匹

舗

恥

生

産

一

西
万
工
呪
会

類

別

狩
開
問
機

所

属

一

ダ
マ
ス
タ
軍

機

齢

.

八
歳

面

齢

・

八
歳

頭
頂
吉
岡
，

一
・
九
五
リ
l
卜

待
機
重
量

六

・
八
五
グ
口

起
動
重
量
-
五
八
九
グ
口
|

①
パ
ラ
シ
ュ
・
パ
ラ
l
ハ

跡

位

協

鵬

生

産

東
方
聖
刻
教
会

開
胡
刷
則
一

世刊拙山町出時

所

属

.

東
方
聖
刻
教
会

機

齢

-

八
八
歳

薗

齢

一

九
六
歳

碕
酬
甫
周
吉
岡
.
一
・

』い青山川川
J
l
l
k
い

待
機
重
量
・

九

・
一
三
グ
口
|

起
動
重
量
一

七

・
五
ハ
グ
口
!

諸

• 

企
聖
剣
ア
ル
・
ス
・
レ
|
テ

¥
一
フ
マ
ス
教
の
ソ
l
ブ
ン
寺
に
保

管
さ
れ
て
い
た
伝
説
の
《
一
二
聖
剣
》

で
、
対
に
な
っ
て
い
る
細
剣
。
二

本
と
も
柄
に
宝
珠
を
も
っ
て
お
り
、

操
兵
の
傷
つ
い
た
機
体
の
機
能
を

一
時
的
に
回
復
す
る
能
力
を
秘
め

て
い
る
。

【
ル
グ
リ
ッ
プ
】

西
方
工
呪
会
袈
最
新
鋭
の
従
兵
機
で
ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
が
使

用
し
て
い
る
。
硝
子
裂
の
天
蓄
に
覆
わ
れ
た
密
閉
式
の
僧
手

槽
を
持
ぢ
、
従
丘
ハ
機
な
が
ら
狩
猟
機
並
の
戦
闘
力
を
も
っ
て

い
る
。
特
に
胸
部
の
性
能
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

• 

JG 

諸

JG 

-・4

副

掛

世

硝

鵬

生

産

一

西
方
工
呪
会

類

別

'

従
兵
機

所

属

一

ダ
マ
ス
タ
軍

機

齢

.

七
歳

面

齢

・

七
歳

一
頭
頂
古
一
同

二
・
七
O
リ
l
ト

待
機
重
量
e

六

・
O
三
グ
口

起
動
重
量一

五

・
六
一
グ
口
|

諸

JG 

膝
が
他
の
操
兵
に
は
見
ら
れ
な
い
多
重
関
節
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
部
分
を
一
挙
に
伸
ば
す
こ
と
で
驚
異
的
な
跳

躍
力
を
得
、
ル
・
グ
リ
ッ
プ
は
と
の
力
を
利
用
し
た
攻
撃
を

得
意
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
気
密
性
の
高
い
担
保
手
槍
を
利
用

し
て
あ
る
程
度
の
水
中
、
砂
中
行
動
が
可
能
で
あ
る
。



【
ガ
リ
オ
ン
・
シ
l
カ】

も
と
も
と
の
機
体
は
、
か
つ
て
ヒ
ゼ
キ
ア
(
滅
亡
し
た
東

方
の
小
国
)
王
都
醤
備
隊
で
使
用
さ
れ
て
い
た
狩
猟
機

《愛
国
の
臨
》
で
あ
っ
た
。
し
か
し
祖
国
復
興
の
た
め
あ
え

て
鬼
道
に
走
っ
た
と
き
、
ガ
シ
ュ
ガ
ル
は
愛
機
を

《愛
国
の

狼
》
か
ら

《罫
芭
飢
乱
》
へ
と
改
名
し
た
。
度
重
な
る
戦
闘

で
機
体
は
何
度
も
の
改
修
を
受
け
、
か
つ
て
の
姿
を
偲
ば
せ

る
部
分
は
少
な
く
な
り
、

《暴
虐
の
狼
》
に
ふ
さ
わ
し
い
機
体

へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
大
振
り
の
半
月
万
や
大
鎌
、
赤
い

羽
根
飾
り
や
三
日
月
の
盾
な
ど
、
棺
手
を
田
氏
怖
さ
せ
る
装
備

昂
の
数
々
は
や
が
て
団
機
の
象
徴
と
な
っ
て
い
?
た
。

四

齢

世

幽

恥

生

産

一

一
東
方
聖
刻
教
会

輯
胡
刷
則
一

悼刊拙相臨時

所

属

グ
ル
|
ン
ワ
ル
ズ
傭
兵
騎
士
団

機

齢

二
ハ
八
歳

菌

齢

.

六
九
歳

頭
頂
古
両
・

一
・
八
一
リ
l
l
卜

待
機
重
量

一
八
・
四
七
グ
口

起
動
重
量
七
・
三
七
グ
口
!

諸

JG 

• 

I ~t 
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都

【
タ
イ
オ
ン
・
シ
i
カ】

《狂
乱
の
狼
》
の
意
昧
を
袴
っ
こ
の
機
体
は
、
グ
ル
|
ン

ワ
ル
ズ
騎
士
団
一
般
機
の
総
称
で
、
パ
リ
オ
ン
同
様
ガ
リ
オ

ン
の
形
状
に
合
わ
せ
て
も
と
の
機
体
を
改
造
し
た
操
兵
で
あ

る
。
団
機
の
象
徴
で
あ
る
羽
根
飾
り
、
三
日
月
の
盾
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
格
闘
戦
を
重
視
し
た
堅
固
な
外
装
、
手
首

の
強
化
な
ど
、
極
め
て
実
戦
向
き
な
機
体
へ
と
変
え
ら
れ
て

い
る
狩
猟
機
で
あ
る
。

諸

JG 

続

阻

幽

恥

生

産

.
東
方
霊
刻
教
会

類

別

-

狩
猟
機

所

属

e

グ
ル

i
ン
ワ
ル
ズ
傭
兵
騎
士
団

機

齢

・

四
二
歳

面

齢

.
四
二
歳

頭
頂
高
-
一
・

八
九
リ
|
卜

待
機
重
量
.
八

・
=
二
グ
ロ

起
動
重
量
-
七

・
四
八
グ
ロ
ー

【
パ
リ
オ
ン
・
シ
l
カ】

グ
ル
1

ン
ワ
ル
ズ
傭
兵
騎
士
団
長
ガ
シ
ユ
ガ
ル
の
副
官
、

ゼ
ナ
ム
の
駆
る
狩
猟
機
。
パ
リ
オ
ン
・
シ
|
力
と
は

《刀
剣

の
狼
》
の
意
昧
を
持
ぢ
、
団
長
機
で
あ
る
ガ
リ
オ
ン
の
形
に

合
わ
せ
て
他
の
機
体
を
改
造
し
た
操
兵
で
あ
る
。
機
名
が
示

す
と
お
り
武
装
は
大
刀
し
か
装
備
し
て
お
ら
す
、
そ
の
切
れ

昧
は
嫡
士
団
一
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
頭
部
後
方
に
た
な
び

い
て
い
る
赤
い
布
は
副
官
機
を
表
し
て
い
る
。

諸

JG 

舵

阻

幽

恥

生

産

一

東
方
由
主
刻
教
会

栢

相

刷

別

世
刊
拙
聞
出
協

所

属

二

ク
ル
ン
ワ
ル
ズ
傭
兵
騎
士
団

機

齢

.

四
六
歳

面

齢

-

四
六
歳

頭

頂

高

二

・
九
三
リ
|
卜

待
機
重
量
八
・
四
七
グ
ロ

起
動
重
量
￥
u
・
五
四
グ
口
|
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《白
き
王
の
帝
国
》
で
作
ら
れ
た
青
き
古
操
兵
。
操
手
の

意
士
山
を
読
み
取
っ
て
動
く
高
度
な
文
明
の
産
物
で
あ
り
、
素

人
の
操
手
で
あ
っ
て
も
達
人
並
の
操
縦
が
で
き
る
。
ま
た
、

機
体
を
包
む
鎧
や
剣
は
、
現
在
で
は
作
り
出
せ
な
い
未
知
の

金
属
で
作
ら
れ
、
並
の
武
器
で
は
か
す
り
傷
一
つ
負
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
も
と
も
と

《干
の
守
護
者
》
は
、
か
つ

て

《白
き
王
》
が
乗
る
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
ー
ル
に
つ
き
そ
う
一
千

騎
の
操
兵
軍
団
で
あ
っ
た
。
王
の
没
後
、
家
臣
は
揃
っ
て
殉

死
し
た
。
そ
の
魂
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
体
の
仮
面
に
宿
り
、
護

か
な
刻
を
越
え
て
匙
る

《自
き
王
》
の
守
護
者
と
な
っ
た
。

齢

祉

協

恥

生

産

一

《白
き
王
の
帝
国
》

類

別

.古
操丘ハ

所

属

一《白
き
王
の
帝
国
》

機

齢

.

二
五

O
O歳

薗

齢

二
五

O
O歳

一
頭
頂
吉
岡
-
一
・
九
三
リ
l
卜

待
機
重
量
.
七

・
O
九
グ
ロ
ー

起
動
重
量

・
五
・
六
七
グ
ロ
l

諸

JG 
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【
ハ
イ
タ
ル
・
ア
ナ
ン
ガ
}

《八
の
聖
刻
》
の
一
つ
に
し
て

《自
き
操
兵
》
ヴ
ア
シ
ユ

マ
ー
ル
の
対
優
に
あ
た
る

《阜
市
き
操
兵
》
の
一
体
。
霊
刻
教

会
の
創
始
者
で
あ
る

《八
聖
者
》
が
お
よ
そ
二
千
五
百
年
前
、

死
憶
の
す
え
聖
な
る
ホ
|
マ
の
樹
の
下
に
封
印
し
た
。
面
齢

四
千
年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
仮
面
に
は
強
烈
な
自
我
が
存

在
し
て
お
り
、
操
手
が
搭
乗
し
て
い
な
く
と
も
行
動
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
o

暗
黒
の
簡
を
司
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
を

累
き
カ
に
変
え
、
留
を
凝
縮
し
て
作
り
出
さ
れ
る
漆
黒
の
舘

は
、
刃
先
か
ら
累
き
波
動
を
発
し
、
斬
る
と
い
う
よ
り
も
そ

の
部
分
自
体
を
消
失
さ
せ
て
し
ま
う
。
八
イ
ダ
ル
も
ま
た
ヴ

ア
シ
ュ
マ
l
ル
と
同
じ
よ
う
に
六
十
五
個
め
の
聖
刻
石
、《真・

聖
刻
》
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
は
機
体
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

《真
・
聖
刻
》
こ
そ
が
八
イ
タ
ル
の
本
体
で
あ
り
、
た

と
え
仮
面
が
彼
壊
さ
れ
ょ
う
か
、
機
体
を
失
お
う
か
即
座
に

再
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

諸

JG 

齢

世

儲

恥

生

産

不
明

類

別

-

秘
操
兵
(
狩
猟
機
?
)

所

属一

ハ
の
聖
刻

機

齢

三
O
O
O歳
以
上

面

齢・

四
O
O
O歳
以
上

頭

頂

高

.
二

・
O
リ
l
ト

待
機
重
量
-
不
明

起
動
重
量

二
小
明



圃

【
風
の
門
ソ
マ

ω呪
操
兵
】

【
フ
工
ノ
・
ベ
ル
ガ
・
ラ
八
ン
}

ゾ
マ
か
使
用
す
る

《風
の
門
》
の
呪
操
兵
。
聖
筆
八
円
の

練
法
師
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
呪
操
兵
の
中
で
は
、
こ
の
機

体
が
一
番
新
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
面
は
古

代
の
遺
跡
か
ら
発
娠
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
面
齢

は
八
円
内
一
、
こ
を
争
う
古
き
も
の
で
あ
る
。
ゾ
マ
の
練
法

を
纏
幅
、
発
動
さ
せ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
気
象
を
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
機
体
の
三
本
の
腕
は
風
を
呼
び
込
む
結
界

『弧
風
百
陣
』
を
形
ど
り
、
幾
何
学
的
な
弧
を
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
風
な
ら
ば
強
制
的
に
そ
の
場
に
発
生

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
と
の
機
体
は
呪
操
兵
な
が
ら

格
調
戦
を
行
え
る
と
い
う
特
徴
を
も
ち
あ
わ
せ
、
三
本
の
腕

か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
強
烈
な
攻
撃
は
並
の
狩
猟
機
な
ら
ば
軽

く
ね
じ
ふ
せ
る
力
を
も
っ
て
い
る
。

越

恥

造

船

生

産

一機
体
は
一
東
方
聖
刻
教
会
、
仮
面
は
先
史
文
明

類

別

呪
操
兵

所

属

一
東
方
聖
刻
教
会
・
聖
牽
八
門

機

齢

.

四
歳

面

齢・

二
八
六

O
歳

頭

頂

高

.
一
・
七
六
リ
l
l
卜

待
機
重
量

・七
・
ハ
ニ
グ
ロ
ー

起
動
重
量

.六

・
一
グ
ロ
ー

操
手
槽

呪
操
丘
ハ
の
操
手
槽
は
狩
猟
機
、
従
兵
機
の
そ
れ
と
は
全
く
異

な
り
、
操
縦
得
や
計
器
の
類
い
は

一
切
見
当
た
ら
な
い
。
感
応

石
と
マ
ナ
を
機
体
に
伝
え
る
水
晶
球
以
外
は
ほ
と
ん
ど
計
器
一
闘

が
な
く
、
映
像
盤
だ
け
が
前
後
左
右
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た
内

は
結
界
が
張
ら
れ
て
お
り
機
体
の
衝
撃
は
伝
わ
ら
な
い
。

_，1・

J 
/ 

@ 

ι- ー
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齢

世

凶

恥

生

産

￥
克
史
文
明

類

別

.
呪
操
兵

所

属

-
東
方
聖
刻
教
会
・
聖
華
ハ
門

機

齢

二二

O
O
O歳

面

齢

a

三
O
O
O歳

頭
頂
吉
同

二
・
六
五
リ
|
ト

待
機
重
量
.
六
・
三
六
グ
ロ

起
動
重
量
一
四
・
七
七
グ
口
|

JG 

諸

{
月
の
門
カ
ル
ラ
の
呪
操
兵
}

【

ユ

ィ

ノ

・

ル

ー

ズ

・

ル

ウ

〕

カ
ル
ラ
か
乗
る

《月
の
門
》
の
呪
操
兵
。
こ
の
機
体
は
、

《月
の
門
》
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
名
機
で
あ
り
、
門

主
か
そ
れ
に
近
い
実
力
を
持
っ
た
者
の
み
に
与
え
ら
れ
て
き

た
。
仮
面
、
機
体
と
も
に
教
会
が
所
有
す
る
操
兵
の
中
で
は

目
辰
吉
の
部
類
に
入
っ
て
い
る
。
外
装
に
用
い
た
金
属
は
、
古

に
天
空
よ
り
飛
来
し
た
巨
石
か
ら
作
り
出
し
た
も
の
で
、
月

光
を
浴
び
る
と
白
金
に
輝
く
と
い
う
。
線
月
と
呼
ば
れ
る
こ

の
金
属
は
、

《月
》
の
マ
ー
ナ
の
波
動
と
完
霊
に
同
調
し
練
法

を
よ
り
矯
偏
す
る
。
機
体
出
問
中
の
小
月
輸
は
簡
を
司
り
、
左

腕
の
中
月
輸
は
幻
を
、
機
体
の
大
月
輸
は
時
を
司
る
象
徴
で

も
あ
る
。



恥

匹

凶

恥

生

産

'

先
史
文
明

類

別

一
呪
操
兵

所

属

-
一
東
方
雲
刻
教
会
・
目
玉
華
八
門

繊
同

軒町-
==ニ
L
U
埠
凧

高
出
掛
町
一

一
一
一
(
〉
(
〉
舟
凪

頭

頂

高
-
一
・
三
リ
|
卜
(
座
)
二

・
一
四
リ

l
卜
(
立
)

待
機
重
量
一
ハ
・
=
二
グ
ロ
ー

起
動
重
量
一六

・
九
グ
ロ
l

諸

JG 

【
陽
の
門
ア
ル
パ
の
呪
操
兵
】

【

リ

ィ

ノ

・

ラ

・

ト

ゥ

ワ

ン

グ

}

ア
ル
パ
の
駆
る

《陽
の
門
》
の
呪
操
兵
。
ダ
ム
・
ダ
l
ラ

の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
八
人
の
練
法
師
が
使
用
す
る
呪
操
兵

の
中
で
は
最
強
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
機
体
上
部
の
印
手

(
結
印
用
の
腕
)
は
吉
田
位
練
法
用
の
も
の
で
、
そ
れ
自
体
が
門

の
象
徴
と
な
る
太
陽
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
印
手
は

触
媒
で
あ
る
陽
光
を
取
り
込
む
結
界
に
も
な
っ
て
お
り
、
頭

部
の
集
光
板
よ
り
取
り
込
ま
れ
た
陽
光
は
機
体
腹
部
で
凝
縮

さ
れ
、
座
し
て
い
る
呪
封
康
に
蓄
積
さ
れ
る
。
こ
の
呪
封
座

の
お
か
げ
で
ラ
・
ト
ゥ
ワ
ン
グ
は
曇
り
空
や
夜
間
の
行
動
も

可
能
と
な
る
。
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【
土
の
門
タ
ロ
ト
の
呪
操
兵
】

【

ツ

ォ

ノ

・

マ

・

ソ

ウ

グ

}

ダ
ロ
ト
が
乗
る

《土
の
門
》
の
呪
操
兵
。
聖
華
八
門
の
呪

操
兵
の
中
で
は
、
機
体
、
仮
面
と
も
一
番
新
し
く
そ
の
分
、
白

他
の
機
体
と
出
ベ
操
手
の
練
法
僧
幅
率
が
低
い
。
そ
こ
で
高

度
な
術
を
使
用
す
る
場
合
、
機
体
の
仮
面
の
マ
|
ナ
を
補
佐

す
る
た
め
、
質
の
劣
る
仮
面
を
数
個
使
い
マ
|
ナ
を
充
阻
喫
し

た
固
定
式
の
呪
封
筒
が
機
体
後
方
に
二
基
つ
ま
れ
て
い
る
。

触
媒
が
土
で
あ
る
た
め
、
土
中
か
ら
全
身
を
現
す
こ
と
は
め

っ
た
に
な
く
、
地
上
の
様
子
は
背
中
に
つ
い
て
い
る
潜
望
娘

に
よ
っ
て
探
る
。
練
法
に
よ
っ
て
土
中
を
自
在
に
移
動
し
、

相
手
を
土
中
に
引
き
込
み
身
動
き
が
取
れ
な
い
よ
う
に
し
て

葬
る
の
が
主
な
戦
法
で
あ
る
。

諸

JG 

齢

世

随

鵬

生

産

一

東
方
問
主
刻
教
会

類

別

.

呪
操
兵

所

属

一
東
方
聖
刻
教
会

・
聖
葦
八
門

出
棺
晶
町

一一一二戚

薗

齢

二
二
歳

頭
頂
一
一回同一一

・
三
九
リ
l
l
ト

待
機
重
量
・
七

・
五
グ
口
|

起
動
重
量
一
六
・
六
八
グ
口
|

ー



れ
た
六
本
の
呪
封
筒
巳
は
、
下
位
練
法
獅
十
数
人
が
何
日
も

の
儀
式
に
よ
っ
て
封
入
し
た

《術
》
が
入
っ
て
お
り
、
麓
牙

療
と
い
っ
た

《火
》
の
大
技
を
素
早
く
、

宅
し
て
術
者
の
消

耗
も
な
く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
体
の
外
装
に
は
結

界
が
張
ら
れ
て
お
り
、
吉
岡
温
の
炎
の
中
で
、も
長
時
間
行
動
す

ヲ
③
ア
』
ん
」
刊
か
下
、
卓
八
』
吻⑤
。

【火

ω門
パ
ル
サ
の
呪
操
兵
}

【フ
ォ
ノ

・
エ
ン
ゾ

l
ム

・
イ
ブ
キ
}

パ
ル
サ
が
操
る

《火
の
門
》
の
呪
操
兵
。
両
肩
に
太
古
の

龍
を
形
ど
っ
た
頭
蓋
を
つ
け
た
と
の
機
体
は
、
炎
を
触
媒
と

し
爆
炎
の
練
法
を
駆
使
す
る
。
龍
の
頭
蓋
の
後
ろ
に
付
け
ら

• 

• 

• 

• 

呪
封
筒

機
体
後
方
、
龍
裂
の
頭
慧

の
後
ろ
に
六
個
装
備
さ
れ
て

い
る
。
下
位
練
法
師
に
よ
っ

て
封
入
さ
れ
た
高
度
な
術
が

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
パ
ル
サ
は
、
精
神
力
を
消

耗
せ
ず
術
を
使
用
で
き
る
。

粧

仏

硝

恥

車

輸

一ザル

生

産

機
体
は
東
方
回
王
刻
教
会
、
仮
面
は
先
史
文
明

類

別

一呪
操
兵

所

属

東
方
田
正
刻
教
会

・
聖
牽
八
門

機

齢

一

八
四
歳

面

齢

.

千
八

O
O歳

頭
頂
高
一

一
・
六

九

リ

卜

待
機
重
量

一
八

・
ハ
グ
口
|

起
動
重
量
.
七

・
二
ニ
グ
ロ

幽
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『

K
〉
園
J
J
l
l
F
|
〉
暗
国
民

-
5
4

F
4
d
A
ν
F
三
ー
さ
l
A
ν

目
指
正
二

【
シ
ユ
ノ
・
ア
グ
ル
・
デ
ィ
ケ
|
口
}

シ
ー
タ
l
の
駆
る

《水
の
門
》
の
呪
操
兵
。
触
媒
と
な
る

水
を
麗
に
あ
る
集
水
珠
か
ら
取
り
入
れ
、
マ
ー
ナ
と
か
け
あ

わ
せ
シ
ー
タ
ー
の
術
を
発
動
さ
せ
る
。
外
装
に
結
界
が
張
ら

れ
て
お
り
水
中
で
の
行
動
も
可
能
で
あ
る
。
頭
部
、
肩
部
、

附例町即
、
倒的削剛、蜘脚剖剛、

m川
井
元
仇
w
官
小
自
問
小
穴
同
同
鋪
柿
辻
山
由
「
ル
ト
Am
つ
ア
」
官
小

を
凝
結
さ
せ
た
も
の
で
、
金
剛
石
以
上
の
強
度
を
持
っ
て
い

る
。
ベ
ル
ガ
・
ラ
八
ン
ほ
ど
で
は
な
い
か
、
あ
る
程
度
格
闘

戦
も
意
識
さ
れ
製
作
さ
れ
た
機
体
で
、
耐
久
力
が
高
ま
っ
て

い
る
。
触
媒
の
な
い
地
で
は
ほ
と
ん
ど
行
動
し
な
い
か
、
非

常
時
、
た
と
え
ば
砂
漠
な
ど
で
は
、
機
体
各
所
の
水
田
回
尖
を

も
と
の
水
に
戻
し
あ
る
程
度
の
術
は
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

• 

• 

諸

JG 

枇

仏

協

恥

生

産

一
一
東
方
聖
刻
教
会

類

別

呪
操
丘
ハ

所

属

一

東
方
聖
刻
教
会

・
聖
一
翠
八
門

機

齢

一

六
五
歳

面

齢

・九

O
歳

頭

頂

高

二
一
・
一
リ
l
卜

待
機
重
量

七

・
一
七
グ
口
|

起
動
重
量
一六

・
一
七
グ
口
1

n 



圃

【
金
の
門
ガ
ル
ダ
の
呪
操
兵
】

【
キ
ノ
・
ザ
ウ
ー
ル
・
ラ
ギ
ユ
ラ
}

聖
蒙
八
門

《金
の
門
》
の
ガ
ル
ダ
が
乗
る
呪
操
兵
。
獣
身

か
ら
人
身
へ
の
化
身
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
獣
身
型

時
間
の
み
練
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
獣
並
み
の
知
能
を
持
ち
、

独
自
の
判
断
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
呪
操
兵
な
が
ら

装
甲
が
厚
く
強
靭
で
、
単
純
な
戦
闘
能
力
で
は
狩
猟
機
に
匹

敵
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

枇
U

越

鵬

通

陥

生

産

.

機
体
は
先
史
文
明
、
仮
面
は
東
方
聖
刻
教
会

類

別

・
呪
操
丘
ハ

所

属

一

一
東
方
聖
刻
教
会

・
聖
華
八
門

機

齢

.
千
四

O
O歳

面

齢

・
二
四

O
歳

'

頭
頂
高
一

一
・二
四
リ
ト
(
獣
身
)
一
・
八

一
リ
ト
(
人
身
)
圃

待
機
重
量
.
七

・
二
五
グ
口

l

圃

起
動
重
量
・
六
・

O
九

グ

口

|

咽
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【
木
の
門
ラ

l
ジ
ヤ
の
呪
操
兵
】

【

ム

ウ

ノ

・

口

・

グ

ウ

ラ

]

ラ
ー
ジ
ヤ
が
使
用
す
る

《木
の
門
》
の
呪
操
兵
。

《木
》
の

練
法
に
よ
る
粧
練
で
成
型
さ
れ
た
纏
物
を
外
装
に
用
い
、
た

と
え
機
体
が
績
傷
し
て
も
局
囲
の
樹
木
を
取
り
込
み
修
復
す

る
。
機
体
の
背
中
か
ら
伸
び
る
樹
操
錦
戦
は
植
物
を
自
在
に
操

る
力
を
持
ち
、
森
林
で
の
戦
闘
に
は
お
お
い
に
威
力
を
発
療

す
る
。
ま
た
、
伸
縮
自
在
の
両
腕
を
、
相
手
の
操
兵
に
巻
き

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
体
内
部
の
水
分
を
吸
い
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
唯
一
の
欠
点
は
熱
へ
の
抵
抗
力
が
な
く
機
体

か
燃
え
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

-----.! 

諸

JG 

齢

世

櫨

恥

生

産

一
一
東
方
聖
刻
教
会

類

別

.

呪
操
Eハ

所

属

-

東
方
自
主
刻
教
会
・
田
主
筆
八
門

機

齢

-

四
O
歳

面

齢

-

六
三
歳

頭
頂
一
回
同

二

・
六

リ

ト

待
機
重
量
・
六

・
一
九
グ
口
1

起
動
重
量
一
五
・
四
五
グ
ロ
l



圃

【
ア
ル
・
カ
シ
l
ム
】

ダ
マ
ス
タ
先
遣
軍
の
指
揮
官
で
あ
っ

た
ゴ
ル
・
パ
・
ラ
ナ
ウ
伯
が
使
用
し
て

い
た
操
兵
。
東
方
製
狩
猟
機
在
西
方
風

の
外
装
に
改
造
し
て
い
る
。
機
体
自
体

は
東
方
動
乱
の
お
り
に
使
わ
れ
て
い
た

比
較
的
新
し
い
も
の
で
、
中
原
用
に
防

塵
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

生性

捕

臨

遺

品

削

産・

商
用
方
由
主
刻
教
会

JC 

類

剛

m
.
拍
刊
拙
叩
山
出
時

所

属

ダ
マ
ス
タ
軍

機

齢・

五
六
歳

面

鈴一

五
六
歳

高
附
宿
胴
吉
田
.
一・ハハ=一川ノ
l
l
kい

待
出
時
重
量

七
・
二
五
グ
口
|

起
動
重
量

六

・
四
五
グ
ロ
ー

【
ア
シ
ユ
ア
・
オ
ル
ド
】

ダ
マ
ス
タ
先
遣
軍
の
軍
目
付
、
工
ジ

ン
公
の
使
用
す
る
狩
猟
機
。
三
十
年
程

前
に
買
い
入
れ
た
東
方
製
の
操
兵
だ
が
、

度
重
な
る
戦
役
で
数
度
の
改
修
を
施
さ

れ
、
機
体
は
か
つ
て
の
形
状
を
と
ど
め

て
い
な
い
。
現
在
は
西
方
援
兵
風
の
機

影
に
な
っ
て
い
る
。

生性

捕

榔

強

拍

附

産
-
東
方
由
王
刻
教
会

JC 

類

剛
山

由
刊
拙
聞
出
協

所

属
'
ダ
マ
ス
タ
軍

俊

齢
.
九
四
歳

面

齢

九
四
歳

頭
頂
吉
岡
・
一
・

七
八
リ
l
卜

待
機
重

一七

・一

八
グ
ロ

【
パ
イ
タ
l
フ
】

東
方
製
の
一
般
的
な
従
兵
機
。
ダ
マ

ス
タ
軍
で
使
用
さ
れ
、
中
原
で
も
よ
く

見
か
け
る
機
体
。
金
制
捜
や
戦
斧
、
健

矛
を
装
備
し
て
い
る
。
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
旧
式
の
従
兵
機
と
な
っ
て
い
る
。

起
動
重
量

六

・
O
三
グ
口
|

¥ 

生性

他

郎

通

拍

叩

産・

東
方
面
王
刻
教
会

類

別
.
従
兵
機

所

属

ダ
マ
ス
タ
箪

機

齢・

一
O
i五
五
歳

面

齢

一
0
1五
五
歳

頭
頂
高
'
一
=
=
π
ノ
l
l
ト

待
機
重
量
.
五
・
二
二
グ
口
|

起
動
重
量

四

・
九
六
グ
口

• 

• 

:e 

JC 



圃
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• 

{
ム
ル
l
ア

】

東
方
製
の
従
兵
機
で
聖
刻
教
会
が
ウ

ル
オ
ゴ
ナ
軍
に
委
譲
し
て
い
た
機
体
。

西
方
工
呪
会
製
の
従
兵
機
並
の
量
産
性

を
持
つ
。
分
解
組
立
が
簡
単
で
前
線
で

の
運
用
に
適
し
て
い
る
。

生性

健

協

議

拍

叩

産会

東
方
由
主
刻
教
会

lC 

類

別一

従
兵
機

所

属一

ウ
ル
オ
ゴ
ナ
軍

機

齢
-
三
i
七
歳

面

齢

=

丁
'
七
歳

頭
頂
吉
一

一
・
四

一

リ

卜

待
機
重
量

一
五

・
五
四
グ
口
|

起
動
重
量
-
五
・
三
七
グ
ロ
ー

• 

【
サ
ル
タ
フ
】

射
撃
を
目
的
に
作
ら
れ
た
従
兵
機
の

一
種
で
、
警
弓
兵
と
呼
ば
れ
る
。
長
さ

百
J
lト
半
の
矢
在
五
本
取
り
付
け
た

習
を
両
肩
に
装
備
し
、
そ
の
矢
の
威
力

は
狩
猟
機
の
装
甲
を
軽
く
貫
通
す
る
。

生性

健

協

逸

品

開

産一

東
方
霊
刻
教
会

lC 

類

別

従
丘
ハ
機

所

属・

ウ
ル
オ
ゴ
ナ
軍

機

齢一

三
t
l
一
五
歳

面

齢

三
1
一
五
歳

頭

頂

高

'

一
・
五
五
リ

l
卜

{
ジ
ャ
タ
ド
】

聖
刻
教
会
練
法
師
団
の
下
部
組
織
、

暗
殺
部
隊
か
使
用
し
て
い
る
操
兵
。
装

甲
在
薄
く
し
て
軽
量
化
し
て
あ
る
た
め
、

瞬
発
力
が
高
く
優
れ
た
跳
躍
力
在
持
っ

て
い
る
。
陪
器
と
呼
ば
れ
る
隠
し
武
器

在
多
用
す
る
。

待
機
重
量
一

六

・
一
九
グ
口

起
動
重
量
五
・
ハ
ハ
グ
口
|

生性

能

刷

遺

品

開

産

東
方
由
主
刻
教
会

類

別
.
従
兵
機

所

属

東
方
田
王
刻
教
会

(
暗
殺
部
隊
)

機

齢

二
五

1
六
四
歳

面

齢一

二
五

1
六
四
歳

頭

頂

高

一
四
七
リ
|
ト

待
機
重

-
五
・
七
九
グ
ロ

起
動
重
量
五
・
三
三
グ
ロ
ー

lC 
時
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⑨ 

E
八
タ
旬
踊
棚

ア
訂

⑨
 

【

ア

ル

ト

ン

】

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の
一
員
。
従
兵
機
ル

・
グ
リ
ッ

プ
に
釆
る
。

⑨
 

【

ア

ル

バ

】

《聖
華
八
門
》
の

一
人
。
表
門
第

一
位
で
あ
る
《陽

の
門
》
の
練
法
師
。
黄
色
の
ロ

l
ブ
を
纏
う
。

本
来

《表
門
》
の
長
で
あ
る
自
分
が
八
門
の
長

に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、
大
師
、
ダ

ム
・
ダ
l
dフ
の
意
向
を

一
任
さ
れ
て
い
る
〆
マ

に
肋
訟
を
抱
き
、
対
立
し
て
い
た
。
戦
い
て
は

部
下
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
自
ら
は
あ
ま
り
出

よ
う
と
し
な
い
男
。
ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
で
と
ソ
マ
が

フ
エ
ン
に
敗
れ
た
後
、
ダ
ム

・
ダ
l
ラ
に
変
わ

ら
ね
忠
誠
を
示
し
て
八
門
の
長
の
座
を
手
に
入

れ
た
が
、
結
同町
ゾ
?
に
代
わ
る

「影
」
と
し

て
ダ
ム

・
ダ
|
ラ
に
身
体
を
操
ら
れ
、
オ
ズ
ノ

で
ハ
イ
ダ
ル
に
乗
っ
て
戦
い
、
そ
の
力
の
供
給

源
に
さ
れ
て
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た
。

⑨
 

【

ア

レ

ナ

】

リ
ム
リ
ア
の
侍
女
の

一
人
。十
七
歳
。
ホ
l
タ
ン

人
。
か
つ
て
は
オ

1
0ス
と
共
に
レ
イ
ケ
ン
国
に

• 

で
農
奴
と
し
て
働
い
て
い
た
。
オ
l
ズ
の
親
友
。

人
好
、
さ
の
す
る
丸
顔
に
小
柄
で
華
奪
な
身
体
の

娘
ー
リ
ム
リ
ア
を
誰
よ
り
も
崇
拝
し
て
い
る
。

一
見
お
と
な
し
く
見
・λ
る
が
、
芯
の
強
い
正
直

な
性
格
。
て
人
の
た
め
に

一
途
に
尽
く
す
。
ガ
ル

ン
を
助
け
た
た
め
に
彼
ら
と
練
法
師
た
ち
の
闘

い
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
カ
ル
ラ
を
信
じ
て
リ
ム

リ
ア
と
ガ
ル
ン
の
蘇
生
を
懇
願
す
る
。
そ
の
後

ア
ル
パ
の
手
下
に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
リ
ム
リ

ア
に
救
出
さ
れ
た
。
ガ
ル
ン
に
恋
心
を
抱
い
て

い
る
。

(
3巻
以
降
)

⑨
 

【
イ
ザ
ル
・
ド
・
ジ
ャ
ラ
ル
】

ク
リ
シ
ユ
ナ
の
副
官
。
三
十
八
歳
。
ク
リ
シ
ユ

ナ
の
祖
父
に
部
下

t
共
に
震
わ
れ
た
シ
ン
国
の

没
落
立
族
。
士
宮
の
経
験
の
あ
る
笑
直
な
勢
。

よ
く
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
補
佐
し
、
着
実
に
任
務
を

来
た
し
た
。
ラ
ペ
ザ
|
ナ
の
戦
い
で
、
伶
様
に

陥
っ
た
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
救
う
た
め
に
ガ
シ
ュ
ガ

ル
に
戦
い
を
挑
ん
で
戦
死
し
た
。

(2
・
3
巻
)

⑨
 

【

イ

ル

・

カ

タ

ム

】

、
ダ
マ
ス
タ
て
最
大
規
模
の
遊
牧
民
ラ
ウ
族
の
戦

士
長
。
二
十
二
歳
。
代
抗
日
わ
り
し
た
ば
か
り
の

者
い
長
て
、
フ
エ
ン
の
友
達
。
言
葉
追
い
の
く

だ
け
た
堅
苦
し
き
の
な
い
男
。
複
雑
な
こ
と
は

考
え
よ
う
と
し
な
い
単
純
き
が
フ
エ
ン
と
似
て

い
る
。
口
髭
の
あ
る
日
に
焼
け
た
容
姿
に
白
い

タ
ー
バ
ン
と
マ
ン
ト
姿
。
グ
ル
|
ン
ワ
ル
ズ
に

よ
る
カ
ロ
ウ
ナ
襲
撃
で
多
数
の
部
下
を
失
っ
た

た
め
ガ
シ
ュ
ガ
ル
を
仇
と
し
て
狙
う
よ
う
に
な

る
。
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
の
ダ
マ
ス
タ
侵
攻
の
際
に
は

ハ
ラ
ハ
の
指
示
。
て
ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
を
、
ダ
マ
ス
タ

軍
か
ら
分
隊
さ
せ
て
義
勇
軍
に
引
き
込
ん
だ
。

義
勇
軍
の
総
大
将
と
し
て
、
複
数
の
部
族
の
寄

せ
集
め
の
騎
馬
隊
の
統
率
に
は
結
梢
苦
労
し
て

い
た
。
ジ
ユ
レ
に
は
お
じ
さ
ん
扱
い
さ
れ
て
ち

ょ
っ
と
傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
妻
子
持
ち
。

⑨
 

【

エ

ジ

ン

〕

、
ダ
マ
ス
タ
国
の
公
爵
。
ダ
マ
ス
タ
先
造
寧
の

寧
日
付
役
営
巣
た
す
。
白
髪
の
老
騎
士
だ
が
、

粁
い
者
に
は
負
け
な
い
気
力
と
体
力
が
あ
る
。

公
平
な
観
篠
山
肌
の
持
ち
主
て
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
に

は
初
め
か
ら
日
を
か
け
て
い
た
。
将
中
平
ゴ
ル
が

使
い
も
の
に
な
ら
な
い
‘
」
と
が
は

っ
き
り
す
る

と
、
彼
の
官
位
を
利
奪
、
謎
悦
処
分
に
し
て
自

ら
軍
の
指
揮
を
と

っ
た
。

(
3
・
6
巻
)

⑨
 

【

オ

l
ズ

〕

リ
ム
リ
ア
の
次
女
の

一
人
。
十
八
歳
。
ア
レ
ナ
の

親
友
。
侍
女
の
中
で
は

一
番
背
が
高
く
、
目
が

細
い
娘
。
ア
レ
ナ
と
は
対
照
的
に
稲
極
的
で
ず

け
ず
け
と
も
の
を
一言
う
性
倍
。
て
、
自
分
の
利
益

に
か
ら
め
て
人
を
見
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ア
レ

ナ
と
は
よ
く
ケ
ン
カ
を
す
る
が
、
結
局
ア
レ
ナ

の
強
さ
に
負
け
て
彼
女
を
手
伝
っ
て
し
ま
う
。

ア
レ
ナ
と
一
緒
に
ガ
ル
ン
を
助
け
、
練
法
師
た

ち
と
の
闘
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
ア
ル
パ
の
手

下
に
捕
ら
え
ら
れ
る
が
、
リ
ム
リ
ア
に
助
け
出

さ
れ
た
。

(
3巻
以
降
)⑨
 

【
オ
ヘ
ン
・
ジ
ャ
ロ
l

】

ワ
ル
オ
ゴ
ナ
軍
第

一
陣
の
総
司
令
。
グ
ル
族
の

族
長
。
オ
ズ
ノ
の
戦
い
て
は
イ
ル
、
ク
リ
シ
ユ

ナ
ら
の
義
勇
軍
に
翻
弄
さ
れ
る
。
再
興
し
た
ホ

l
タ
ン
国
軍
の

《千
の
守
設
者
》
の
殺
数
の
犠

牲
者

t
な
っ
て
戦
死
し
た
。

(
3
・
6
巻
)

⑨
 

【

オ

レ

オ

〕

ダ
マ
ス
タ
国
の
伯
爵
。
カ
ザ
ル
の
騎
士
。
過
去

の
合
戦
で
多
く
の
勲
功
を
上
げ
た
豪
傑

t
し
て

知
ら
れ
る
人
物
。
ラ
パ
、
ザ
|
ナ
攻
略
で
は
ク
リ

シ
ュ
ナ
の
実
力
を
評
倒
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

続
く
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
よ
る
ラ
パ
ザ
1
ナ
奪
回
作

戦
で
指
揮
官
と
な
っ
た
が
、
ガ
シ
ュ
ガ
ル
の
返

り
討
ち
に
あ
う
。

(
3巻
)

‘ 

⑪ 
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カ
行

⑨
 

【
ガ
シ
ュ
ガ
ル
・
メ
ヒ
ム
】

グ
ル

1
ン
ワ
ル
ズ
傭
兵
騎
士
団
団
長
。
五
十
三

歳。

《蒼
猿
鬼
》
の
異
名
を
持
つ
、
容
姿
、
性
格
共

に
凶
暴
、
好
戦
的
な
男
。
い
つ
も
窯
ず
く
め
の

服
装
。
来
方
西
部
械
の
小
国
ヒ
ゼ
キ
ア
の
豪
族

出
身
で
、
そ
の
王
都
ア
・
ゴ

l
ン
の
瞥
備
隊
員

だ
っ
た
。
隣
国
ス
ラ
ゼ
ン
に
よ
る
ヒ
ゼ
キ
ア
侵

略
の
際
、
生
後
ま
も
な
い
ヒ
ゼ
キ
ア
公
子
、
ダ
ウ

ス
(
ゼ
ナ
ム
)
を
救
っ
て
落
ち
の
び
、
以
後
、

ヒ
ゼ
キ
ア
再
興
の
夢
を
抱
き
な
が
ら
公
子
h
c
育

て
て
来
た
。
聖
刻
教
会
の
練
法
師
に
雇
わ
れ
て

リ
ム
リ
ア
を
誘
拐
し
た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
・
ダ
|

ラ
の
陰
謀
に
興
味
を
抱
き
、
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
軍
の

傭
兵
と
し
て
ダ
マ
ス
タ
寧
と
戦
っ
た
。
そ
れ
以

後
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
好
敵
手
と
し
て
執
均
に
つ
け

狙
い
、
窮
地
に
陥
れ
る
。
オ
ズ
ノ
い
て
は

一
時
自

身
の
狩
猟
機
ガ
リ
オ
ン

・
シ
l
カ
の
仮
面
に
精

神
を
虜
に
さ
れ
て
異
様
な
戦
闘
を
展
開
し
た
。

ク
リ
シ
ュ
ナ
に
脚
を
切
断
さ
れ
た
痛
み
で
我
に

返
っ
た
が
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
聖
剣
の
た
め
に
我

が
子
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
た
ゼ
ナ
ム
を
自

ら
の
手
。
て
殺
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ゼ

ナ
ム
を
手
に
か
け
た
衝
撃
で
動
け
な
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
ダ
ロ
卜
(
パ
!
と
に
助
け
ら

れ
る
。
パ
ー
ル
と
は
ヒ
ゼ
キ
ア
で
の
瞥
備
隊
以

来
の
友
人
。

⑨
 

【
カ
ド
ル
・
デ
・
ノ
ズ
】

ダ
マ
ス
タ
国
の
公
爵
。
ダ
マ
ス
タ
寧
の
総
司
令

官
。
賄
賂
の
画
策
を
と
り
な
し
て
国
王
に
ゴ
ル

を
軍
先
進
隊
の
総
司
令
官
と
す
る
ヲ
』
と
を
認
め

さ
せ
た
。
ま
た
、
先
進
隊
の
エ
ジ
ン
公
か
ら
ダ

マ
ス
タ
軍
劣
勢
の
報
告
を
受
け
て
国
王
に
献
策

す
る
が
、
機
嫌
を
損
ね
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た。

(
2
・
6
巻
)

⑨
 

【

カ

ラ

・

キ

ャ

メ

ル

】

、
ダ
マ
ス
タ
国
王
。
無
能
で
や
や
幼
稚
な
王
様
。

賄
賂
を
貰
っ
て
ゴ
ル
を
箪
の
先
進
隊
の
総
司
令

官
に
任
命
し
た
り
、
ダ
マ
ス
タ
軍
の
戦
況
が
思

わ
し
く
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
て
も
的
確
な

状
況
判
断
が
で
き
、
ず
、
ノ
ズ
公
の
進
言
ぞ
認
め

ず
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起
ヲ
』
し
た
り
と
い
う
困
っ

た
人
物
。

(
2
・
6
巻
)⑨
 

【
カ
リ
フ
・
デ
ラ
・
ラ
プ
ト
ウ
】

ク
リ
シ
ュ
ナ
の
父
。
三
十
四
歳
。
ヶ
ブ
ロ
を
治

め
る
ラ
プ
ト
ゥ
家
の
娘
と
結
婚
し
、
跡
取
り
が

い
な
い
ラ
プ
ト
ゥ
家
で
自
動
的
に
領
王
を
継
い

だ
が
、
実
際
の
治
世
は
実
父
の
マ
ハ

l
卜
が
行

っ
て
い
る
。
生
来
、
野
心
が
な
く
、
風
臨
仰
を
好

ん
で
人
と
争
う
こ
と
を
嫌
う
性
格
。
政
治
な
ど

に
は
向
か
な
い
人
で
あ
る
。

(
2巻
)

⑨
 

【

ガ

ル

ダ

】

《聖
華
八
門
》
の
一

人
。
表
門
第
二
位
で
あ
る
《金

の
門
》
の
練
法
師
。
鋼
色
の
ロ

l
ブ
を
纏
う
。

操
兵
戦
。
て
は
最
強
と
言
わ
れ
、
ア
ル
パ
が
最
も

頼
り
に
す
る
男
。
か
な
り
の
肥
満
体
、
て
、
お
し

ゃ
べ
り
好
き
な
、
ど
こ
と
な
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

雰
囲
気
が
あ
る
。
し
か
し
、
殺
気
を
表
面
に
出

さ
な
い
余
裕
の
あ
る
見
掛
け
通
り
そ
れ
な
り
に

手
ご
わ
い
人
物
で
、
ア
ラ
ク
シ
ャ
!
の
城
に
や

っ
て
米
た
フ
ェ
ン
と
万
ル
ン
に
、
ル
小
責
め
や
A
n

成
獣
の
蛇
女
を
仕
掛
け
て
翻
弄
し
た
。
フ
エ
ン

を
危
地
に
立
た
せ
て
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
を
呼
び

寄
せ
、
操
兵
同
士
の
死
闘
を
展
開
し
た
が
、
フ

エ
ン
の

《選
、
ば
れ
し
者
》
の
気
の
力
に
敗
れ
て

⑨ 

死
ん
だ
。

⑨
 

【

カ

ル

ラ

】

《整
華
八
門
》
の

一ぃ
人
。
裏
門
第
一
位
で
あ
る
《月

の
門
》
の
練
法
師
。
銀
色
の
ロ

l
ブ
を
纏
う
。

八
門
で
唯
一
の
女
性
練
法
師
。
黒
髪
の
美
女
。

デ
ュ
ラ
ハ
|
ン
で
は
ラ
l
パ
テ
ィ
と
い
う
《影》

を
待
つ
。
八
門
の
官
民
、
ソ
マ
に
対
す
る
一
途
な
恋

心
が
い

つ
も
彼
女
を
動
か
し
て
来
た
。
〆
マ
に

愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
と
、
彼
が
持
つ
恐

ろ
し
い
秘
密
に
対
す
る
不
安
に
揺
れ
つ
つ
も
ア

ラ
ク
シ
ャ
!
の
聖
都
復
活
に
協
力
し
た
。
聖
都

復
活
が
成
っ
て
ゾ
?
と
喜
び
を
共
に
し
た
の
も

つ
か
の
間
、
彼
は
フ
ェ
ン
に
敗
れ
、
精
神
を
ダ

ム
・
ダ
1
ラ
に
支
配
さ
れ
て
彼
女
ぞ
も
殺
そ
う

と
し
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。
失
意
の
底
に

あ
っ
た
時
、
ア
レ
ナ
や
オ
|
ズ
の
存
在
に
励
ま

さ
れ
、

《干
の
守
殻
者
》
の
要
請
を
受
け
て
、
ゾ

マ
の
精
神
復
活
の
切
手
品
を
託
し
て
リ
ム
リ
ア
と

ガ
ル
ン
を
蘇
ら
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ア
ル

パ
に
捕
ら
え
ら
れ
、
ダ
ム

・
ダ
1
4フ
に
逆
ら
っ

た
た
め
、
‘
、
ソ
マ
の
回
復
を
待
た
ず
に
ダ
ム

・
ダ

1
4フ
仁
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

⑨
 

【
ガ
ル
ン
・
ス
ト
ラ
・
ラ
ザ
l
ル
】

聖
刻
騎
士
団
の
団
将
ジ
ヤ
ン
・
ス
ト
ラ
の
嫡
男
。

十
八
歳
。
《
南
部
の
猪
》
と
い
う
異
名
を
持
ち
、

狩
猟
機
バ
ラ
シ
ュ

・
パ
ラ
l
ハ
に
乗
る
。
聖
刻

騎
士
団
の
南
部
方
商
事

《赤
龍
騎
士
団
》
所
属

の
聖
騎
士
だ
っ
た
が
、
騎
士
団
の
規
律
の
乱
れ

を
正
そ
う
と
す
る
父
ι
主
又
持
し
て
改
善
を
訴
え

た
た
め
に
疎
ま
れ
、
聖
一
刻
教
会
か
ら
命
を
狙
わ

れ
る
。
グ
ラ
ン
ド
老
人
を
訪
れ
て
フ
エ
ン
と
知

り
A
n
い、

一
緒
に
老
人
か
ら
剣
術
を
習
う
。
死

の
間
際
グ
ラ
ン
ド
か
ら
聖
剣
プ
レ

・
ヴ
ァ
l
ス

キ
ン
を
託
さ
れ
た
。
ク
ラ
ン
ド
の
死
後
は
フ
エ

ン
と
行
動
を
共
に
し
、
デ
ュ
ラ
ハ

1
ン
、
ア
ラ

ク
シ
ャ
ー
で
練
法
師
た
ち
と
戦
っ
た
。
粗
野
で

世
間
知
ら
ず
の
フ
エ
ン
と
は
反
対
に
育
ち
が
良

く
知
識
が
豊
富
な
の
で
、
旅
の
途
中
に
は
何
か

と
フ
エ
ン
を
教
育
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。

ま
た
、
彼
自
身
も
フ
ェ
ン
に
感
化
さ
れ
て
堅
苦

‘ 

し
い
真
面
目
さ
に
少
し
柔
軟
性
が
加
わ
っ
て
き

た
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ラ
ク
シ
ャ

l
に
向
か
う

途
中
に
立
ち
寄
っ
た
ド
ペ
ル
の
村
で
は
恋
に
落

ち
た
少
女
ク

l
ニ
ア
が
暗
殺
部
隊
の

一口尺
で
あ

っ
た
た
め
、
彼
女
を
自
ら
の
手
、
て
殺
さ
、
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
い
う
悲
恋
の
ぞ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。
そ
の
後
、
ダ
ム
・
ダ
l
ラ
に
殺
さ
れ
た

が
カ
守
フ
の
力
で
蘇
生
し
、
ク
ラ
ン
ド
に
精
一
室

界
ど
具
象
界
の
狭
間
に
導
か
れ
、
そ
の
後
継
者

と
し
て
の
使
命
を
授
け
ら
れ
て
オ
ズ
ノ
付
近
に

送
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
ク
リ
シ
ュ
ナ
ら
と
出

会
っ
て
、
ダ
マ
ス
タ
義
勇
軍
に
参
加
。
復
活
し

た
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
が
到
着
す
る
と
、
ク
リ
シ

ユ
ナ
と
共
に
フ
ェ
ン
を
援
護
し
て
ハ
イ
ダ
ル
と

戦
っ
た
。
戦
い
の
後
は
撃
剣
の
所
有
者
の
ひ
と

り

t
し
て
フ
ェ
ン
の
旅
に
同
行
す
る
こ
と
に
す

。
令
。

⑨
 

【

ク

l
ニ

ア

】

旧
ホ

l
タ
ン
領
内
の
ド
ペ
ル
の
村
崎
十
六
歳
。

ア

サ

ッ

シ

暗
殺
部
隊
の

《草
》
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た

聖
刻
教
会
の
布
教
師
と
村
の
女
の
聞
に
生
ま
れ
、

流
行
病
て
肉
親
を
亡
く
し
、
彼
女
自
身
も
病
の

熱
の
た
め
視
力
が
か
な
り
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
村
の
若
い
も
の
た
ち
が
旧
ホ

ー
タ
ン
の
都
へ
と
出
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
後
に

残
っ
て
数
人
の
老
人
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
た
。

ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
へ
の
旅
の
途
中
で
水
の
補
給
の

た
め
に
こ
の
村
に
立
ち
寄
っ
た
フ
エ
ン

t
、ガル

ン
を
疑
っ
て
矢
を
仕
掛
け
た
が
、
誤
解
が
解
け

⑪ 



圃

J 

る
と
、
万
ル
ン
を
慕
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
l
ニ

ア
の
思
い
に
応
・
え
て
村
仁
と
ど
ま
る
決
意
し
た

ガ
ル
ン
が
フ
ェ
ン
の
伶
様
を
知
っ
て
助
け
に
行

こ
う
と
し
た
時
、
彼
次
は
暗
殺
部
隊
の

一
日貝

t

し
て
の
任
務
に
自
党
め
、
苦
悩
し
な
が
ら
仮
面

を
付
け
、
刺
客
と
な
っ
て
ガ
ル
ン
を
襲
っ
た
。

老
人
た
ち
を
皆
殺
し
に
し
て
、
結
局
、

ガ
ル
ン

に
倒
さ
れ
、
彼
を
慕
う
村
娘
と
し
て
彼
の
腕
の

中
で
息
絶
え
た
。

(
3巻
)
⑨
 

{
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ケ
ブ
ロ
・
ニ
テ
・
ラ
プ
ト
ゥ
】

ダ
マ
ス
タ
国
西
南
部
ケ
ブ
ロ
の
領
王
カ
リ
フ
・

デ
ラ

・
ラ
プ
ト
ゥ
の
息
子
。
十
八
歳
。
銀
色
の

狩
猟
機
ア
ピ
・
ル
ー
パ
に
乗
り
、

《銀
の
立
公
子
V

と
し
て
知
ら
れ
る
細
剣
の
名
手
。
長
い
銀
髪
に

女
性
的
な
美
し
い
容
貌
を
待
つ
華
客
な
青
年
だ

が
、
見
か
け
に
よ
ら
な
い
優
れ
た
剣
の
腕
と
知

力
・
柏
村
力
の
持
ち
主。

祖
父
マ
ハ

l
卜
か
ら

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
金
の
力
で
地
位

ぞ
望
む
祖
父
の
考
え
に
つ
い
て
行
け
ず
、
十
五

歳
の
時
か
ら
修
行
の
旅
に
山
て
放
浪
生
活
を
送

っ
て
い
た
。
酒
場
の
陥
一
峰
、
て
フ
ェ
ン
に
加
勢
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
フ
ェ
ン
の
旅
の
道
連
れ
と

な
る
。
気
泣
い
が
細
か
く
言
葉
は
丁
寧
、
よ
く

言
え
ば
紳
士
的
、
惑
く
言
え
ば
気
障
で
神
経
質

な
性
格
。
て
、
大
雑
把
で
細
か
い
こ

t
を
気
に
し

な
い
性
格
の
フ
ェ
ン
を
苦
労
さ
せ
た
。
フ
エ
ン

と

一
緒
に
旅
を
し
た
こ
と
で
、
身
分
へ
の
こ
だ

わ
り
が
な
く
な
っ
た
。
途
中
ツ
ン
ホ
ワ
ン
山
脈

で
フ
ェ
ン
と
離
れ
離
れ
に
な
る
と
、
。
シ
ュ
レ
を

連
れ
て
ケ
ブ
ロ
に
一炭
り
、
ダ
マ
ス
タ
草
に
西
方

製
の
従
兵
機
部
隊
を
率
い
て
参
加
。
実
戦
で
の

勝
利
と
死
の
危
機
に
直
面
す
る
敗
北
と
を
経
験

し
て
大
き
く
成
長
し
た
。
そ
の
後
イ
ル
の
義
勇

平
に
加
わ
る
。
ガ
シ
ュ
ガ
ル
に
は
ラ
ペ
ザ
|
ナ

以
来
執
助
に
つ
け
狙
わ
れ
、
オ
ズ
ノ
。
て
危
地
に

立
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
そ
聖
剣
ア
ル
・
ス
・
レ

l

テ
に
救
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
ゼ
ナ
ム
が
不
幸

な
死
を
遂
げ
た
た
め
ダ
ロ
卜
(
パ

!
と

か

ら

呪
い
の
一言
葉
を
投
げ
つ
け
ら
れ
将
来
に
禍
畑
山
守

残
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
復
活
し
た
フ

エ
ン
の
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
を
援
設
し
て
ハ
イ
、
ダ

練法嗣

⑥ 

ル
と
戦
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
戦
い
の
最
中
に
意

識
不
明
に
な
っ
た
少
女
シ
ュ
レ
を
辛
抱
強
く
見

守
り
、
回
復
を
祈
り
続
け
た
が
、
彼
女

t
は
今

の
と
こ
ろ
恋
愛
関
係
へ
の
発
展
途
上
に
あ
る
。

戦
い
の
後
は
聖
剣
の
持
ち
主
と
し
て
ジ
ユ
レ
を

つ
れ
て
フ
エ
ン
の
旅
に
つ
い
て
行
く
こ

t
に
な

ヲ
心
。

⑨
 

【

ク

リ

シ

ュ

ナ

隊

】

ク
リ
シ
ュ
ナ
の
ダ
マ
ス
タ
支
局
に
あ
た
っ
て
、

彼
の
祖
父
の
マ
ハ

l
卜
が
一雇一っ
た
西
方
製
従
兵

機
ル
・
グ
リ
ッ
プ
十
機
の
隊
。
ダ
マ
ス
タ
軍
の

中
に
あ
っ
て
は
異
彩
を
放
つ
存
在
だ
っ
た
。
構

成
要
因
は
副
官
イ
ザ
ル
と
そ
の
部
下
た
ち
で
、

イ
ザ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
皆
よ
く
訓
練
さ
れ
た

優
秀
な
兵
士
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
隊
長
の
ク

リ
シ
ュ
ナ
を
大
変
慕
っ
て
お
り
、
彼
を
中
心
に

精
神
的
に
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
集
団
を
な
し
て

、ラ
』。

L
f
 

⑨
 

【
グ
ル
l
ン
ワ
ル
ズ
騎
士
団
〕

ガ
シ
ュ
ガ
ル
が
結
成
し
た
傭
兵
騎
士
因
。《
東
方

動
乱
》
で
名
を
上
げ
た
、
金
次
第
で
ど
こ
で
も

味
方
す
る
悪
名
高
い
集
団
で
、
「
冷
酷
非
情
」「
守

銭
奴
」
「
血
に
飢
え
た
け
だ
も
の
」
「
盗
賊
も
ど
き
」

な
ど
と
略
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
氏
素
性
の
知

れ
な
い
連
中
が
集
ま
っ
て
お
り
、
倒
し
た
敵
か

ら
の
略
奪
は
制
限
無
し
と
い
う
悪
質
き
で
あ
る
。

そ
ん
な
荒
く
れ
者
た
ち
も
団
長
の
、
ガ
シ
ュ
ガ
ル

に
は
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
て
、
決
し
て
反
抗

し
な
い
。
カ
ロ
ウ
ナ
の
村
を
襲
撃
し
て
リ
ム
リ

ア
を
誘
拐
し
、
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
軍
に
一展
わ
れ
て
ダ

マ
ス
タ
軍
を
何
度
も
翻
弄
し
た
。

⑨
 

【

グ

レ

ン

】

ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
の

一
員
。
従
兵
機
ル

・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
イ
ザ
ル
の
古
い
家
臣
。
オ
ズ
ノ
の

戦
い
で
ル
・
グ
リ
ッ
プ
を
失
う
。

⑨
 

【

ケ

i
ニ

グ

〕

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の

τ只
。
従
兵
機
ル
・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
オ
ズ
ノ
で
戦
死
し
た
。

⑨
 

【

コ

チ

ャ

ン

】

グ
ル

l
ン
ワ
ル
ズ
騎
士
団
の
一
円
貝
。
荒
く
れ
者
。

練
法
師
ダ
ロ
ト
が
騎
士
団
に
加
わ
っ
て
か
ら
の

ガ
シ
ユ
ガ
ル
仁
不
満
を
抱
く
。

⑨
 

【
ゴ
ル
・
パ
・
ラ
ナ
ウ
】

ダ
マ
ス
タ
国
の
伯
爵
。
ク
リ
シ
ユ
ナ
を
目
の
仇

に
し
て
い
る
幼
稚
な
男
。
御
前
会
議
の
前
に
王

宮
内
で
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
因
縁
を
つ
け
、
勢
い
で

剣
ま
で
抜
い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
宮
廷
の
実

力
者
ル
ク
ロ
公
爵
夫
人
に
谷
め
ら
れ
て
恥
を
か

く
。
賄
賂
を
ば
・
ヤ
ま
い
て
総
指
揮
官
に
就
い
た

ダ
マ
ス
タ
箪
先
遣
隊
で
は
無
能
ぶ
り
を
発
揮
、

功
績
を
上
げ
た
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
邪
険
に
扱
っ
て

不
評
を
買
い
、
ラ
パ
ザ
l
ナ
。
て
ダ
マ
ス
タ
箪
形

習
不
利
と
見
る
や
、
敗
残
丘
(
や
修
理
中
の
操
兵

hz置
き
去
り
に
し
て
遁
走
。
オ
ズ
ノ
で
は
戦
闘

へ
の
恐
怖
の
余
り
、
仮
病
を
装
っ
て
毛
布
に
く

る
ま
っ
て
お
び
え
、
指
揮
を
と
る
ど
こ
ろ
の
状

態
で
は
な
く
な

っ
て
い
た
た
め
、
つ

い
に
エ
ジ

ン
公
の
平
手
打
ち
を
食
ら
っ
て
、
官
位
制
奪
、

謹
慎
処
分
の
裁
断
を
下
さ
れ
る
身
と
な
り
果
て

た
。

(
2
・
6
h
)
サ
行

カ ~

ロ
ウ
ナ
の
村
の
崎サ

卜Z⑨
歳

リ
ム

リ
ア
の ~

-・
@ 

友
達
。
収
徴
的
奴
に
い
い
男
を
ひ
っ
か
け
よ
う

t
、

派
手
な
化
粧
に
胸
元
の
露
わ
な
上
着
と
い
う
め

い
っ
ぱ

い
色
気
の
あ
る
わ

M
を
し
て
う
ろ
つ
い

て
い
た
。
途
中
、
リ
ム
リ
ア
を
見
つ
け
て
「
生

涯
の
伴
侶
探
し
」
を
勧
め
、
リ
ム
リ
ア
の
思
い

を
察
し
て
フ
ェ
ン
の
リ
ム
リ
ア
に
対
す
る
気
持

ち
を
確
か
め
る
方
法
を
教
授
す
る
。

(
1巻
)

⑨
 

【
，

サ
リ
ュ
l
ダ

】

ク
リ
シ
ユ
ナ
の
母
。
三
十
六
歳
。
線
の
細
い
た

お
や
か
な
女
性
。
数
々
の
装
身
具
と
豪
華
な
ド

レ
ス
に
身
を
包
ん
で
い
る
が
、
似
合
わ
ね
服
を

着
せ
ら
れ
た
人
形
と
い
っ
た
印
象
が
あ
る
。
ク

リ
シ
ュ
ナ
を
心
配
し
て
い
る
が
、

一
切
を
取
り

仕
切
っ
て
い
る
義
父
マ
ハ

l
ト
に
は
あ
ま
り
逆

ら
え
な
い
ら
し
い
。

(
2巻
)

⑨
 

【

シ

l
タ
l

】

会
主
華
八
門
》
の
一
人
。
裳
門
第
三
位
で
あ
る
《水

の
門
》
の
練
法
師
。
青
い
ロ

l
ブ
を
纏
う
。
ダ

ム
・
ダ
|
ラ
か
ら
ラ
ド
ウ

・
グ
ラ
ン
ド
の
抹
殺

の
命
を
受
け
、
法
王
庁
の
伝
令
師
ラ
モ
ン
・
テ

グ
ド
ス
と
名
乗
っ
て
グ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
。
フ

エ
ン
と
ガ
ル
ン
の
目
前
で
-
フ
ド
ウ
老
人
を
殺
害。

さ
ら
に
二
人
の
命
も
狙
っ
た
。
フ
エ
ン
と
ガ
ル

ン
を
徹
底
的
に
痛
め
つ
け
た
が
、
戦
い
の
最
中

に
カ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ
山
の
地
下
か
ら
浮
上
し
て
来

た
聖
刻
石
の
原
石
の
光
で
回
復
し
た
フ
ェ
ン
と
、

ヴ
ア
シ
ユ
マ

|
ル
か
ら
操
兵
朋
の
聖
剣
を
受
け

取
っ
た
ガ
ル
ン
の
パ
ラ
l
ハ
に
倒
さ
れ
た
。
(
-

巻
)

⑨
 

【
ジ
ャ
ン
・
ス
ト
ラ
・
ウ
ォ
l
口
〕

聖
刻
騎
士
団
の
団
将
。
て
、
ガ
ル
ン
の
父
。
三
十

九
歳
。
聖
刻
教
会
の
執
政
機
関
の
法
王
庁
の
腐

敗
が
騎
士
囲
内
の
規
律
の
乱
れ
を
招
来
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
法
王
庁
の
体
質
改
善
を
訴

え
、
政
治
的
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
た
。
(1
巻
)

⑨
 

〔

ジ

ュ

レ

・

ミ

ィ

】

ド
ウ
シ
ヤ
の
街
の
占
術
師
の
少
女
。
十
三
歳
。

育
て
の
親
の
マ
サ
リ
エ
を
亡
く
し
て
泣
い
て
い

ーーーーーーーー-4 

ーー前

圃圃.
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~REsnICTIONARY 
聖刻会主辞典jJ'

る
と
こ
ろ
に
た
ま
た
ま
来
合
わ
せ
た
フ
ェ
ン
が

埋
葬
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
。
彼
女
は
フ
エ
ン
の

什
刑
な
人
柄
に
惚
れ
て
、
ク
リ
シ
ユ
ナ

t
一
緒

に
フ
エ
ン
の
旅
に
加
わ
る
。
大
人
の
よ
う
な
口

調
て
フ
エ
ン
の
世
話
を
焼
い
て
彼
を
閉
口
さ
せ

る
し

っ
か
り
者。

町
川
ミ
ア
の
見
る
と
こ
ろ
、
彼

女
は
フ
ェ
ン
の
悶
判
明
と
同
じ
呪
わ
れ
た
血
筋
の

傍
流
の
生
ま
れ
で
あ
る
ら
し
い
。
フ
ェ
ン
と
離

れ
離
れ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
後
は
ク
リ
シ
ュ
ナ

と

一
緒
に
行
動
し
て
い
た
。
小
姓
の
ル
ア
ロ
に

な
り
済
ま
し
て
ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
に
潜
り
込
み
、

そ
れ
が
パ
レ
る
と
ア
ビ
・
ル

l
パ
に
同
乗
し
た

が
、
ラ
ペ
ザ
l
ナ
の
戦
い
の
時
ダ
ロ
ト
の
練
法

て
機
体
が
放
り
出
さ
れ
た
際
に
頭
ぞ
打
ち
、
意

識
不
明
に
な

っ
て
回
復
せ
ず
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
を

心
配
さ
せ
た
。
そ
の
問
、
シ
ユ
レ
の
心
は
フ
エ
ン

の
も
と
に
あ
っ
て
ゾ
マ
と
の
対
決
で
は
彼
を
援

護
し
、
彼
が
ハ
イ
ダ
ル
に
殺
さ
れ
る
と
そ
の
魂

を
守
り
導
い
て
い
た
。
リ
ム
リ
ア
の
力
で
フ
エ

ン
が
復
活
す
る
と
ジ
ュ
レ
も
意
識
を
取
り
戻
し

た
。
意
識
不
明
の
問
、
す
っ
と
ジ
ュ
レ
を
見
守
り
、

呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
た
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
優
し

さ
を
知

っ
て
彼
を
好
き
に
な
る
。
フ
エ
ン
に
は

問
親
の
よ
う
な
愛
情
を
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
は
女

の
子
と
し
て
の
恋
心
を
抱
き
始
め
た
ジ
ュ
レ
J

で

あ
っ
た
。
戦
い
の
後
は
も
ち
ろ
ん
ク
リ
シ
ュ
ナ

と

一
緒
に
フ
エ
ン
の
旅
に
つ
い
て
行
く
こ
と
に

か
袖
ヲ
心
。

~司司

⑨
 

シ
ュ
ワ
イ

⑨ 

L一一‘ ...... 

練
法
師
パ
ル
サ
の
手
下
の

一
人
。
背
が
古川く、

頭
に
黄
色
い
布
を
巻
い
て
い
る
男
。
パ
ル
サ
の

命
で
フ
ェ
ン
を
狙
っ
た
。

(
l巻
)

⑨
 

【

ゼ

ナ

ム

】

グ
ル
|
ン
ワ
ペ
ス
騎
士
団
の
副
富
。
二
十
歳
。

表
向
き
は
ガ
シ
ュ
ガ
ル
の
部
下
だ
が
、

実
は
東

方
西
部
域
の
小
国
ヒ
ゼ
キ
ア
の
八
ム
子
で
あ
る
。

本
名
は
ダ
ワ
ス
・
ダ
ン
ハ
ム
・
ヒ
ゼ
キ
ア
。
か

つ
て
ス
ラ
ゼ
ン
が
ヒ
ゼ
キ
ア
を
侵
略
し
た
除
、

生
ま
れ
て
聞
も
な
か

っ
た
彼
は
戦
火
の
中
か
ら

ガ
シ
ュ
ガ
ル
に
助
け
ら
れ
育
て
ら
れ
た
。
誰
も

が
恐
れ
る
団
長
の
ガ
シ
ュ
ガ
ル
を
慕
い
、
気
遣
.

っ
て
い
る
。
荒
く
れ
者
の
集
団
の
中
に
あ
り
な

が
ら
、
本
来
の
高
貴
な
精
神
を
失
わ
な
か

っ
た
。

グ
ル

l
ン
ワ
ル
ズ
に
練
法
師
、
ダ
ロ
卜
が
加
わ
っ

て
以
来
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
自
分
に
対
す
る
考
え
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
悩
み
続
け
て
い
た
が
、
オ

ズ
ノ
で
の
戦
い
の
最
中
、
彼
か
ら
思
い
や
り
の

あ
る
本
心
を
伝
え
ら
れ
て
喜
び
の
一族
を
流
し
た
。

し
か
し
、
不
幸
に
も
そ
の
後
す
ぐ
、
ク
リ
シ
ユ

ナ
に
止
め
を
刺
そ
う

t
し
た
ガ
シ
ュ
ガ
ル
の
剣

を
受
け
て
命
を
落
と
す
、
』
と
に
な
っ
た
。

⑨
 

{

ゾ

マ

】

《聖
事
入
門
》
の

一
人
。
《
風
の
門
》
の
練
法
師
。

白
い
ロ

l
ブ
を
縫
う
。
本
来
は
裏
門
の
第
二
位

カ
伝
め

だ
が

《聖
撃
八
門
》
の
要
と
し
て
大
師
、
ダ
ム
・

ダ
l
ラ
の
意
向
を
忠
{
尖
に
実
行
し
て
い
る
。
実

は
フ
エ
ン
に
代
わ
る
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
の
釆
り

手
と
し
て
、
ダ
ム
・
ダ
l
ラ
に
よ
っ
て
フ
ェ
ン

の
父
親
ハ
オ
の
血
か
ら
人
為
的
に
作
ら
れ
た

《影
》。《
選
ば
れ
し
者
》
の
資
負
を
有
す
る
。《
風

の
門
〉〉

の
練
法
師
と
し
て
卓
越
し
た
力
を
持
つ

上
に
、
練
法
の
腕
も
フ
ェ
ン
並
に
優
れ
て
い
る
。

ダ
ム
・
ダ
l
ラ
の
影
に
過
ま
な
い
自
分
の
存
在

理
由
に
疑
問
を
抱
い
て
苦
悩
し
て
い
た
が
、
ダ

ム
・
ダ
l
ラ
の
陰
謀
を

一
つ
ず
つ
実
践
し
て
い

く
過
程
で
、
徐
々
に
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
カ
ル
ラ
と
愛
し
合
い
、
彼
女
と
自

ら
の
秘
衝
と
不
安
と
を
共
有
す
る
こ
と
で
精
神

的
な
救
い
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ラ
ク
シ
ャ

l
の
聖
都
復
活
後
に
フ
エ
ン
と
対

決
し
て
敗
れ
、
身
体
を
ダ
ム
・
ダ
l
dフ
に
支
配

さ
れ
、
滋
依
さ
れ
た
そ
の
手
。
て
カ
ル
ラ
を
殺
す

こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
フ
ェ
ン
復
活
の
際

の

《真
・
聖
刻
》
の
強
力
な
光
。
て
、
ダ
ム
・
ダ
ー

ラ
の
滋
依
が
解
け
て
精
神
を
取
り
戻
す
と
、
彼

は
フ
エ
ン
の
蘇
生
。
て
力
を
使
い
果
た
し
た
り
ム

リ
ア
を
カ
ル
ラ
の
仮
聞
で
癒
し
、
傷
心
の
ま
ま

カ
ル
ラ
の
遺
体
を
抱
い
て
何
処
か
に
去
っ
て
行

-つ
わ
九
。

タ
fj 

⑨
 

【
ダ
イ
ム
・
マ
ト
ラ
フ
】

旧
ホ

l
タ
ン
国
の
神
官
の
唯

一
の
生
き
残
り
。

ホ
l
タ
ン
滅
亡
の
際
に
赤
ん
坊
の
リ
ム
リ
ア
を

逮
れ
て
礼
母
と
と
も
に
、
ダ
マ
ス
タ
へ
逃
げ
る
途

中
、
練
法
師
の
集
団
に
捕
ら
え
ら
れ
て
'
廃
嘘
と

化
し
た
ア
ラ
ク
シ
ヤ
|
に
連
れ
戻
さ
れ
、
以
来

十
六
年
間
、
王
城
の
地
下
牢
に
幽
閉
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
問
、
練
法
師
か
ら
は

《白
亜
の
塔
》

に
関
す
る
秘
儀
に
つ
い
て
尋
問
を
受
け
、
決
し

て
口
を
割
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
の
頭
か
ら

直
接
情
報
を
得
る
方
法
。
て
〆
マ
に
秘
密
守
読
み

取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
追
っ
手
を
逃
れ

て
移
動
し
て
い
た
ガ
ル
ン
と
ア
レ
ナ
、
オ

l
ズ

に
偶
然
発
見
さ
れ
て
助
け
出
さ
れ
た
。
初
め
は

ガ
ル
ン
を
練
法
師
の

一
味
と
疑
っ
て

nを
閉
ざ

し
て
い
た
ダ
イ
ム
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
身
の
上

を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
聖
都
復
活
と
恐
れ
て
い

た

《復
活
の
儀
式
》
の
異
変
を
見
て
、
恐
怖
の

あ
ま
り
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

(
5巻
)

⑨
 

【

ダ

ム

・

ダ

l
ラ

】

《東
方
聖
刻
教
会
》
の
閣
の
組
織

《練
法
師
団
》

を
統
べ
る
大
師
。
黒
い
ロ

l
ブ
を
縫
う
。
本
来

彼
は

《黒
き
操
丘
(》

ハ
イ
ダ
ル
の
封
印
を
見
守

る

《封
印
者
》
の

一
人
J

で
あ
っ
た
が
、
禁
断
の

仮
面
を
装
着
し
、
暗
黒
の
意
識
に
染
ま
っ
た
。

《東
方
動
乱
》
を
手
始
め
に
し
て
、
大
陸
全
土
を

混
乱
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
真
の
目
的
は

不
明
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
ラ
ド
ウ
・
ク
ラ
ン
ド

と
は
同
志
で
あ
り
親
友
で
あ
っ
た
。《
白
き
操
兵
》

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
モ
れ
を
動
か
す
こ
と

の
で
き
る

《選
ば
れ
し
者
》
の
資
質
を
持
つ
ハ

オ
の
血
か
ら
外
道
の
法
を
用
い
て
〆
マ
を
作
り
、

駒

t
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
そ
の
陰
謀
は
あ
ら

ゆ
る
方
面
と
人
に
わ
た
っ
て
冷
徹
に
計
算
的
に

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
陰
謀
の
遂
行
の
た

め
に
は
ど
ん
な
非
情
な
手
段
も
厭
わ
ず
、
邪
魔

に
な
る
者
は
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
殺
す
，
」
と

が
で
き
る
恐
ろ
し
い
人
物
で
あ
る
。
フ
エ
ン
の

真
の
力
を
党
醒
さ
せ
て
引
き
込
ん
だ
精
霊
界
の

力
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
フ
ェ
ン
を
殺
し
て
着

実
に

《臼
》
を

《皇じ

に
染
め
て
い
っ
た
が
、

ル
ミ
ア
ら
の
介
入
に
よ
っ
て
フ
エ
ン
が
復
活
し

た
た
め
、

《真
・
整
刻
》
を
得
て
蘇
っ
た
ヴ
ア
シ

ユ
マ
|
ル
と
再
度
ハ
イ
ダ
ル
、
て
対
決
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
オ
ズ
ノ
で
戦
闘
中
に
、
デ

ユ
ラ
ハ
|
ン
の
本
体
を
ハ
ラ
ハ
に
襲
わ
れ
、
フ

エ
ン
と
の
決
着
を
つ
け
ず
に
自
身
の
身
体
に
一一戻

ら
、
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

ヴ
フ
ハ
と
は
相
討

ち
に
な
っ
た
も
の
の
「
肉
体
は
朽
ち
果
て
よ
う

と
、
我
が
背
ω
志
は
永
遠
に
生
き
続
け
る
」
と
言

い
残
し
て
い
る
。

⑨
 

【

ダ

ヤ

ン

〕

ダ
マ
ス
タ
軍
の
操
兵
鍛
冶
師
の
長。

口
は
惑
い

が
操
兵
の
修
理
に
関
し
て
は
ダ
マ
ス
タ

一
の
腕

を
持
つ
。
気
難
し
い
性
格
で
、

一
旦
機
嫌
を
損

ね
る
と
始
末
が
悪
い
男
。
修
理
中
の
操
丘
ハ
を
置

⑪ 



圃『

⑨ 

き
去
り
に
し
て
遁
走
し
た
ゴ
ル
将
軍
を
見
限
っ

て
イ
ル
と
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
義
勇
軍
に
参
加
し
た
。

ク
リ
シ
ュ
ナ
に
は

一
目
置
い
て
い
る
。
人
嫌
い

で
有
名
な
は
ず
の
彼
は
、
な
ぜ
か
ジ
ユ
レ
と
は

ウ
マ
が
合
っ
て
仲
良
く
な
り
、
彼
女
が
ア
ピ

・

ル
l
バ
に
立
て
能
っ
た
時
に
は
わ
ざ
わ
、
ざ
説
得

に
赴
い
て
皆
を
驚
か
せ
た
。

(
5
・
6
巻
)

⑨
 

【

ダ

ロ

ト

】

《聖
華
八
門
》
の

一
人
。
裏
門
第
四
位
で
あ
る
《土

の
門
》
の
練
法
師
。
茶
色
の
ロ

1
ブ
を
縫
う
。
そ

の
正
体
は
ガ
シ
ュ
ガ
ル
の
旧
友
パ
ー
ル

・
↓アン

ド
ル
で
あ
る
。
彼
は
ダ
ム

・
ダ
l
ラ
に
よ
っ
て

意
図
的
に
八
門
に
選
ば
れ
た
。
ゾ
マ
の
命
令
J

て

グ
ル

l
ン
ワ
ル
ズ
4

伊
支
援
し
、
ラ
ペ
ザ
l
ナ
の

戦
い
で
は
練
法
て
地
震
を
起
こ
し
て
ダ
マ
ス
タ

軍
の
時
銃
刀
を
崩
し
た
。
ダ
ム

・
ダ
l
ラ
の
思
惑

に
危
倶
を
感
じ
て
跳
反
、
ガ
シ
ュ
ガ
ル
に
素
性

を
明
か
し
、
旧
友
と
し
て
、
ま
た
、
ヒ
ゼ
キ
ア

公
子
に
仕
え
る
家
臣
と
し
て
彼
に
協
力
す
る
。

⑨
 

【

チ

I
ト

】

デ
ラ
フ
ハ
|
ン
の
す
り
。
自
称
銀
狐
の
チ
l
ト
。

ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
顔
を
し
た
背
の
低
い
男
で
、

運
惑
〈
フ
エ
ン
の
財
布
を
す
っ
て
逃
げ
損
ね
、

捕
ま
っ
て
地
元
の
盗
賊
匠
合
へ
の
案
内
役
に
使

わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
フ
エ
ン

t
、
万
ル
ン
に

監
刻
教
会
へ
の
秘
衝
の
通
路
を
教
え
、
つ
い
で

に
そ
こ
に
山山
没
す
る
大
ト
カ
ゲ
の
慌
物
た
ち

t

戦
わ
せ
た
。
教
会
に
た
ど
り
著
い
た
所
で
帰
る

よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
無
視
し
て
教
会

に
侵
入
し
、
カ
ル
ラ
に
殺
さ
れ
た
。

(
2
巻
)

⑨
 

【

デ

リ

ア

】

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の
一
員
。
従
兵
機
ル

・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
ィ
、
ザ
ル
の
部
下
だ
っ
た
。
ウ
ル
オ

ゴ
ナ
軍
の
毎
弓
丘
(
の
矢
で
倒
さ
れ
る
。

⑨
 

【

ド

ナ

】

ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
の

一
回
良
。
従
兵
機
ル
・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
ィ
、
ザ
ル
の
部
下
だ
っ
た
。
ィ
、
ザ
ル

な
き
後
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
副
官
を
務
め
る
。
ォ

ズ
ノ
の
戦
い
で
は
唯
-
ル
・
グ
リ
ッ
プ
を
持
っ

て
い
た
。

ナ
行

⑨
 

【
ネ
I
ザ・ロズワルド・デ
・ラ・オ
I
ム
】

聖
刻
教
会
法
王
庁
の
現
法
王
。
ダ
ム
・
ダ

J
フ

の
低
備
。

y、
fj 

⑨
 

{

バ

l
ル
・
デ
ン
ド
ル
】

ま
た
の
名
を
練
法
師
ダ
ロ
卜
。
若
返
り
の
術
に

よ
り
肉
体
年
齢
は
三
十
代
に
据
え
置
か
れ
て
い

る
が
、
素
顔
は
片
目
が
潰
れ
醜
い
傷
が
あ
る
痛

ま
し
い
容
貌
。
束
方
西
部
域
の
小
国
ヒ
ゼ
キ
ア

の
豪
族
の
出
身
。
そ
の
王
抑
制
ア

・
ゴ
l
ン
の
箸

備
隊
隊
長
だ
っ
た
頃
に
ガ
シ
ユ
ガ
ル
と
知
り
令

っ
た
。
ガ
シ
ュ
ガ
ル
並
の
剣
の
腕
の
持
ち
主
。

ス
ラ
ゼ
ン
に
よ
る
ヒ
ゼ
キ
ア
侵
略
の
際
、
制
勝
と

な
っ
た
が
忠
誠
を
拒
ん
で
投
獄
さ
れ
て
脱
獄
を

繰
り
返
し
て
は
失
敗
し
、
ス
ラ
ゼ
ン
が
別
の
国

に
滅
ば
さ
れ
て
よ
う
や
く
自
由
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
行
き
倒
れ
に
な
り
か
け
て
聖
刻
教
会
の

布
教
師
に
救
わ
れ
、
教
会
に
帰
依
し
て
僧
に
な

ろ
う
と
し
た
が
知
ら
ず
に
練
法
師
の
修
行
を
さ

せ
ら
れ
て
い
た
。
九
年
間
の
修
行
の
後

《単
一撃

八
門
》
に
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ダ
ム

・
ダ

ー
ラ
の
遠
大
な
陰
謀
を
知
る
に
つ
れ
て
自
分
が

彼
に
駒
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
、
』
t
に
気
付

き
始
め
、
ダ
ム
・
ダ

1
4フ
が
ヒ
ゼ
キ
ア
の
王
室

の
唯
一
の
血
筋
で
あ
る
、
ゼ
ナ
ム
も
リ
ム
リ
ア
の

よ
う
に
何
ら
か
の
形
で
利
用
す
る
つ
も
り
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
危
慎
し
て
ダ
ム
・
ダ
l
ラ

か
ら
離
反
し
た
。
ガ
シ
ユ
ガ
ル
を
陰
て
支
え
な

が
ら
ヒ
ゼ
キ
ア
の
再
興
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
行

動
を
始
め
た
矢
先
オ
ズ
ノ
の
戦
い
で
ゼ
ナ
ム
が

~小
平
な
死
を
遂
げ
、
そ
れ
を
防
け
得
な
か
っ
た

後
怖
と
そ
の
死
の
要
因
と
な
っ
た
ク
リ
シ
ユ
ナ

に
対
す
る
深
い
恨
み
の
気
持
ち
か
ら
、
恐
ろ
し

い
怨
嵯
の
言
葉
を
残
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

⑥
 

【

ハ

オ

・

イ

l
シ

ュ

】

フ
ェ
ン
の
父
。
ワ
ル
オ
ゴ
ナ
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ

る
直
前
ま
で
ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
で
警
備
隊
長
を
し

て
い
た
。

《選
ば
れ
し
者
》
の
資
質
を
持
ち
、
ラ

マ
ス
の
血
脈
の
小
で
も
最
高
の
並
外
れ
た
生
命

力
を
持
っ
て
い
た
。
ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
で

《臼
き

操
兵
》
を
手
に
入
れ
た
が

《黒
》
と
の
対
決
を

避
け
た
。
妻
は
姿
ら
な
い
と
一
言
っ
て
い
た
彼
だ

っ
た
が
、
ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
を
出
て
カ
ロ
ウ
ナ
の

村
に
落
ち
着
く
ま
で
の
聞
に
子
ど
も
を
も
う
け
、

フ
エ
ン
と
い
う
、
自
身
と
は
異
な
る
未
知
の
力

を
秘
め
た
存
在
を
残
し
た
。
フ
エ
ン
が
十
一
歳

の
時
、
突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑨
 

【
バ
サ
ラ
モ
・
イ
l

】

ワ
ル
オ
ゴ
ナ
率
先
発
隊
の
指
揮
官
。
タ
シ
族
の

族
長
。
勇
挽
な
武
将
の
多
い
ワ
ル
オ
ゴ
ナ
の
部

族
の
中
て
は
珍
し
く
戦
略
を
重
ん
じ
る
知
将
型

の
人
物
で
参
謀
を
務
め
た
。
ラ
ペ
ザ
l
ナ
の
戦

い
で
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
戦
略
に
敗
れ
て
戦
死
し
た
。

(
2巻
)

⑨
 

【

パ

ゼ

ル

】

練
法
師
パ
ル
サ
の
手
下
の
一
人
。
右
腕
に
竜

t

天
女
の
彫
り
物
の
あ
る
ハ
ゲ
頭
の
太
っ
た
男
。

パ
ル
サ
の
命
で
フ
ェ
ン
を
狙
っ
た
。

(
1巻
)

⑨
 

【

ハ

ヌ

マ

ン

】

グ
ル

l
ン
ワ
ル
ズ
騎
士
団
の
一
員
。
粗
野
な
言

葉
遣
い
の
荒
く
れ
者
だ
が
、
傭
兵
根
性
を
貫
い

て
い
る
。
練
法
師
ダ
ロ
ト
が
騎
士
団
に
加
わ
っ

て
以
来
、
ガ
シ
ュ
ガ
ル
に
疑
念
を
抱
き
、
団
員

の
先
頭
に
立
っ
て
不
満
を
露
わ
に
し
た。

⑨
 

【
ハ
ラ
ハ
・
ヴ
ァ
ル
マ
l

】

ダ
マ
ス
タ
国
の
ラ
マ
ス
教
ソ

l
ブ
ン
寺
管
長
。

六
四
歳
。
リ
ム
リ
ア
の
養
父
。
何
年
も
前
か
ら

ダ
ム

・
ダ
1

ラ
の
陰
謀
を
封
じ
る
た
め
に
、
時

を
か
け
て
数
々
の
策
を
講
じ
て
き
た
。
性
格
的

に
は
殺
生
を
好
ま
な
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
老

人
で
あ
る
。
寺
で
は
惑
の
フ
エ
ン
も
ハ
ラ
ハ
に

は
敵
わ
な
か
っ
た
。
リ
ム
リ
ア
が
誘
拐
さ
れ
る

と
、
フ
エ
ン
に
彼
女
を
探
す
こ
と
を
頼
ん
で
旅

に
送
り
出
し
た
が
、
彼
ら
の
未
来
を
思
い
や
っ

て
心
を
痛
め
て
い
た
。
ダ
マ
ス
タ
と
ウ
ル
オ
ゴ

ナ
の
戦
争
で
は
イ
ル

・
カ
タ
ム
に
策
を
授
け
て

ク
リ
シ
ユ
ナ
と
接
触
さ
せ
、
聖
一剣
ア
ル
・
ス

・

レ
l
テ
を
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
手
に
渡
し
た
。
フ
エ

ン
が
ダ
ム

・
ダ
l
eフ
に
殺
さ
れ
る

t
、
ル
ミ
ア

と
協
力
し
な
が
ら
行
動
を
開
始
し
た
。
ソ
ー
プ

ン
寺
を
探
り
に
来
た
練
法
師
ラ
l
ジ
ヤ
か
ら
ダ

ム
・
ダ
l
-フ
の
本
体
が
デ
ュ
ラ
ハ

l
ン
に
い
る

こ
と
を
ル
ミ
ア
が
突
き
止
め
る
と
、
ハ
ラ
ハ
は

密
か
に
↓
ア
ユ
ラ
ハ

|
ン
に
向
か
っ
た
。
彼
は
そ

こ
で
ア
ル
パ
に
滋
依
し
て
い
る
ダ
ム

・
ダ
l
ラ

の
本
体
を
襲
撃
し
、
相
討
ち
と
な
っ
た
。

⑨
 

『

J

、'
ν

ι

J

d

F

J

，J」
1
.

』

《盟
主
張
十
八
門
》
の
一
人
。
表
門
第
三
位
で
あ
る
《火

の
門
》
の
練
法
師
。
深
紅
の
ロ
|
ブ
を
縫
う
。

自
ら
志
願
し
て
フ
エ
ン
の
暗
殺
に
向
か
う
。
部

下
の
三
人
組
、
パ
ゼ
ル
、
シ
ュ
ワ
イ
、
リ
ク
ウ

に
命
じ
て
カ
グ
ラ
の
酒
場
で
フ
エ
ン
を
刑
罰
わ
せ

た
。
そ
の
後
、
パ
ル
サ
自
身
が
ツ
ン
ホ
ワ
ン
山

脈
の
《
風
の
巣
》
て
フ
ェ
ン
た
ち
を
襲
撃
、
練

法
で
彼
ら
を
翻
弄
し
た
が
、
炎
に
包
ま
れ
て
危

機
に
陥
っ
て
覚
醒
し
た
ヴ
ア
シ
ュ
マ

l
ル
の
聖

剣
エ
ル
・
ミ
ュ

l
卜
に
か
か
っ
て
絶
命
し
た
。

(
l巻
)

⑨
 

【

フ

ェ

ン

】

ダ
マ
ス
タ
国
の
カ
ロ
ウ
ナ
の
村
で
育
っ
た
青
年
。

十
七
歳
。

《選
ば
れ
し
者
》
の
血
を
継
ぎ
、

《白
き

操
兵
》
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
に
釆
る
。
十
一
歳
で

父
の
ハ
オ
と
死
別
後
、
乱
暴
者
。
て
村
人
の
手
に

余
っ
た
彼
は
ラ
マ
ス
教
の
ソ
|
ブ
ン
寺
に
預
け

ら
れ
、
見
習
い
僧
と
な
っ
た
。
生
来
の
怠
け
者

で
頻
繁
に
脱
走
を
企
て
る
寺
一
番
の
ワ
ル
だ
っ

た
が
、
身
体
が
頑
強
な
う
え
に
神
経
が
図
太
く
、

罰
も
説
教
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
拳
法
で
鍛
え

ら
れ
た
均
整
の
と
れ
た
体
格
と
長
身
の
持
ち
主
。

戦
い
て
は
根
を
使
う
。
粗
野
で
臆
さ
な
い
と
こ

⑪ 

孟函田園ーー
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ろ
が
あ
る
割
に
結
構
人
見
知
り
す
る
た
ち
で
、

人
づ
き
あ
い
が
不
器
用
。
女
の
子
の
扱
い
は
も

ち
ろ
ん
下
手
で
女
心
に
疎
い
「
唐
変
木
」
。
リ
ム

リ
ア
と
は
幼
馴
染
み
。
収
後
祭
の
夜
に
誘
拐
さ

れ
た
リ
ム
リ
ア
を
探
し
て
運
命
の
旅
に
出
る
こ

と
に
な
る
。
旅
の
途
中
カ
グ
ラ
で
は
少
女
ジ
ユ

レ、

青
年
剣
士
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
カ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ

、
て
は
戦
士
ガ
ル
ン
と
出
会
い
、
苦
楽
を
共
に
す

る
仲
間
を
得
た
。
ま
た
行
く
先
々
で

《聖
推
す
八

門
》
の
練
法
師
た
ち
と
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
、

ヴ
ア
シ
ュ

7
1
ル
の
仮
面
に
助
け
ら
れ
な
が
ら

も
徐
々
に
操
兵
戦
に
慣
れ
、

《遊
ば
れ
し
者
》
と

し
て
の
真
の
力
を
発
部
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

《リ
ノ
ム
リ
ア
》
か
ら
そ
の
カ
の
危
険
性
を
忠
告
さ

れ
た
も
の
の
、
自
の
前
、
て
リ
ム
リ
ア
と
、
万
ル
ン

が
殺
さ
れ
る
と
怒
り
を
抑
え
き
れ
ず
に
そ
の
カ

を
解
放
し
、
ダ
ム
・
ダ
l
ラ
に
力
を
与
え
て
ハ

イ
、
ダ
ル
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
フ

ェ
ン
は
死
の
、
明
て
い
シ
ユ
レ
の
心
に
守
ら
れ
、

・リ

ム
リ
ア
の
力
に
よ
っ
て
蘇
生
し
、
ク
リ
シ
ュ
ナ

t
ガ
ル
ン
に
援
護
さ
れ
な
が
ら
オ
ズ
ノ
で
再
び

ハ
イ
ダ
ル
と
戦
う
こ

t
に
な
る
。
戦
い
の
最
中
、

ハ
イ
ダ
ル
に
乗
っ
て
い
た
ア
ル
パ
か
ら
ダ
ム
・

ダ
l
ラ
の
滋
依
が
解
か
れ
た
た
め
に
、
カ
の
供

給
を
立
た
れ
た
ハ
イ
、
ダ
ル
は
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル

の
剣
を
受
け
て
姿
を
消
し
、
戦
い
は
終
わ
っ
た
。

そ
し
て
、
フ
エ
ン
は
古
か
ら
の

《白》

と

《塁。

の
宿
命
守
惜
り
、
大
切
な
リ
ム
リ
ア
を
残
し
て
、

三
人
の
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
ハ
イ
、
ダ
ル
を
追
う

新
た
な
旅
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

た
。

⑨
 

【

フ

ェ

ン

の

母

】

E
こ
の
誰
な
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ル

ミ
ア
ら
の
見
る
と
こ
ろ
、
父
親
の
ハ
オ
を
超
え
、

ま
さ
に
人
の
域
を
超
え
る
フ
エ
ン
の
潜
在
的
な

力
は
母
方
の
血
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
女
性
は
数
千
年
に
一日
一っ
て
受
け

継
が
れ
た
呪
わ
れ
た
血
筋
の
生
ま
れ
で
あ
る
ら

し
い
。
そ
の
呪
い
は

一
族
の
全
体
に
か
け
ら
れ

た
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
り
、
フ
エ
ン
は
そ
の

直
系
に
属
し
、
ジ
ユ
レ
は
そ
の
傍
流
に
属
し
て

い
る
と
忠
わ
れ
る
。

(
5巻
)

⑨
 

【
ホ
ア
ナ
・
ラ
ム
ラ
ス
】

リ
ム
リ
ア
の
侍
女
の
一
人
。
リ
ム
リ
ア
の
悶
親

の
侍
女
で
も
あ
っ
た
。
善
良
そ
う
な
少
々
小
太

り
の
中
年
の
婦
人
。
リ
ム
リ
ア
を
王
女
と
し
て

疑
わ
ず
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
心
か
ら
喜
ん

で
仕
え
て
い
る
。
練
法
問
た
ち
の
陰
謀
に
つ
い

て
は
何
も
知
ら
ず
、
む
し
ろ
彼
ら
に
は
あ
ま
り

良
い
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
。
戴
冠
式
の
準
備

の
た
め
に
、
、
ソ
マ
に
連
れ
出
さ
れ
た
リ
ム
リ
ア
に

付
き
添
っ
て
行
っ
た
が
、
途
中
J

て
〆
?
に
眠
ら

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

(
3
・
4
巻
)

マ
行

⑨
 

【

マ

l
ク

ス

〕

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の

一員。

従
兵
機
ル
・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
グ
レ
ン
と
共
に
シ
ン
の
時
代
か
ら

イ
、
ザ
ル
に
仕
え
た
家
臣
だ
っ
た
。
ク
リ
シ
ュ
ナ

救
出
の
た
め
に
単
身
、
万
シ
ュ
ガ
ル
と
戦
っ
た
イ

ザ
ル
の
最
期
を
見
届
け
、
自
身
も
グ
ル

1
ン
ワ

ル
ズ
騎
士
団
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
殺
さ
れ

た
。

(
4巻
)

⑨
 

【

マ

サ

リ

エ

】

ド
ウ
シ
ヤ
の
街
の
占
い
師
の
老
婆
。
ジ
ュ
レ
の

育
て
の
親
。
ジ
ユ
レ
に
と
っ
て
は

「
怖
く
て
厳

し
い
人
」
だ
っ
た
が
、
亡
く
な
る
と
き
に
は
彼

女
の
身
を
案
じ
て
い
た
。
偶
然
応
を
の
ぞ
い
た

フ
ェ
ン
が
、
ジ
ュ
レ
と

一
緒
に
亡
く
な
っ
た
マ

サ
リ
エ
の
埋
葬
を
し
た
。
そ
の
魂
は
占
い
で
暗

黒
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
ジ
ユ

レ
を
守
っ
た
。

(
I巻
)⑨
 

【

マ

ハ

l
卜
・
キ
メ
ル
】

ク
リ
シ
ユ
ナ
の
祖
父
。六
十
六
歳
。
ミ
ナ
ル
商

人
。
ダ
マ
ス
タ
国
ケ
ブ
ロ
の
中
心
の
交
易
都
市

ケ
ブ
ロ
ト
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
実
力
者
、

ケ
ブ
ロ
ト
の
賄
業
匠
令
の
長
。
東
方
、
西
方
の

中
間
交
易
で
莫
大
な
利
益
を
得
て
い
る
。
息
子

カ
リ
フ
を
ケ
ブ
ロ
の
領
王
ラ
プ
ト
ゥ
家
の
娘
と

結
婚
さ
せ
て
貴
族
と
縁
左
京
、
想
之
と
な

っ

た
カ
リ
フ
の
後
ろ
盾
と
し
て
実
際
の
治
世
を
行

っ
て

い
る
。
宮
廷
に
問
者
を
送
り
込
む
な
ど
抜

け
自
の
な
い
人
物
。
カ
リ
フ
が
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
の
で
、
孫
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
望
み
を
-
託

し
て
い
る
が
、
金
に
も
の
を
言
わ
せ
る
行
い
が

ク
リ
シ
ユ
ナ
の
心
を
傷
付
け
て
い
る
。
ク
リ
シ

ユ
ナ
の
初
陣
に
あ
た
っ
て
は
、
ラ
プ
ト
ヮ
家
を

目
の
敵
に
し
て
い
る
ゴ
ル
へ
の
対
策
と
ラ
プ
ト

ワ
家
の
力
の
顕
示
の
意
味
を
含
め
た
優
秀
な
従

兵
機
隊
を
ク
リ
シ
ユ
ナ
に
贈
っ
た
。

(
2
巻
)

⑨
 

【

マ

ル

セ

〕

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の

一悶貝
J

従
兵
機
ル
・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
一
履
わ
れ
兵
。
ラ
ペ
ザ
l
ナ
の
戦
い

て
イ
、
サ
ル
の
命
に
従
っ
て
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
救
出

し
た
。
皮
肉
屋
で
口
は
惑
い
が
人

一
倍
情
に
脆

い
青
年
。
義
勇
軍
宿
営
地
の
付
近
の
砂
漠
の
所

属
不
明
の
操
兵
を
調
ぺ
に
行
っ
て
、
倒
れ
て
い

る
が
ル
ン
を
見
て
、
惣
い
て
悲
鳴
を
上
げ
て
尻

餅
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
。
オ
ズ
ノ
の
戦

い
で
ル
・
グ
リ
ッ
プ
を
失
う
。

⑨
 

{

ミ

ュ

ウ

ラ

】

練
法
師
ラ
l
ジ
ャ
の
部
下
。
位
の
低
い
練
法
師
。

ダ
ヴ
ァ
l
パ
に
潜
伏
す
る
問
者
。
ラ
ー
ジ
ヤ
と

共
に
ソ

l
ブ
ン
寺
に
侵
入
す
る
が
、
ハ
ラ
ハ
に

翻
弄
さ
れ
た
あ
げ
く
殺
さ
れ
た
。

(
6巻
)

ヤ
行

⑨
 

【

ヤ

ン

〕

ク
リ
シ
ュ
ナ
隊
の

一員。

従
兵
機
ル
・
グ
リ
ッ

プ
に
乗
る
。
ィ
、
ザ
ル
の
部
下
だ
っ
た
。
隊
で
は

最
年
少
者
。
ラ
バ
ザ
l
ナ
の
戦
い
で
イ
、
ザ
ル
の

ム
町
に
従
っ
て
ク
リ
シ
ユ
ナ
を
救
出
し
た
。説
教
勇

軍
門
盟
宮
地
付
近
の
砂
漠
に
謎
の
操
丘
ハ
を
調
査
し

に
行
っ
た
時
に
は
、
倒
れ
て
い
た
ガ
ル
ン
に
驚

い
て
マ
ル
セ
と

一
緒
に
悲
鳴
を
上
げ
て
し
ま
っ

た
。
オ
ズ
ノ
の
戦
い
で
ル
・
グ
リ
ッ
プ
を
失
う
。

一ブ訂
⑨
 

【

ラ

i
ジ

ャ

】

《聖
華
八
門
》
の

一
人
。
表
門
第
三
位
で
あ
る
《木

の
門
》
の
練
法
師
。
緑
の
ロ

l
ブ
を
'
縦
う
。
門

の
階
梯
に
従
う
古
い
考
え
方
の
持
ち
、
玉
。て、

《陽

の
門
)〉

ア
ル
パ
に
は
頭
、
が
上
が
ら
な
い
。
ア
ル

パ
の
命
。
て
ダ
マ
ス
タ
の
ラ
マ
ス
教
の
総
本
山
を

探
り
、
部
下
の
ペ
コ
と
ミ
ュ
ウ
ラ
と
共
に
ハ
ラ

ハ
と
ル
ミ
ア
を
栓
致
し
に
ソ
l
ブ
ン
寺
へ
行
く

が
、
ハ
ラ
ハ
と
戦
っ
て
敗
れ
、
、
ダ
ム

・
ダ
1

ラ

の
居
所
を
問
わ
れ
た
が
、
答
え
ず
に
舌
を
噛
ん

で
死
ん
だ
。

⑨
 

【

ラ

i
パ

テ

ィ

】

練
法
師
カ
ル
ラ
の

《影
》
と
し
て
行
動
す
る
。

デ
ナ
フ
ハ

1
ン
の
盗
賊
集
団
の
頭
。
煽
情
的
な

肢
体
と
美
貌
の
う
ら
若
い
娘
J

ス
リ
の
チ
1

卜

に
案
内
さ
れ
て
来
た
フ
エ
ン
に
色
仕
掛
け
を
す

る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
幻
術
の
暗
示
を
か
け
、

彼
女
の
願
い
を

一つ
か
な
え
る
こ
と

t
引
き
換

え
に
リ
ム
リ
ア
の
消
息

t
居
所
を
教
え
た
。
こ

の
暗
示
の
た
め
に
、
フ
ェ
ン
は
聖
刻
教
会
J

て
カ

ル
ラ
に
繰
ら
れ
、
ガ
ル
ン

t
戦
い
、
自
分
の
胸

を
短
剣
で
刺
し
て
死
ぬ
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
。

(
2巻
)

@ 



⑨ 

⑨
 

【
ラ
ド
ウ
・
ク
ラ
ン
ド
】

も
と
袈
刻
騎
士
団
の
団
将
。
七
十
四
歳
。
製
刻

騎
士
団
の
名
門
八
家
の
第
一
グ
ラ
ン
ド
家
の
出

身
。
聖
刻
教
会
の
前
法
王
の
信
任
が
厚
く
、

《東

方
動
乱
》
の
終
結
に
多
大
な
る
功
績
を
上
げ
て

撃
剣
プ
レ

・
ヴ
ァ

l
ス
キ
ン
ぞ
賜
っ
た
騎
士
団

の
実
力
者
。
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
の
北
、
ア
レ
ピ
ス
の

カ
ッ
チ
ヤ
ナ
ラ
山
で
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

竜
巻
て
飛
ん
で
き
た
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル

t
の
交

換
条
件
て
助
け
た
フ
エ
ン
と
、
騎
士
団
へ
の
復

帰
を
願
っ
て
訪
れ
た
ガ
ル
ン
の
二
人
に
剣
術
を

教
え
た
。
老
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
体
格
の
良
さ

と
緩
慢
さ
の
な
い
副
作
で
、
剣
の
腕
は
衰
え
て

い
な
か

っ
た
。
二
人
の
目
前
で
練
法
師
の
シ
|

タ
l
に
殺
さ
れ
た
が
、
死
ね
間
際
に
ガ
ル
ン
に

聖
剣
を
託
し
、
ダ
ム
・
ダ
l
ラ
の
陰
謀
の
こ
と

密
告
げ
た
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ク
シ
ャ

l
、
て
蘇
生

し
た
ガ
ル
ン
を
パ
ラ

l
ハ
と
共
に
精
霊
界
と
具

象
界
の
狭
間
に
導
い
て
、
彼
に
後
継
者
と
し
て

な
す
べ
き
使
命
を
伝
え
て
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
い
る

オ
ズ
ノ
の
戦
場
付
近
に
送
り
込
ん
だ
。

⑨
 

【

ラ
モ
ン

・
テ
グ
ド
ス
】

練
法
師
シ

l
タ
ー
が
ク
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
に

使

っ
た
偽
名
。
法
王
庁
所
属
の
派
遣
問

t
し
て

法
王
か
ら
の
グ
ラ
ン
ド
老
人
へ
の
下
山
の
要
請

を
伝
え
た
。
そ
の
正
体
を
知
ら
な
か
っ
た
ガ
ル

ン
が
彼
を
老
人
の
と
こ
ろ
ま
で
案
内
し
て
米
た
。

(
l巻
)

⑨
 

【

リ

ク

ウ

】

練
法
師
パ
ル
サ
の
手
下
。
厚
く
腫
れ
は

っ
た
い

唇
を
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
と
嶋
ら
し
な
が
ら
し
ゃ
べ

る
、
口
調
が
下
品
な
男
。
パ
ル
サ
の
命
で
フ
エ

ン
を
狙
っ
た
。

(
l巻
)⑨
 

〔

《

リ
ム
リ
ア
》

】

二
千
五
百
年
の
昔
か
ら

《臼
亜
の
地
》
で

《臼

き
王
》
の
似
り
を
守
る
代
々
の
且
女
の
尊
称
。

《臼
き
王
》
の
王
妃
か
ら
続
く
血
筋
で
、
美
，し
い

金
髪
と
碧
限
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
四
百
五
十

回・
「ー

ー

擁法編

⑨ 

年
前
に
、
東
方
か
ら
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
ラ

ワ
マ

l
ナ
帝
国
の

《東
進
王
》
サ
テ
ィ
・ラ
ワ
・

ク
ラ
ウ
ナ
は

《白
亜
の
塔
》
を
発
見
し
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
百
六
十
七
代
目
の
盈
女
リ
ム
リ

ア
を
后
と
し
て
迎
え
、
そ
の
地
に
聖
都
ア
ラ
ク

シ
ャ
ー
を
建
設
し
た
。
ラ
ウ
マ

l
ナ
帝
国
は
時

を
経
て
分
裂
、
衰
退
し
、
ホ

l
タ
ン
王
朝
が
セ

テ
ィ
王
の
血
を
受
け
継
ぐ
最
期
の
王
朝

t
な
っ

た
が
、
ホ

l
タ
ン
滅
亡
の
際
に
救
出
さ
れ
た
王

女
リ
ム
リ
ア

・
ラ
フ
ト

・
メ
、
不
ス
は
ま
さ
に
こ

の
亜
女
の
系
譜
に
生
ま
れ
た
柏
町
て
あ
っ
た
。

⑨
 

【
リ
ム
リ
ア
・
ヴ
ァ
ル
マ
l

】

本
名
リ
ム
リ
ア
・
ラ
フ
卜
・
メ
、
み
ス
。
十
六
歳
。

中
原
の
旧
ホ

l
タ
ン
国
の
辺
境
の
イ
ス
リ
ム

・

ド
ル

・
メ
、
み
ス
王
の
第
六
王
女
。
ホ
l
タ
ン
滅

亡
の
際
に
救
出
さ
れ
て
、
ダ
マ
ス
タ
国
の
ラ
マ

ス
教
ソ
1

ブ
ン
寺
の
管
長
ハ
ラ
ハ
の
娘
と
し
て

育
て
ら
れ
た
。
そ
の
出
生
を
隠
す
た
め
、
本
来

の
金
髪
は
黒
髪
に
変
・え
ら
れ
て
い
た
。
フ
エ
ン

と
は
幼
馴
染
み
で
、
同
親
の
い
な
い
者
同
士
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
何
か
LEE-
』
共
感
で
き
る
も
の
が

あ
る
仲
で
あ
っ
た
。
彼
に
対
し
て
恋
心
を
抱
い

て
い
る
の
だ
が
、
女
心
に
疎
い
フ
ェ
ン
に
は
気

づ
い
て
も
ら
え
ず
、
つ
い
八
つ
当
た
り
し
て
し

ま
う
こ
と
も
。
大
師
ダ
ム
・
ダ
l
-フ
の
陰
謀
に

よ
っ
て
カ
ロ
ウ
ナ
の
村
か
ら
誘
拐
さ
れ
、
フ
エ

ン
、
が
助
け
に
米
て
く
れ
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
待

ち
他
び
る
。
囚
わ
れ
て
い
た
デ
ュ
ラ
ハ

l
ン
で

練
法
問
ゾ
マ
に
出
生
の
秘
密
を
明
か
さ
れ
、
黒

髪
を
金
髪
に
も
ど
さ
れ
た
。
ア
ラ
ク
シ
ャ
ー
で

は
ホ

1
タ
ン
国
の
再
興
と
聖
都
復
活
に
利
用
さ

れ
、
ダ
ム

・
ダ
l
ラ
に
殺
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

カ
ル
ラ
に
蘇
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
ル
ミ
ア
の
力
)
て

自
党
め
て
ダ
ム

・
ダ

l
-フ
t
対
決
し
、
フ
エ
ン

や
復
活
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
力
を
使
い
果
た

し
て
倒
れ
た
が
〆
?
に
救
わ
れ
、
フ
エ
ン
に
古

の
宿
命
と
彼
の
使
命
を
伝
え
て
オ
ズ
ノ
で
の
ダ

ム
・
ダ

l
ラ
と
の
対
決
に
向
か
わ
せ
た
。
一

介

の
村
娘
か
ら
女
王
に
な
る
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し

い
環
境
の
変
化
の
中
で
リ
ム
リ
ア
自
身
は
大
き

く
成
長
し
た
。
フ
エ
ン
と
は
相
思
相
愛
の
仲
と

り惰力f な
出I りれっ
し、てた
た悲来も
。したの
み「の
にリ
耐ム '彼
えリと
てア同
彼」様
をとに
新し
たて古
なの来
旅使ょ
に命り
送を継

⑨
 

〔

ル

ア

ロ

】

ケ
ブ
ロ
で
の
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
小
姓
。
十
四
歳
。

キ
メ
ル
家
の
遠
縁
に
あ
た
る
商
人
の
子
ど
も
で
、

利
発
き
が
買
わ
れ
て
ラ
プ
ト
ゥ
家
に
奉
公
に
来

て
い
る
。
一
言
葉
使
い
も
大
人
び
て
叫
し
っ
か
り
し

て
い
る
が
、
顔
に
は
ま
だ
幼
さ
が
残
る
少
年
て

あ
る
。
ク
リ
シ
ユ
ナ
を
尊
敬
し
、
素
直
に
慕
っ

て
い
る
。
ダ
マ
ス
タ
箪
の
出
兵
で
ク
リ
シ
ュ
ナ

の
隊
に
つ
い
て
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
ジ
ユ
レ

に
催
眠
術
を
か
け
ら
れ
て
実
家
に
帰
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

(
2巻
)

⑨
 

【

ル

ク

口

】

ダ
マ
ス
タ
国
の
公
爵
夫
人
。
宮
廷
で
王
妃
に
最

も
寵
愛
さ
れ
て
い
る
女
性
。
彼
女
に
脱
ま
れ
る

と
武
官
。
で
あ
っ
て
企
呂
廷
か
ら
締
め
出
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
彩
響
力
の
持
ち
主
。
御
前
会
議

に
出
席
す
る
た
め
に
宮
殿
を
訪
れ
た
ク
リ
シ
ユ

ナ
に
ゴ
ル
将
軍
が
ケ
ン
カ
を
売
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
割
っ
て
人
り
、
ゴ
ル
を
絵
め
て
ク
リ
シ
ュ

ナ
を
助
け
た
。
男
を
相
手
に
し
て
も
ひ
る
む
こ

と
の
な
い
自
信
に
満
ち
た
人
。

(
2巻
)

⑨
 

【

ル

ゴ

】

練
法
師
-
フ

l
ジ
ャ
の
部
下
。
問
者

t
し
て
ダ
マ

ス
タ
に
潜
入
、
ダ
マ
ス
タ
箪

t
ソ
l
ブ
ン
寺
の

動
き
を
採
っ
て
い
た
。
ラ
ー
ジ
ャ
と
共
に
ソ
ー

プ
ン
寺
に
侵
入
し
た
が
、
ハ
ラ
ハ
に
翻
弄
さ
れ

て
殺
さ
れ
た
。

(
6巻
)⑨
 

【

ル

ド

】

ク
リ
シ
ユ
ナ
隊
の

一回貝。

従
兵
機
ル

・
グ
リ
ッ

プ
に
来
る
。
オ
ズ
ノ
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。

⑨
 

【

ル

ミ

ア

・

ベ

モ

ス

】

《
臼
き
王
V

の
限
り
を
守
る
血
女
「
リ
ム
リ
ア
」

の
系
諮
の

一
人
。
ラ
マ
ス
教
の
最
高
位
の
僧
正
。

二
百
歳
に
な
る
高
齢
で
、
黒
の
使
徒
、
ダ
ム

・
ダ

|
ラ
の
陰
謀
を
阻
止
す
る
た
め
に
ハ
ラ
ハ
と
共

に
手
を
尽
く
し
て
き
た
。
以
前
、
幼
な
い
フ
エ

ン
に
付
き
ま

t
っ
て
仁
九
強
力
な
呪
い
の
妖
気

を
古
の
蹴
い
に
よ
っ
て
中
和
し
た
、

』
t
か
ら
、

フ
ェ
ン
の
母
親
は

一
族
に
呪
い
の
か
け
ら
れ
た

血
筋
の
者
で
あ
る
と
推
測
し
、
こ
れ
と
同
じ
呪

い
の
匂
い
を
ジ
ユ
レ
に
も
感
じ
た
。
フ
エ
ン
の

死
後
、
ハ
ラ
ハ

t
共
に
行
動
を
開
始
。
ラ
マ
ス

僧
た
ち
の
援
設
の
も
と
、
ア
ラ
ク
シ
ャ

l
に
い

る
リ
ム
リ
ア
の
身
体
を
蘇
ら
せ
て
密
か
に
《共
・

聖
刻
》
ぞ
手
に
入
れ
た
後
、
彼
女
の
身
体
を
通

じ
て
ダ
ム

・
ダ
l
ラ
と
戦
っ
て
殺
さ
れ
た
が
、

か
つ
て
の

《白
き
王
》
の
后
「
リ
ム
リ
ア
」
の

精
神
を
リ
ム
リ
ア
に
導
き
入
れ
て
、
フ
エ
ン
の

復
活
に
あ
た
ら
せ
た
。
彼
女
は
盛
女
の
中
で
も

最
も
苛
酷
な
使
命
を
果
た
し
た
女
性
で
あ
っ
た
。

(
2
・
5
・
6
巻
)

⑪ 



』の
術
て
「
生

?

を

活

性

化
さ
せ
る
手

と
、
肉
体
の
損
傷
を
狩
粟
的
な
速
度
J

て
再
生
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
生
命
力
の
枯
渇

し
た
(
死
に
か
け
て
い
る
)
者
に
対
し
て
使
用

し
て
も
効
果
は
な
く
、
逆
に
死
に
至
ら
し
め
て

し
ま
う
。
ま
た
負
傷
の
源
(毒
や
病
気
な
ど
)

を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ず
、
「
生
命
L

そ
の
も

の
を
操
作
で
き
る
木
の
門
に
く
ら
べ
て
こ
の
点

が
劣
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

---

↓

3
巻
P
2
1
8
ほ
か

⑨
 

/

ブ

ア
1
ク

【

白

熱

殻

}

金
属
粉
を
瞬
時
に
白
熱
化
し
、
周
囲
に
燥
光

と
熱
波
を
発
生
さ
せ
る
術
。
金
属
粉
を
投
げ
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
標
に
直
接
被
害
を
与

え
る
こ
と
も
で
き
る
。

植
山
内
出
納
一
朗
棚

原
点
は
呪
符
一魔
法
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

お
そ
ら
く
古
代
の
練
法
師
が
練
法
に
応
用
し
た

も
の
だ
ろ
う
。
よ
り
深
い
粧
練
に
よ
り
操
兵
の

機
体
(
一
部
あ
る
い
は
全
部
)
の
動
き
す
ら
止

め
る
こ
と
も
て
き
る
が
、
持
続
時
間
は
短
い
。

陽
の
門
と
火
の
門
の
み
が
製
作
で
き
る
。

↓

1
巻
P
1
6
4

↓
3
巻
P
2
1
7

陽

⑨
 

【

仮

眠

動的

'

】

術
者
の
体
内
に
電
気
を
発
生
さ
せ
、
伝
導
体

を
通
し
て
目
標
に
送
り
込
み
感
電
さ
せ
る
術
。

対
操
兵
戦
に
お
い
て
は
絶
大
な
威
力
を
誇
る
。

非
伝
導
体
の
物
質
に
も
、
磁
力
を
帯
び
た
鉄
粉

(
磁
鉄
粉
)
で
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
を
与

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

表

・
第
一
位

↓
3
巻
P
1
6
4

太
陽
、
す
な
わ
ち
「
光
」

「熱」

「躍
動
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

光
と
熱
を
操
り
、
爆
発
を
起
こ
す
。
物
理
的

に
は
最
大
級
の
力
を
誇
る
。

⑨
 

【

光

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る

「光
」
を
操
る
術
、
で
、
防

の
門
の
慕
奉
的
な
術
で
あ
る
。
同
様
の
術
は
月

の
門
に
も
存
在
す
る
が
、
光
に
と
も
な
う
熱
を

も
操
る
と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
る
。

代
表
的
な
術
に
、
自
由
J
fE北
萱
増
減
や
移
動

が
で
き
る
光
を
創
造
す
る
《光
球
》、
大
量
の
光

と
熱
を
生
み
出
す

《
光
熱
波
》
な
ど
が
あ
る
。

↓

5
巻
P
1
4
8
ほ
か

⑨
 

【

党

.骨
盤

〕

物
理
的
な
カ
を
遮
断
す
る
光
の
壁
J

て
全
身
を

包
み
、
術
者
を
守
る
術
。
本
来
は
光
術
の
範
践

に
入
る
。

火

⑨
 

-【

瞬

.

舟

揖

】

光
を
集
約
し
て
線
状
に
射
出
し
、
物
体
を
瞬

時
に
焼
き
貫
く
術
。
効
果
は

一
瞬
だ
が
、

与
え

る
被
害
は
大
き
い
。

表
・
第
三
位

火
炎
、
す
な
わ
ち
「
激
し
さ
」

「破
壊
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

紅
蓮
の
炎
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
焼
き
、
破
壊

す
る
。
激
情
と
混
沌
を
生
み
出
す
。

⑨
 

【

炎

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る
「
炎
」
を
操
る
術
で
、
火

の
門
の
慕
十
本
的
な
術
で
あ
る
。
光
と
熱
を
繰
る

点
は
陽
の
門
と
似
て
い
る
が
、
自
由
に
光
量
や

熱
瓦且
を
増
減
で
き
る
陽
の
門
と
異
な
り
、
作
り

出
そ
う
と
す
る
光
量
・
熱
量
に
応
じ
た
質
の
触

媒
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
触
媒
に
よ
っ
て
は
、

陽
の
門
の
光
術
を
凌
ぐ
熱
量
を
発
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
代
表
的
な
術
に
、
炎
の
球
を
創
造
し
て
自
由

ア
-
ハ

に
飛
ば
す
《炎
号
、
大
地
の
認
説
得
て
噴

き
出
さ
せ
炎
の
壁
を
作
る

《
炎

降

壁
》
な
ど

が
あ
る
。

↓

4
巻
P
1
2
6

↓

5
巻
P
日
は
か

⑨
 

【

ν
t
ot--
死
.

】

金
属
を
仲
立
ち
と
し
た
結
界
。
効
力
は
他
門

の
結
界
と
同
様
だ
が
、
術
の
触
媒
と
し
て
大
量

の
金
属
が
必
要
と
な
る
。

⑨
 

【

即

時

按

.光

即

時

】

膨
大
な
光
を
と
も
な
う
巨
大
な
爆
発
を
発
生

さ
せ
る
術
。
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
は
、

衝
撃
と
熱
波
、
て
尋
常
で
な
い
被
害
を
受
け
る
。

消
費
す
る
力
が
大
き
い
た
め
、
こ
の
術
を
行
使

す
る
に
は
土
や
石
な
ど
の
固
体
触
媒
が

一
定
量

以
上
必
要
で
あ
る
。

来

⑨
 

【

宝

.敵

軍

〕

術
者
の
体
内
に
磁
力
ぞ
発
生
さ
せ
て
飛
ば
し
、

目
標
に
帯
、
び
さ
せ
る
術
。
磁
力
に
包
ま
れ
た
も

の
は
、
周
囲
の
金
属
に
よ
っ
て
行
動
に
干
渉
を

受
け
る
。
対
操
兵
戦
に
有
効
。

↓

5
巻
P
1
8
6

~REsnICTIONARY 
聖刻銘辞典iノ

金
表
・
第
二
位

↓
未
出

金
属
、
す
な
わ
ち
「
建
設
(
と
破
壊
)
」

「守
り」

な
ど
を
象
徴
す
る
門
。

金
属
を
中
心
と
す
る
物
質
に
練
法
的
特
質
を

与
え
、
身
を
守
る
。
与
術
系
を
得
意
と
す
る
。

⑨
 

【

生

金

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る
「
金
属
」
を
繰
る
術
の

一

っ
て
、
金
属
に
様
々
な
特
徴
を
与
え
る
術
。
金

属
の
硬
度
を
上
げ
た
り
、
磁
力
や
熱
・
光
な
ど

を
付
加
し
た
り
で
き
る
。
さ
ら
に
術
者
の
力
量

に
よ

っ
て
は
、

生
物
的
特
徴
す
ら
与
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

金
の
門
の
某
十
本
と
も
い
え
る
術
で
あ
る
。

↓

5
巻

p
目

⑨
 

〔

療

.

陵

町

争

】

人
間
の
体
内
に
発
生
す
る
微
弱
な
電
気
流
を

活
性
化
さ
せ
る
術
。
こ
の
体
内
に
流
れ
る
電
気

の
こ
と
を
金
の
門
で
は
「
生
体
電
流
」
あ
る
い

は
「
生
体
磁
場
」
と
呼
ん
で
る
が
、
い
ま
だ
そ

の
詳
し
い
正
体
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ

一

つ、

負
傷
が
回
復
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
演

じ
て
い
る
ら
し
い
唱
」と
だ
け
が
判
明
し
て
お
り
、

こ
の
点
か
ら
ラ
マ
ス
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
気

脈
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑨
 

ラ
・

ナ

l
ト

【

光

面

波

】

自
己
の
仮
面
よ
り
光
波
を
発
生
さ
せ
て
相
手

に
衝
撃
を
与
え
る
術
。
仮
面
に
干
渉
し
て
術
者

の
脳
波
を
乱
し
た
り
、
強
烈
な
閃
光
を
発
し
て

目
を
く
ら
ま
せ
た
り
、
様
々
な
効
果
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
来
は
光
術
の

一
一
極
で
あ
る
。

↓

3
巻
P
1
3
5

↓

5
巻
P
1
8
3

↓
未
出

⑨
 

7
5

・4J
1
7

1

【

炎

波

】

炎
を
別
の
場
所
へ
転
移
さ
せ
る
術
。
す
で
に

発
生
し
て
い
る
自
然
の
炎
は
お
ろ
か
、
練
法
に

よ
っ
て
創
ら
れ
た
炎
て
も
好
き
な
だ
け
自
由
に

移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
呪
封
筒
な
ど

の
特
殊
な
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
炎

の
蓄
積
・
運
搬
が
可
能
で
あ
る
。

生
物
の
動
き
を
完 日』

舎縛⑨
ぜ符
て
し
ま
フ
叫

↓
未
出

⑪ 

⑨ 

⑨ 



⑨
 

【

綜

再

現

】

生
物
の
体
内
に
焼
け
る
よ
う
な
熱
を
与
え
、

炎
の
体
質
に
変
え
て
し
ま
う
術
。
術
を
受
け
た

者
は
暑
さ
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
が
、
肉
体
に

は
な
ん
の
変
化
も
起
こ
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
者

の
触
れ
た
物
体
は
瞬
時
に
高
熱
を
受
け
、
溶
け
、

あ
る
い
は
燃
え
上
が
っ
て
し
ま
う
。

強
い
者
の
戦
闘
力
ぞ
奪
う
の
に
有
効
な
術
で

あ
る
。

来

⑨
 

【

龍

牙

痩

】

恐
る
べ
き
圧
力
と
高
熱
を
発
す
る
、
古
代
の

龍

(
ら
し
い
)
形
を
し
た
療
気
の
塊
。
龍
形
の

ま
ま
自
由
に
動
き
、
目
標
に
巻
き
つ
い
て
効
力

を
発
す
る
。

7
・
ロ
ウ
シ
令
ク

低
位
術
で
あ
る

《
柾
炎
的
場
は
巻
き
つ
け
ば

狩
猟
機
す
ら
押
し
出
す
こ
と
が
で
き
、
術
者
の

命
令

一
っ
て
操
手
槽
ま
で
焼
き
つ
く
す
高
熱
の

点
火
に
彩
子
わ
る
。ア
・
リ
ウ
シ
晶
、
タ

古
川
位
の
《
詳
細
点
火
事
は
叩
騎
以
上
の
操
兵
を

一
度
に
包
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
た
び
炎

に
変
化
す
る
と

《紅
炎
慈
の
叩
倍
の
古
川
熱
を

発
す
る
。

内
部
の
も
の
す
べ
て
を
完
全
に
焼
き

つ
く
す
ま
で
、

こ
の
炎
は
消
え
る
こ

t
が
な
い
。

↓
l
巻
P
1
6
9

↓
l
巻
P
1
7
4

本
表
・
第
四
位

植
物
、
す
な
わ
ち
「
生
命
」
「
毒
」
「病
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

草
木
を
身
体
の
一
部
と
し
、
生
命
を
木
の
葉

の
よ
う
に
弄
ぶ
。

「死
」
と
コ
舟
生
」
の
表
裏

一

本
。

⑨
 

【

草

木

操

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る

「木
(
植
物
)
」
を
操
る
術

で
、
木
の
門
の
基
禾
的
な
術
で
あ
る
。
木
の
生

命
力
を
引
き
出
し
、
害
自
体
を
自
由
に
変
化
・

移
動

・
創
サ
国
『
で
き
る
。

⑨ 

代
表
的
な
術
に
、
木
の
葉
を
舞
わ
せ
て
身
を

ノ

-

ア
ム

隠
す
《木
英
霞
》、
刃
の
よ
，
フ
に
鋭
利
に
し
た
葉

ノ
・
ヵ
1
ト

を
高
速
で
飛
朔
さ
せ
る
《木
葉
刃
》、
'植
物
を
急

，，
.
“"'
'
l

n'' 

速
に
成
長
さ
せ
て
壁
を
作
る

《草
木
降
壁
》
な

ど
が
あ
る
。

↓
米
山山

⑨
 

【

草

木

同

化

術

】

自
己
を
木
(
植
物
)
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
、

木
と

一
体
に
な
る
術
。
他
門
の
練
法
師
で
も
古
阿

佐
の
者
に
な
れ
ば
物
体
と
自
己
を
同

一
の
位
相

上
で
重
な
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
が
、

こ
の
術
の
場
合
は
完
全
に
自
己
を
木
と
同

一
化

で
き
る
点
が
優
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

一
化

し
た
ま
ま
自
由
に
移
動
で
き
、
地
面
を
介
し
て

接
し
て
さ
え
い
れ
ば
他
の
木
や
草
(
さ
ら
に
は

木
造
の
建
物
な

E
)
に
も
移
る
こ
と
が
で
き
る
。

↓
6
巻

P
印

⑨
 

{

治

癒

・

治

療

の

術

】

生
命
と
病
を
操
る
木
の
門
に
と

っ
て
生
物
の

傷
つ
い
た
(
変
調
し
た

・
失
わ
れ
た
)
体
組
織

を
回
復
・
浄
化
・
蘇
生
す
る
術
は
、
木
(
植
物
)

を
操
る
術
と
同
様
に
装
+
本
と
さ
れ
て
い
る
。

肉

体
の
回
復
を
早
め
た
り
体
組
織
を
入
れ
替
‘
え
た

り
す
る
術
は
他
の
門
に
も
存
在
す
る
が
、
木
の

門
の
場
合
は
も
っ
と
根
本
的
な
事
象
か
ら
変
え

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い
。

し
か
し
、
た
と
え
木
の
門
で
あ
っ
て
も
完
全

に
死
ん
だ
生
物
を
生
き
返
ら
せ
る
こ
は
で
き
な

い
。
そ
の
よ
う
な
術
が
存
在
す
る
か
、
ど
う
か
も
、

い
ま
の
と
こ
ろ
分
か
っ
て
い
な
い
。

↓
未
出

⑨
 

【

影

山

特

紘

田

知

】

森
全
体
を
結
界
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う、

木
の
門
の
高
位
練
法
。
こ
の
術
に
よ
っ
て
封
じ

ら
れ
た
森
に
一
度
て
も
足
を
踏
み
入
れ
た
者
は
、

術
が
解
か
れ
る
ま
で
以
後
二
度
と
外
へ
出
ら
れ

な
く
な
る
。
さ
ら
に
高
度
な
術
に
な
る
と
、
森

の
中
の
横
物
す
べ
て
に
疑
似
的
意
志
を
与
え
、

中
に
い
る
者
へ
恋
意
的
に
攻
撃
を
加
え
る
こ
と

裏
・
第
一
億

月
、
す
な
わ
ち
「閤
」
「
精
神
」
「
静
寂
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

附
と
静
寂
の
中
に
潜
み
、
人
の
心
を
幻
党
で

惑
わ
す
。
時
間
と
精
神
の
支
配
。

⑨
 

【

間

術

】

門
の
象
徴
に
あ
る

「関
」
を
操
る
術
。
て
、
月

の
門
の
碁
示
的
な
術
で
あ
る
。
陽
の
門
や
火
の

門
と
同
様
に
光
を
操
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
光

よ
り
も
閣
の
操
作
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
、

光
自
体
が
熱
を
発
し
な
い
も
の
で
あ
る
点
が
異

な
る
。

↓
2
巻
P
1
3
3
ほ
か

⑨
 

【

心

操

術

、

】

人
間
の
精
神
を
操
る
術
の
総
称
。
門
外
に
も

同
様
の
術
群
は
存
在
す
る
が
、
月
の
門
の
そ
れ

は
さ
ら
に
高
度
な
も
の
と
な
っ

て
い
る。

ま
た

高
位
の
者
に
な
る
と
精
神
の
奥
底
に
ま
で
潜
入

し
、
潜
在
意
識
や
自
我
を
も
変
質
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

代
表
的
な
術
に
、
潜
在
的
な
品
川
月
中
有
幅

し
人
聞
を
瞬
時
に
発
狂
さ
せ
る
《
腕
恐
光
》、
閣

の
力
を
凝
縮
し
精
神
に
被
害
を
与
え
る
矢
を
作

z

・1
1

i

り
出
す

《悶
装
矢
》、
自
在
に
夢
を
繰
る

《夢
お

ぎ
》、
思
考
・感
情
を
読
ん
だ
り
任
意
の
回
事
J

・

感
情
を
送
り
込
む

《他
心
通
》
な
ど
が
あ
る
。

↓

2
巻
P
1
3
1

↓

3
巻
P
1
4
1

↓

3
巻
P
2
3
4

↓

6
巻

P
叩
ほ
か

... 司司

幻
覚

幻
影
を

守幻晶
努術'
N:;B 
称、

門
外

も】

⑪ 
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同
様
の
術
群
は
存
在
す
る
が
、
月
の
門
の
そ
れ

は
さ
ら
に
高
度
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

術
を
ほ
か
の
術
と
併
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て、

そ
の
術
の
心
理
的
効
果
を
高
め
る
と
い
う
役
目

も
あ
る
。

↓

2
巻
P
1
4
4
ほ
か

⑨
 

【

刻

操

術

】

「
時
間
」
を
繰
る
術
の
総
称
。
月
の
門
の
力
の

も
っ
と
も
高
ま
る
満
月
(
ま
た
は
新
月
)
の
夜
に

し
か
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
代
表
的
な

術
に
、
近
い
未
来
を
予
測
す
斗
冶
排
出
怯
何

極

地
的
な
地
域
の
未
来
を
見
る
《
昇
月
観
来
》、伍

エ
・ゼル
・レイト

地
的
な
地
域
の
過
去
を
見
る
《
過
月
観
米
戸
線

定
的
な
空
間
の
時
聞
を
停
止
さ
せ
る

《
沈
月

・クーラ
航
米
》、
限
定
的
な
空
間
の
時
聞
を
逆
行
さ
せ
る

ェ
・ダル
・ヴ7
1
ナ

《
反
月
航
来
》
な

E
が
あ
る
。
ど
の
術
も
、
高

位
の
者
に
し
か
伝
授
さ
れ
な
い
秘
術
で
あ
る
。

↓

3
巻
P
1
2
8

↓

5
巻
P
1
5
3ほ
か

風
裏
・
第
二
位

風
、
す
な
わ
ち
「
風
」
「
大
気
」「
天
候
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

風
を
緩
い
、
大
気
を
鳴
動
さ
せ
、
山
風
を
呼
ぶ
。

移
動
と
変
化
を
司
ど
る
。⑨ 

【

風

術

】

風
の
門
の
象
徴
で
あ
る
「
風
」
を
操
る
術
、
で
、

風
の
門
の
碁
禾
的
な
術
で
あ
る
。
位
相
を
操
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
風
の
方
向
や
風
力
を
変
化
さ

せ
た
り
消
し
去

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

代
表
的
必
鮒
刊
ム
強
風
で
身
を
包
み
衝
撃
を

打
ち
消
す
《
風
間
壁
》、
重
量
の
あ
る
物
体
を
風

ヴィ

・
ホ
t
-
7

に
乗
せ
て
飛
掬
さ
せ
る
一風
翼
飛
行
》、
風

t
共

ヴィ
・ォ・マ
1

ラ一

に
物
体
を
転
移
さ
せ
る
《
風
空
転
移
》、
小
規
模

な
つ
む
じ
風
を
発
生
さ
せ
物
体
を
斬
り
刻
む

グィ
・ラ1
ト

《
真
空
波
》
な
ど
が
あ
る
。

↓

3
巻
P
1
8
6

↓

3
巻
P
2
0
7
ほ
か

⑨ 

⑨
 

【

雷

術

】

風
術
と
並
ぶ
風
の
門
の
基
未
で
あ
り
、
雷
を

自
在
に
発
生
さ
せ
操
る
術
。
触
媒
で
あ
る
風
が

大
量
に
発
生
す
る
場
所
(
す
な
わ
ち
屋
外
)
ほ

ど
大
き
な
雷
を
生
み
出
す
、
』
と
が
で
き
る
。

代
表
的
な
術
に
、
空
気
中
に
発
生
さ
せ
た
雷

ヴィ
・ヂニア

を
目
標
に
放
つ
《紫
電
》、
天
空
よ
り
召
喚
し
た

ニィ
・ヴィ
・ヂエ

強
力
な
雷
を
球
に
し
て
投
げ
る
《
放
電
球
》な
ど

が
あ
る
。

↓

3
巻
P
2
2
2

1
v
5巻
P
2
3
3は
か

⑨
 

【

野

.

俊

民

県

】

限
定
さ
れ
た
地
域
の
天
候
を
変
化
さ
せ
る
術

で
、
風
の
門
の
高
位
練
法
で
あ
る
。
こ
の
術
は

風
の
力
に
満
ち
た
屋
外
で
行
な
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

可
能
な
ら
周
囲
に
余
分
な
地
形
の
な
い
高
所
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
長
時
間
の

集
中
と
大
量
の

7
1
ナ
を
必
要

t
す
る
た
め
、

広
範
囲
の
天
候
を
変
え
る
と
き
な
ど
は
複
数
の

術
者
が
同
時
に
念
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

召
喚
さ
れ
た
天
候
は
数
刻
の
閉
そ
の
状
態
を

保
つ
が
、
術
の
効
果
範
囲
外
の
天
候
(
嵐
な
ど
)

か
ら
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
仁
す
る
た
め
に
は

さ
ら
に
特
殊
な
結
界
術
を
必
要
と
す
る
。
↓
未
出

⑨
 

【

一熱
射

-yE

】

空
官一
れ
の
流
入
を
断
っ
た
空
聞
を
作
り
出
す
術
。

結
界
の

一
一
位
だ
が
、
空
』一丸

(
風
)
の
位
相
を
変

え
る
作
用
を
含
む
た
め
風
の
門
特
有
の
術
で
あ

ヲ恒
。師

吋
吸
を
完
全
に
断
つ
、
』

t
が
で
き
る
の
で
、

暗
殺
術
と
し
て
お
も
に
使
用
さ
れ
る
。

↓

6
巻
P
1
0
2

水
裏
・
第
三
位

水
、
す
な
わ
ち
「
液
体
(
水
)
」
「
氷
雪
」
な
ど

を
象
徴
す
る
門
。

氷
雪
を
生
み
、
水
流
を
変
化
さ
せ
る
。
鋭
さ

人名編

⑨ 

と
冷
た
き
と
激
し
さ
を
秘
め
る
。

⑨
 

〔

大

氷

操

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る
「
水
」
を
操
る
術
-
て
、
水

の
門
の
基
十
本
的
批
術
で
あ
る
。
水
を
変
化
・
移

動
さ
せ
る
な
ど
の
ほ
か
に
、
水
の
別
形
態
で
あ

る
「
氷
」
を
も
操
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
物
体
の
温
度
を
下
げ
る
(
凱
石
奪
三
術

も
水
の
門
の
範
路
に
入
る
。

代
表
的
な
術
に
、
水
を
霧
状
に
変
え
て
物
体

を
包
み
込
み
自
暗
ま
し
ゃ
次
な
る
水
系
の
術
の

リ
・
アム

触
媒
に
す
る
《生
霧
操
》、
範
囲
内
の
起一丸
慌
を
低

-
1

・リ
・ファ
d

下
さ
せ
る
霞
を
発
生
さ
せ
る

《降
熱
霞
》、
激
し

い
水
流
て
身
を
包
み
衝
撃
を
吸
収
す
る
壁
を
作

リ
・ジ
・ロd
ティグ

る

《
水
草
壁
》、
同
様
に
、氷
で
壁
を
作
る

リ
・ア
ス
・
ロユ
アィグ

《
氷
障
壁

》、氷
雪
吃
現
淋
叱
し
て
一
時
的
な
吹

雪
を
発
生
さ
せ
る
《
氷
風
結
》、
人
工
的
な
吹
雪

で
身
を
守
り
か
つ
生
物
を
窒
息
死
さ
せ
る

リ

・
シ一

l
グ

《氷
結
界
》、
氷
の
刃
を
自
在
に
飛
朔
さ
せ
る

リ

-
a
N
1
ト

《氷
斬
刃
》、
数
十
も
の
挙
大
の
ゆ
小
片
を
吹
雪
の

リ
・バ
ス
・ヲ1
ト

中
か
ら
高
速
で
打
ち
出
す

《
寄
破
裂
弾
》
な

E

が
あ
る
。

↓

1
巻
P
2
2
4

↓

1
巻
P
2
3
0

1
ψ
-巻
P
2
3
1
ほ
か

⑨
 

{

水

捜

術

】

水
を
捜
す
術
の
総
称
。
単
に
水
を
捜
す
だ
け

の
術
、
ば
か
り
で
は
な
く
、
散
ら
ば
っ
た
地
域
の

水
を

1
つ
の
場
所
に
集
め
る
術
や
地
下
深
く
に

あ
る
水
を
引
き
上
げ
る
術
な
ど
、
他
の
門
派
に

は
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。

⑨
 

【

水

晶

術

】

水
回
聞
を
用
い
た
術
の
総
称
。
鉱
物
を
用
い
る

術
は
土
の
門
が
得
意
と
す
る
が
、
水
自
問
だ
け
は

例
外
的
に
水
の
門
で
も
操
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
に
高
位
の
水
の
術
を
行
使
す
る
た
め
の
触
媒

と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
水
日
間
自
体
の
高
度
を

高
め
た
り
鋭
さ
を
増
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

⑪ 



⑨ 

↓

1
巻
P
2
3
4

土
裏
・
第
四
位

土
、
す
な
わ
ち
「
大
地
」
「
死
者
(
地
に
帰
り

し
者
)
お
よ
ひ
死
」
な
ど
を
象
徴
す
る
門
。

土
砂
と
そ
こ
に
限
る
死
者
を
繰
り
、
混
沌
と

問
に
関
i
z
?
る
。
「
世
界
」
の
秘
め
ら
れ
た
力
、

「
負
」
を
具
現
化
す
る
。⑨
 

【

操

土

術

】

門
の
象
徴
で
あ
る
「
土
」
を
操
る
術
。
て
、
土

の
門
の
慕
十
本
的
な
術
で
あ
る
。
土
(
ま
た
は
大

地
に
眠
る
鉱
物
な
ど
)

4

伊
最
小
単
位
ま
で
分
解

し
、
運
動

・
位
相
変
換

・
再
構
成
を
可
能
と
す

o
Q

。代
表
的
な
術
に
、
自
在
に
土
の
塊
り
そ
変
形

」
Z

ア
ィ
・
ハ

ン

さ
せ
る
《創
塊
術
》
、
意
志
を
持
っ
た
よ
う
な
動

ヂ
ィ

・
ア

ン

き
を
土
塊
に
与
え
る
《動
塊
術
》、
大
地
の
力
を

集
約
し
地
域
的
な
変
動
(
地
震
)
子
起
こ
す

ニ
i
・
4
7
ィ
・
7
l
ラ

《
地
殻
震
》、
大
量
の
砂
を
地
面
よ
り
噴
き
出
さ

ヂ
ィ

・
ロ
ヂ
ィ
グ

せ
身
を
包
h
U
壁
と
す
る
《砂
防
壁
》
な
ど
が
あ
る
。

↓

2
巻
P
2
4
3

↓
6
巻
p
お
は
か

⑨
 

a
T
'
J
1

・
ハ
1
1
一フ

【

地

深

行

〕

地
中
深
く
潜
り
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
自
在
に

移
動
す
る
術
。
操
士
術
の
一
一
位
、
て
、
土
と
自
身

の
位
相
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
中
で
の
行

動
を
可
能
に
し
て
い
る
。

↓

2
巻
P
1
0
7

⑨
 

一フ

・
d
T
ィ

・
シ
ン
グ
ノ

【

岩

奨

導

引

】

は
る
か
深
所
に
あ
る
活
性
化
し
た
大
地
の
力

(
岩
奨
H
マ
グ
マ
)
を
地
表
へ
導
く
高
位
練
法
。

自
然
界
の
現
象
に
よ
っ
て
地
表
へ
噴
き
出
し
た

山
石
奨
は
力
の
抑
制
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
術
で

導
か
れ
た
山
石
奨
は
抑
制
が
き
く
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
操
兵

一
騎
の
み
を
溶
か
す
こ
と
も

で
き
れ
ば
、
街
一
つ
を
飲
み
込
む
こ
と
も
で
き

る
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
術
の
制
御
は
難
し
レ
。

↓
米
出

-・圃・・

⑨
 

【

魂

(

死

者

)

操

術

〕

死
者
の
魂
を
操
る
術
-
て
、
操
土
術
と
と
も
に

土
の
門
の
慕
未
的
な
術
で
あ
る
。

代
表
的
な
術
に
、
生
者
の
魂
を
瞬
時
に
肉
体

か
ら
切
り
離
す
(
す
な
わ
ち
死
に
至
ら
し
め
る
)

ヂ
ィ

・
'
イ

・
ル
ワ
ン

《
離
魂
粧
》、
死
霊
(
「
主
「
初
性
物
戸
九

化
し

た
魂
を
現
世
に
召
喚
す
る

《
霊

召

喚

》
、
肉
体

か
ら
離
れ
た
生
命
(
霊
体
)
を
「
負
」
の
生
命

デ
ィ

・
ズ
ィ

ア
-
ル
ワ
ノ

に
転
換
し
て
死
者
を
孫
ら
せ
る

《冥
府
反
魂
》

な
ど
が
あ
る
。

↓

5
巻
P
1
5
4ほ
か

八
門
の

E
れ
に
も
属
さ
ず
、
そ
し
て
八
門
の

す
べ
て
に
属
す
る
「
外
」
の
術
。
練
法
の
使
い

手
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
は
某
未
中
の
某
禾

'
と
さ
れ
て
い
る
。

門
専
門
の
術
に
く
ら
べ
る
と
格

・
威
力
と
も

に
下
の
で
あ
る
が
、
応
用
範
凶
は
広
い
。

⑨
 

【

逸

設

】

遠
隔
地
の
者
と
会
話
す
る
術
。

言
葉
を
口
に

出
す
必
要
は
な
く
問
主
主
9
る
だ
け
で
伝
わ
る
が
、

思
考
を
受
け
る
者
も
こ
の
術
を
使
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
指
向
性
が
強
く
他
の
術
者
に
傍
受

さ
れ
る
こ
と
が
(
ま
ず
)
な
い
た
め
、
練
法
師
は

主
に、

」の
術
を
用
い
て
意
志
の
疎
通
を
行
な
う
。

と
く
に
遠
方
か
ら
こ
の
術
を
行
使
す
る
場
合
、

目
的
地
ま
で
の
間
に
何
人
も
の
術
者
を
置
け
ば
、

彼
ら
の
思
考
を
経
由
さ
せ
て
伝
達
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
一
説
に
は
、
わ
ず
か
肌
人
ほ
ど
の
術

者
が
い
れ
ば
、
中
原
か
ら
東
方
ま
で
数
刻
も
か

か
ら
ず
に
情
報
が
伝
わ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

↓

2
巻
P
Mほ
か

⑨
 

【

念

品

跡

}

物
体
を
自
在
に
動
か
す
術
。
あ
ら
ゆ
る
運
動
・

移
動
系
の
術
の
某
禾
で
あ
り
、
低
位
の
者
は
ま

ず
こ
の
術
を
極
め
な
け
れ
ば
他
の
術
ぞ
制
御
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

通
常
は
物
体
の
移
動
な

E
に
用
い
る
が
、
高

度
な
応
用
に
な
る

L
物
体
を
変
形
さ
せ
た
り
爆

発
さ
せ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
そ

門
ご
と
の
秘
術

t
組
み
合
わ
せ
、
門
独
特
の
術

に
昇
率
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

↓

4
巻
P
1
2
9ほ
か

⑨
 

【

結

界

】

結
界
系
の
術
は
各
門
ご
と
に
備
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
も
っ
と
小
規
模
な
も
の
を
指
し
て
い

る
。
例
ぞ
挙
げ
れ
ば
、
扉
や
箱
な
ど
の
よ
う
な

局
部
的
な
場
所
に
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
小
規
模
結
界
」
は
、
使
用
法

に
よ
っ
て
様
々
な
効
果
を
生
む
、
』
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
単
に
封
印
と
し
て
用
い
る
ほ
か
に
、

鎧
な
ど
に
用
い
れ
ば
か
な
り
の
防
御
力
を
期
待

で
き
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
門
外
、
で
あ
っ
て
も
、
高
位
に
な
れ
ば

い
ま
ま
で
と
桁
違
い
の
効
力
を
発
揮
す
る
よ
う

グ
ラ
一ン
シ

t
グ

に
な
る
。
代
表
的
な
も
の
に

《重
力
結
界
》
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ひ
と
た
び
そ
れ
に
包
ま
れ

れ
ば
光
す
ら
も
出
て
こ
れ
な
く
な
る
と
い
う
恐

ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。

↓

2
巻
P
2
3
4
ほ
か

⑨
 

【

転

移

術

〕

空
聞
を
跳
躍
す
る
術
の
総
称
。
己
の
念
じ
た

地
点
へ
瞬
時
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

移
動
す
る
距
離
が
長
ず
る
ほ
ど
、
目
標
地
点
の

正
篠
な
記
憶
力

t
多
大
な
力
(
マ

l
ナ
)
を
必

要
と
さ
れ
る
。

代
表
的
な
術
に
、
ご
く
短
距
離
の
空
間
転
移

リ
マ

i
ル

を
可
能
に
す
る

《
跳
空
》
、
空
間
に

「穴
」
を
開

け
大
量
の
人
間
や
物
資
を
目
的
地
ま
で

一
度
に

リ
マ

1
レ
ル

送
り
込
む
こ
と
が
で
き
る

《次
元
門
》
な
ど
が

あ
る
。
こ
と
に

《次
元
門
》
は
膨
大
な
精
神
力

お
よ
び
マ

l
ナ
を
消
費
す
る
が
、
そ
れ
に
比
例

し
て
移
動
距
離
も
長
く
、
繰
丘
(
の
よ
う
な
巨
大

な
物
体
す
ら
運
ぶ
ヲ
』
と
が
可
能
で
あ
る
。

↓

2
巻
P
口
ほ
か

~司司司

⑨
 

超
感
覚

感
知

・
探
査
系
の
術
の
総
称
。

マ
1
ナ
を
用

い
、
通
常
の
人
聞
に
は
不
可
能
な
感
知
お
よ
び

探
査
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

遠
方

・
暗
聞
な
ど
を
難
な
く
見
通
せ
る
視
力

や
針
の
落
ち
る
音
を
聞
き
分
け
る
聴
力
な
ど
の

「
五
感
」
主
高
め
る
術
、
練
法
(
聖
刻
石
)
の

反
応
や
生
命
の
有
無
な
ど
を
感
知
す
る
「
探
知
」

の
術
、
物
体
を
透
視
し
た
り
危
険
を
事
前
に
感

知
す
る
「
超
採
知
」
の
術
な
ど
、
一
般
の
者
が

考
え
得
る
(
い
わ
ゆ
る
魔
法
じ
み
た
)
能
力
は

す
べ
て
こ
の
範
践
に
は
い
る
だ
ろ
う
。

↓
3
巻
P
1
2
3

↓
3
巻
P
1
2
4

↓
6
巻
P
1
0
6
ほ
か

⑨
 

{

精

神

操

作

】

人
聞
の
精
神
を
繰
る
術
の
総
称
。
月
の
門
の

「
心
操
術
」
と
同
系
統
の
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら

は
よ
り
基
禾
的
な
術
の
類
を
指
し
て
い
う
。
幻

覚
を
見
せ
る

・
心
を
読
む

・
眠
ら
せ
る
・
暗
示

を
か
け
て
採
る
:
・
な

E
な
ど
、

一
般
の
者
が
考

え
得
る
「
魔
法
」
的
な
能
力
は
す
べ
て
こ
の
範

践
に
は
い
る
だ
ろ
う
。
月
の
門
の
術
に
比
較
す

る
と

E
れ
も
低
位
な
も
の
で
あ
る
が
、
.
練
法
師

に
と
っ
て
は
す
べ
て
必
須
の
術
B

と
さ
れ
て
い
る
。

↓

3
巻
P
2
0
7

↓

4
巻
P
1
4
3

↓

6
巻

Rη
は
か

⑨
 

[

肉

体

操

作

〕

自
己
ま
た
は
他
の
生
物
の
肉
体
を
操
る
術
の

総
称
。
こ
れ
も
練
法
師
に
と
っ
て
必
須
(
基
禾
)

の
も
の

t
さ
れ
て
い
る
。

痛
覚
を
制
御
し
て
激
痛
を
和
ら
げ
る

・
軽
度

の
傷
を
治
事
?
る
・
肉
体
を
硬
質
化
し
て
衝
撃

に
耐
え
る
・
・
・
な
ど
の
術
が
代
表
的
な
も
の
だ
が
、

高
位
に
な
る
と
、
生
命
活
動
を
一
時
的
に
停
止

す
る
「
仮
死
」
の
術
や
老
化
を
防
ぐ
術
な
ど
効

力
の
強
い
も
の
が
存
在
す
る
。↓

5
巻
P
1
2
8

↓

5
巻
P
1
5
6ほ
か

‘~ 
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【
ト
カ
シ
ト
カ
ゲ
(
岩
石
龍
子
)
】

全
長
半
リ
l
卜
強
(
約
3
メ
ー
ト
ル
)
の
、

肉
食
性
の
ト
カ
ゲ
。
名
称
こ
そ
ト
カ
ゲ
だ
が
、

実
際
は
鰐
の
よ
う
な
腿
虫
類
ら
し
い
。
大
き
な

顎
の
内
側
に
何
列
に
も
わ
た
っ
て
鋭
い
歯
が
生

え
て
お
り
、
飢
え
た
と
き
に
近
付
い
た
生
き
物

は
人
間
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う

t
そ
の
歯
で
噛
み

砕
い
て
し
ま
う
。
ま
た
活
き
の
よ
い
獲
物
を
捕

獲
す
る
場
合
は

「強
酸
性
」
の
粘
液
を
吐
き
出

し
て
く
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
受
け
た
犠
牲
者
は
肉

も
皮
も
完
全
に
焼
き
焦
が
さ
れ
る
。

。彼
ら
。
は
沼
の
ほ
と
り
な
ど
を
好
み
、
一
般

に
は
人
も
通
わ
ぬ
密
林
地
帯
に
生
息
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
最
近
で
は
ウ
ル
オ
ゴ
ナ

の
首
都
デ
ュ
ラ
ハ
|
ン
の
地
下
で
目
撃
さ
れ
た

例
が
あ
り
、
生
存
者
の
話
か
ら
す
る
と
、
。
彼
ら
。

は
通
常
よ
り
大
き
く
凶
暴
に
な
っ
て
い
る

t
推

測
さ
れ
る
。

デ
ュ
ラ
ハ

l
ン
に
は
聖
刻
教
会
の
巨
大
な
寺

院
が
存
在
し
、
そ
れ
が
建
立
さ
れ
た
と
同
時
に

。彼
ら
。
が
俳
御
し
始
め
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

事
実
だ
と
す
る
と
、
練
法
師
が
自
然
の
番
兵
と

し
て
運
び
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

↓

2
巻
P
1
1
7

⑨
 

{

砂

虫

】

ゴ
ナ
砂
漠
に
生
白
、
X
9
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、

謎
の
怪
物
。
数
少
な
い
目
撃
談
を
総
合
す
る
と
、

体
長
は
叩
リ
l
卜
(
約
叫
メ
ー
ト
ル
)
以
上
あ

り
、
外
見
は
ミ
ミ
ズ
に
酷
似
し
て
い
る
ら
し
い
。

ま
た
末
端
部
に
捕
食
口
と
関
心
わ
れ
る
巨
大
な
穴

が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
あ
る
無
数
の
触
手
、
て
獲

物
を
捕
え
て
放
り
込
む
と
い
F

フ。

普
段
は
砂
中
に
潜
み
、
馬
や
人
聞
の
足
音
を

感
知
す
る
と
突
然
現
わ
れ
る
。
こ
の
砂
中
か
ら

l怪|

[物l

の
不
意
打
ち
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
く
、
操
丘
ハ

t

い
え
ど
も
直
事
管
く
ら
え
ば
タ
ダ
で
は
す
ま
な

目
撃
談
の
中
に
は
1
リ
l
ト
(
4
メ
ー
ト
ル
)

の
も
の
を
見
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
お
そ
ら
く

こ
れ
は
幼
虫
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
が

た
と
え
幼
虫
で
あ
る
と
し
て
も
、
脅
威
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

砂
漠
に
住
む
民
族
の
中
に
は
、

こ
の
砂
虫
の

出
現
を
防
ぐ
た
め
に
専
門
の
呪
い
師
が
い
る
部

族
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
砂
虫
は
恐
ろ
し
い
生
物

な
の
だ
。

↓

3
巻

p
m

⑨
 

【

合

成

齢

】

異
な
る
獣
の
肉
体
が
無
秩
序
に
合
成
会
れ
た

お
ぞ
ま
し
い
生
物
。
目
撃
例
は
皆
無
に
等
し
く

(
目
撃
し
た
者
は
ま
ず
生
き
て
帰
れ
な
い
)
想

像
で
補
う
し
か
な
い
が
、
あ
る
も
の
は
上
半
身

と
下
半
身
が
別
の
動
物
J

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
も

の
は
腕
が
複
数
生
え
て
い
た
り
、
ま
た
あ
る
も

の
は
尾
が
他
の
動
物
の
頭
ゃ
で
あ
っ
た
り
す
る
と

い
う
。
練
法
の
存
在
を
知
る
者
は
こ
れ
が
練
法

に
よ
る
奇
怪
な
実
験
の
産
物
で
は
な
い
か
と
疑

う
の
だ
が
、
は
っ
き
り
し
た
証
拠
の
よ
う
な
も

の
は
な
く
、
い
ま
な
お
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
唱
で
あ
る
が
・
人
間
と
獣

の
肉
体
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
合
成
獣
も

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
ら
し
い
。
も
し
こ
の
噂

が
真
実
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
を
も
恐
れ
ね

所
世
希
で
あ
る

t
い
え
よ
う
。
:
・
だ
が
練
法
は
、

こ
の
よ
う
な
霊
魔
の
技
を
も
可
能
に
す
る
の
で

e
の
る
。

↓

3
巻
P
1
5
6
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ひ
ど
い
暑
き
だ
っ
た
。

わ:1m
た面
しか
はいら
己号立
の日ち

体昇
iAtる
がう
数 t.:"

る
よ
う
な
熱
気
の
中
、
て
、

度
上
昇
し
た
か
に
感
じ
て
い
た
。

旅
の

一
行
は
、

す
っ
ぽ
り
と
黄
色
の
霧
に
包
ま
れ

て
い
た
。
辺
り
は
霞
み
、

ま
る
で
視
界
が
き
か
な
い
。

わ
た
し
が
操
る
二
頭
立
て
の
荷
馬
車
は、

一
行
の
先

頭
を
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
姿
が
後
続
に
見
え
て
い
M

る
か
、

は
な
は
だ
疑
問
で
あ

っ
た
。

わ
た
し
は
こ
の
現
象
を
一殺
と
表
し
た
が
、

大
気
の

正水
{本分
1;l: 1;): 
目む
にし
見ろ
え希
ぬ薄
1.1. !: 
どい
細っ
かて
いも
土Zよ
竣lfLi
て、，

あこ
る L、
。つ
中の

原
の
大
砂
漠
、
ゴ
ナ
か
ら
舞
い
上
が
っ
た
土
撲
が
遠

く
敗
れ
た
司
』
の
地
ま
で
迩
ば
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
降
下

し
て
く
る
の
だ
。
空
は
茶
色
に
染
ま
り
、

こ
こ
数
刻

に
わ
た

っ
て
太
陽
、の
姿
を
隠
し
て
い
た
。

顔

巻

{可
ろ 重
くも
にの
l柴5布
るそ
こ透
と過
もす
で、る

き微
な粒
い子
。 カf

辺
り
に
充
満
し
、

防
塵
用
の
眼
鏡
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
、

目
を
開
く

ひ んこ

e' n余l'!: 
〈の~も
し土ま
みかま
るらな
il ら
土の.な
挨 I商f'、
力カT、t.:"
I昆霊ろ
じれう。
っ
て右
い目
るに

の流
だれ
ろ込
うむ
ミ。

わ
た
し
は
眼
鏡
を
外
す
こ
と
も
で
き
ず
、

じ
っ
と
一疾

カf

|押
し
風流
だし
。 て

れ
る
の
を
待
つ

風
が

一
炊
き
す
れ
ば
。

わ
た
し
は
祈
る
よ
う
な
思
い
て
天
を
仰
ぎ
見
た
。

風
さ
え
あ
れ
ば
、

地
表
に
重
く
立
ち
こ
も
る
黄
塵
も

熱
気
も
み
な

一
瞬
で
吹
き
払
わ
れ
る
、
と
期
待
し
た

の
だ
。
だ
が
、
濁
っ
た
空
匂
相
川
の
動
き
も
な
い
。

内
大
炊
…
、

馬
が
苦
し
そ
う
な
い
な
な
き
を
上
げ
、

い
首
を
振
る
。
喉
の
渇
き
を
訴
え
て
い
る
の
だ
と
わ

か
る
。
だ
が
水
を
与
・
λ

る
こ
と
も
、

休
ま
せ
る
こ
と

ヌ開てここ

れ殺も
たわ行てや
t.:為き
してな
はあい
御る
者。 こ

台の
か灼
ら熱
二 地
頭獄
の てれ

鳥歩
のを
尻 11:
にめ
鞭E れ
をば
入自

間
断
な
く
鳴
り
響
い
て
い
た
車
輪
の
音
が
わ
ず
か

に
木
き
く
な
る
。
鞭
の
痛
み
に
馬
が
歩
み
を
速
め
た

の
で
あ
る
。

と l
隣若
力 L

ら
た
し
な
め
る

声
力3

上
カf

る

「馬
に
当
た

っ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
。
我
ら
の
何
倍

も
そ苦
うし
L 、し、

つ思
てい
アを
ノf し
ンて
はし、

わる
たこ
しと
のを
手お
か忘
られ
手たな
綱Zく
を 」

奪

い、

馬
を
な
だ
め
た
。

「
誤
解
だ
」
と
い
う
言
葉
を
直
前
で
飲
み
込
ん
だ
。

鞭
を
手
に
取
っ
た
瞬
間
、

頭
に
血
が
昇
っ
て

い
ー
た
こ

〆

長

と
は
否
定
で
き
な
い
。
ア
パ
ン
は
本
物
の
交
易
商
人

だ
。
依
の
目
に
は
す
べ
て
が
お
見
通
し
だ
ろ
う
。

ア
パ
ン
は
公
的
に
は
わ
た
し
の
相
談
役
で
あ
り
、

• 

'・1.

-

ぜ

-・蜘胸旬閉蜘



• 

場
に隊昔日
差商五
しを 5の
か実 二ー

か質人
つ的 に

たに位
男仕置
で切づ
めつけ

tJni 
るy て
の司い
はる

こ
の
老
境

し
か
し
、

• 
四
0
年
間
に
三
度
も
西
方
・
東
方
問
の
往
復
を
成

し
遂
げ
た
彼
に
部
下
や
人
夫
の
信
望
が
集
ま
る
の
は

し
か
た
な
か
っ
た
。
わ
た
し
自
身
も
彼
の
忠
告
を
値

千
金
の
言
葉
と
し
て
受
け
止
め
て
い
必
。
だ
が
、
か

ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
た
時
、
そ
れ
を
見
透
か
さ
れ
る

の
は
決
し
て
気
分
の
よ

い
も
の
で
は
な
か
公
げ
。

ア
パ
ン
は
そ
れ
以
上
何
も
い
わ
な
か
っ
た
。
ま
っ

と
ば
り

す
ぐ
前
方
守
呪
み
、
賞
墜
の
帳
に
隠
さ
れ
た
障
害
物

を
見
出
そ
ラ

t
全
神
経
を
集
中
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ば
つ
の
唱
さ
守
党
え
て
い
た
わ
た
し
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。

わ
た
し
は
西
方
南
部
城
の
デ
ブ
・
ワ
ー
フ
国
の
南

部
、
シ
ラ
ム
ス
出
身
の
交
易
商
人
だ
。
名
を
オ
ロ
ス
・

モ
ロ
イ
と
い
う
。

五
年
前
、
東
方
交
，易
で
巨
利
を
得
た
父
、

ゃ

J

ス
・
モ
ロ
イ
が
胸
を
病
み
則
退
。
息
守
け
で
あ
る
わ
た

し
が
跡
を
継
い
だ
。
そ
れ
か

ι一
年
し
て
、
百
年
父

の
片
腕
を
勤
め
て
く
れ
た
ア
パ
ン

・
デ
ロ

l
ふ
と
共

カ

グ

ラ

に
大
陸
の
果
て
、
交
易
路
の
終
点
で
あ
る
東
方
最
大

の
都
ヴ
ィ
シ
ャ

l
ム
に
向
け
て
旅
立
っ
た
。

は
や

故
郷
を
出
て
早
四
年
、
モ
ロ
イ
家
の
隊
楠
は
多
く

の
困
難
を
釆
h
越
え
、
中
原
東
部
域
の
ダ
ム
、
ス
タ
国

に
辿
り
着
い
た
。
す
な
わ
ち
距
離
的
に
は
交
易
路
の

約
六
割
を
踏
破
し
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
こ
い
つ
は
往
路
だ
け
の
計
算
で
、
帰
路

を
含
め
れ
ば
三
割
に
過
ま
な
い
。
見
知
ら
ね
地
に
思

い
を
馳
せ
、
期
待
て
胸
を

一一
杯
に
膨
ら
ま
せ
て
い
た

四
年
前
と
う

っ
て
変
わ
り
、
わ
た
し
は
自
の
前
に
横

た
わ
る
距
離
と
い
う
壁
に
い
い
加
減
嫌
気
が
き
し
て

し
た

マ
イ
オ

距
離
、
ば
か
り
で
は
な
い
。

例
え
山
岳
を
進
ん
だ
と
し
て
も
半
分
の
時
間

同
じ
距
離
で
も
西
方
な

rり、中」炉、

て
こ
な
せ
だ
だ
ろ
う
。
出
発
前
の
予
想
を
透
か
に
超

固

か
れ
っ

，

ぇ
、
中
原
ほ
苛
烈
を
極
め
た
地
刊
も
っ

た
。

戸
下

t
J

ピ
シ
ャ
。

〆

日愛

J..:か顔
必~ ¥ 、lこ
7fく江主何
t.:.、 f木か
。ヵt カf

顔音
rーを?
杯立
に罰て
広て ・
が当
るた
感 つ

触た
を
得a 同
fご.fs寺

生

るののち2 革た
のたもののくわ
がめので袋りた
わ l彫とは独、し
かれはな!f'i'官大は
る上思いのみ目
がえ 。臭 口の
つな fご帽いを前
たいがカL〈 lこ
舌 ーは，.，.";:'JA染しわ "三援
がーどこ み、えし
白甘の込た出
中露時九 ? き
てで lどでー警れ
小あ冶、決段た
日程つりしは 7ド
りたはて生袋
し 。 こうもR を
て渇のまく引
いき世い、つ

水
袋
は
あ
っ
と
い
う
間
町

ペ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
て

し
ま

っ
た
。
初
め
か
ら
あ
し
お
り
中
身
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

わ
た
し
は
失
望
の
附
き

F
仕
げ
た
。

「
一
度
に
飲
み
過
ぎ
て
は
身
体
に
毒
一
で
す
か
ら
な
」

也市

か
ら

と
、
い
っ
て
わ
た
し
の
手
が
ら
空
の
水
袋
を
取
る

帆

街

、

者
が
い
た
。
ア
パ
ン
で
あ
っ
た
。

ど
う
や
ら
わ
た
し
は
御
者
台
に
座
っ
た
ま
ま
気
を

失
っ
た
ら
し
い
。
隊
商
の
八
台
の
哨
馬
車
は
大
き
な

山石
山
の
影
J

て
休
息
し
て
い
た
。
黄
塵
は
消
え
、
大
地

や

は
再
び
ぎ
ら
つ
く
陽
光
に
灼
か
れ
て
い
た
。

苦
し
い
忍
い
に
耐
え
て
き
た
馬
た
ち
も
、
今
は
休

か
い
ぱ
お
付

み
を
与
え
ら
れ
、
飼
葉
桶
に
首
を
突
っ
込
み
、
が
つ

が
d

っ
と
僻
を
頬
張
っ
て
レ
る
。

"

ア
パ
ン
は
防
塵
眼
鏡
を
額
に
上
げ
、
口
元
に
巻
い

た
布
を
首
イ
で
降
ろ
し
、
そ
の
素
顔
を
わ
た
し
に
向

け
て
い
た
。
真
っ

黒
に
日
此
け
し
、
と
ぞ
も
西
方
に

生
を
受
け
た
者
と
は
思

え
な
い
。
四
年
の
聞
に
が
た

司b

/ • 

レ
も
相
当
黒
く
な
っ
た
が
P

彼
ほ
ど
で
は
な
い
。
額

‘.， 

と
目
尻
に
刻
み
込
、
配
れ
た
深
い
し
わ
と
同
じ
よ
う
に

長
い
ザ
苦
を
物
語
る
痕
跡
で
あ
っ
た
。

・

f

き
よ
ろ
さ
よ
ろ
と
辺
り
を
見
回
す
わ
た
し
に
向
か

、、

ほ
ほ
え

っイ
怯
h
引
ノ
パ
ン
は
静
か
に
微
笑
む
。

ネ
ご
心
一
町
な
く
。
部
下
も
荷
も
無
事
で
す
」

わ
た
し
は
思
わ
ず
顔
を
伏
せ
た
。
恥
ず
か
し
か
っ

た
。
情
け
な
く
気
絶
七
た
こ
と
も
そ
う
だ
が
、

"意
識

a

F

L

司

い
や

を
取
り
戻
し
た
時
、
喉
の
渇
き
を
癒
す
こ
と

lιか
心

に
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

も
し
ア
パ
ン
が
そ
れ
を
知
っ
た
と
し
て
も
策
め
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
と

他
人
が
で
き
る
こ

t
を
決
し
伊LF
混
同
し
な
い
。
い
つ

も
の
止

フ
に
し
わ
だ
ら
け
の
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、

『
い
ず
れ
モ
ロ
イ
家
の
頭
領
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
働

き
が
い
て
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
お
父
上
と
て

初
め
は
一
介
の
行
商
人
だ
っ
た
の
で
す
よ
』

か叫
v
h
、ac

と
、
慰
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

の
よ
う
に
付
け
加
え
る
の
だ
。

『・
ゆ
る
ゆ
る
と
ね
。

ゆ
る
ゆ
る
で
構
わ
な
い
の

も男 『 て、
弱にいだす
みntずが 』
はりれ
見た 』おわ
せかてた
たつはし
くたなと
な 。 くて

かそ 疋 白
つの 己 尊
たた、心
。め部と

に下い
はにう
誰認も
て。めの

あらが
つれ lL
てるる

旅
は
統
く
。

我
々
の
隊
商
は
、
ダ
マ
ス
タ
囲
内
に
入
っ
て
い
る
は

ず
だ
が
、
都
市
は
お
ろ
か
宿
場
町
に
も
出
く
わ
さ
な

い
。
地
図
仁
よ
る
と
西
の
玄
関
口
で
あ
る
ム
ス
ル
は

国
筑
ぞ
越
え
て
三
O
リ
1
(
一
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

の
位
置
仁
あ
る
ら
し
い
。

国
境
と
い
っ
て
も
、

E
こ
ま
で
が
キ
タ
ン
で
、
ど

こ
か
ら
が
ダ
マ
ス
タ
な
の
か
、

つ
い
に
わ
か
ら
な
か

e 

/ 

い
つ
も

.一一--e 



• 

っ
た
。
峡
谷
や
河
川
が
多
い
西
方
で
は
、
そ
れ
が
，そ

の
ま
ま
国
境
線
と
な
る
が
、
こ
の
地
の
よ
う
に
水
平

線
の
彼
方
ま
で
ず
っ
と
何
も
な
い
平
原
が
続
く
と
あ

っ
て
は
、
明
確
な
境
界
線
な

E
定
め
よ
う
も
な
い
だ

ろ
'
フ
。

/ 

交
易
路
に
は
古
代
の
臼
い
道
標
が
点
在
し
て
い
る

が
、
当
た
り
前
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
国
境
な

ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
何
し
ろ
現
在
の
中
原
各
国
は
、

お
よ
そ
三

O
O年
前
の
ラ
ウ
マ
|
ナ
帝
国
滅
亡
以
後

に
生
じ
た
新
興
国
ば
か
り
な
の
戸
か
ら
。

こ
の
道
棋
は
高
さ

一
リ

l
ト
(
四
メ

L
ト

ル
)
、
幅
、

半
リ

l
卜

(
二
メ
ー
ト
ル
)
、
厚
さ
一
リ
ッ
ト

'(
四
七
戸

ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
は
ど
の
石
盤
、
L
、
h

か
な
り
遠
く
か
ト

.
、
司
〆
d

F

4

F

ら
で
も
そ
れ
と
わ
か
る
。
表
面
に
は
古
代
聖
刻
文
字
f

t
呼
ば
れ
る
ク
サ
ピ
文
{
号
、
が
浮
き
、彫
けリ
に
さ
れ
て
い

い
に
し
え

る
。
も
は
や
判
読
で
き
る
者
心
い
な
い
と
さ
れ
る
古

の
言
葉
だ
が
、
ア
パ
ン
に
は
お
お
よ
そ
の
見
当
が
つ

く
、
と
い
う
。
長

い
経
験

h
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の

単
語
と
数
字
が
わ
か
っ
た
ら
し
い
。
お
お
か
た
は
交
，

易
路
上
の
危
険
地
帯
を
記
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、

も
は
や
現
実
に
即
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

例
え
ば

『川
』
を
意
味
す
る
と
忠
わ
れ
る
単
語
が
多

く
刻
ま
れ
た
碑
文
が
あ
る
が
、
周
辺
に
は
ま
っ
た
く

毛
句
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
土
地

に
は
、
か
つ
て
対
岸
が
霞
な
は

E
の
大
河
が
あ
っ
た

と
語
り
継
が
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
内
溶
が
誤
っ
て

い
た
の
で
は
な
く
、

地
形
そ
の
も
の
が
長
い
歳
月
の

閉
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
み
と
だ
。
ど
れ
く

ら
い
昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
、
誰
も
見
当
が
つ
か
な

い
。
中
原
に
は

こ
う
い
っ
た
も
の
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て

い
る
そ
う
だ
。

司副V

と

フ
'慣
例
カ3

F国
る境、t近
11伊平
力、に

1こは
戦:街
に“場
で、岡F
もを

こ'な設
とれけ
に Lf な

中
原
の
場
合

交
易
路
沿
い
J

で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。
ラ
ウ
マ
1

ナ

帝
国
の
中
崎
征
服
の
僚
に
も
交
易
路
が
革
勢
百
二
進
軍

路

t
し
て
使
ム
い
れ
た

t
い
う
史
実
も
あ
る
。

件

圏
境
、
近
辺
は
そ
の
国
の
警
備
兵
の
巡
回
が
行
わ
れ

，， t
g
そ

れ

以

お

無

人

の

授
に
之

ぃ
。
町

市

E
P
-
-
岬

料
工

、
力
村
も
な
い
お
力
げ
で
九わ
た
し
た
ち
の
よ

う
な
旅
人
は
長
い
期
間
野
{
債
を
し
な
く
ぷ
は
な
ら
な

い
。
野
宿
そ
の
も
の
に
は
慣
れ
て
き
て
や
る
が
、
問

題
は
水
や
食
糧
で
あ
る
。
通
常
、
街
地
γ
町
一
は
七
日
か

ら
一

O
日
を
要
す
る
距
離
を
置
い
て
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
国
境
ぞ
挟
ん
だ
辺
り
で
は
そ
の
倍
の
距
離
を

d
 

進
ま
な
け
れ
ば
次
の
府
に
辿
り
着
け
な
い
。
対
策

t

匝

l
匂

τは
倍
の
水
や
食
糧
マ

九い
込
ザU
し
か
な
い
が
、

荷
が
増
え
れ
ば
馬
の
足
ム
点
る
道
可
て
な
か
な
か

計
算
通
り
に
は

写

ぷ
。
そ
の
上
、
馬
車
の
故
障
、

馬
の
怪
我
、
天
候
の
慎
一
変
、
道
の
寸
断
な
ど
、
旅
の

間
に
は
い
か
な
る
こ
と
が
起
き
て
も
不
思
議
は
な
い
。

わ
た
し
の
隊
商
も
、
こ
九
ま
ず
数
え
切
れ
な
い
危
機

を
迎
え
、
遠
路
は
る
ば
ゐ
、
運
ん
で
言
た
武
重
な
交
易

口
聞
を
一涙
を
飲
ん
で
捨
て
ぞ
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

'「1|
|
ど
う
ぞ
」

部
下
の
ア
、

f
ュ
ア
が
め
た

b
d
銅
製
の
柄
の
つ
い

た
容
器
を
差

L
出
ら
た
一
也
に
は
湯
気
の
立
っ
た
者
…

こ
討
に
チ
ヤ
バ

汁
が
入
っ
て
い
る
。

(
練
っ
た
小
麦

塊せ煮 ても粉
をい汁わいの 二を
取 t，ご 02...Jよる「がー薄
:o'1!3l乙 じた今〈
出吟dすつまめ晩延
し'""::，.薄焚町少の • .JJ 
腹咽，，(.火なタ砲し
容に‘感 喝のい食て
器ぶ ζ 前‘ と ~-c~ 焼

、主モザ 文あ
l、、下??旬
片 陥 畳人も
をた、問 {宅3い食
削小特 しkえ糧
り袋し白人、 判事
落か汗、食い 情
とらを 。が
す灰、かを か
。色'いし b 
このたた っ

た
も
の
)

一
枚
を
加
え
た

れ
は
各
人
に
配
給

作い
て
い
る
岩
塩
だ
。
時
折
身
体

に
補
充
し
て
や
ら
な
い
と
動
け
な
く
な
る
。
四
方
に

• 

¥¥  

い
た
頃
は
調
味
料
程
度
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
塩
が

身
体
に
不
可
欠
な
も
の
ど
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

食
事
j
終
え
る
と
ア
パ
ン
が
人
夫
を
連
れ
て
焚
火

の
そ
》
に
や
っ
て
き
た
。

西
方
か
ら
連
れ
て
き
た
同
町
は
相
談
役
の
ア
パ
ン

の
他
に
は
、
ゴ

1
シ
エ
と
ア
シ
ユ
ア
だ
け
だ
。
残
り

は
す
べ
て
キ
タ
ン
で
集
め
た
人
夫
て
、
契
約
は
ム
ス

ル
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ア
パ
ン
に
伴
わ
れ
て
き
た

男
は
人
夫
頭

Jd
ぷ

内
人
も
兼
ね
て
い
た
。

「
ta-

-

要
す
る
に
、

-
明
日
は
風
が
ひ
ど
く
な
り
そ
う

4
'
h

、

だ
一か
ら
、
避
難
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
、
』

t
だ
な
」

b
Jf
し
の
言
葉
に
屈
強
hw
キ
タ
ン
人
は
繰
り
返
し
一

rJYた。

九

/

/

d

a
 

「
若
ー
也
コ
γ
ん
の
者
の
言
葉
は
信
じ
た
ほ
う
が
よ
い
J

で

し
ょ
う
」
J

V

O

A

、

と
、
横
か
ら
ず
J

バ
ン
が
酋
芳
語
。
て
い
っ
た
。

・吠+一八

に
聞
か
せ
た
く
沿
い
話
は
い
つ
も
こ
う
し
て
い

る。

• • ¥ . 
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• 

、

わ
た
し
の
口
調
か
ら
疑
い
を
抱
ぃ
町
、
い
る
こ
と
を
感

じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。

‘

、

「
だ
が
な
、
夕
焼
け
の
色
で
嵐
を
予
測
」
で
き
る
も
の

九
、一-
1
y

な
の
か
コ
俺
に
は
い
つ
も
と
変
時
り
な
ψ

っ
た
よ

う
に
見
え
た
が
:
:
:」

町

、

‘

「
彼
ら
の
自
に
は
遠
勺
て
映
刊
の
で
し
ょ
う
。
と
ぺ

あ
れ
、
危
険
は
〆努
め
て
避
け
る
合
き
か
と
」

.

『

ア
パ
ン
独
特
の
穏
や
か
だ
涜
揺
ら
ぎ
よ
う
の
な
い

信
念
を
感
じ
ず

せ
る
き
[
宮
市
だ
。
不
快
と
は
い
わ
な
い

F
1
、

ま
や
で
も
、
こ
れ
を
問
ぺ
た
び
に
劣
等
感
を
刺
激
さ
れ
〆

E
R

あ
き
ら

a
F

る
。
わ
た
し
は
半
、
ば
諦
め
の
気
分
で
こ
の
件
を
承
諾

し
た
。

ノ

の
ザ

翌
朝
、
隊
商
は
陽
が
地
平
線
か
ら
顔
を
覗
か
せ
%

か

さ

え

ぎ

a

前
に
発

っ
た
。
昨
夜
野
宿
し
た
場
所
は
、
遮
る
も
の

が
何
一
つ
な
い
平
原
で
、
山
胤
が
来
れ
ば
ひ
と
た
ま
り

も
な
い
。
人
夫
頭
の
言
を
聞
き
入
れ
、
交
易
路
か
ら

少
し
離
れ
た
岩
場
を
避
難
場
所
に
選
ん
だ
。

朝
か
ら
畳
に
か
け
て
風
は
そ
よ
り

t
も
吹
か
な
か

っ
た
。
だ
が
、
人
夫
頭
以
緊
張
の
色
を
一
層
強
牛

隊
商
の
足
を
速
め
る
よ
う
申
し
入
れ
て
き
た
。

「 馬隊静
とわわも商か 実
かた朝の過を
答つしか上ぎい
えたは らを るえ
た」ア 気 飛のば

パがびだわ
ン立交 。た
につう風し
意て鳥ばも
見、i4}もか胸
をち今り騒
求着目でぎ
めきは l去を
ずが ー な、党
な羽いえ
たかも 。 て
fごっ現いい
.たれった
言。ずも _ O. 

、、

ノ、

ンわ
のた
顔し
をーは
ま見長馬
つ"車
たの
。御

者
.L、
lコ

戻

ンよ
Lt.う
どに
の i炎
商々
人と
なし
らたま
L:f ~~る
そ t:." て。そ
うつ話 こ
易た もをに
々 o.;聞は

t もい非
感って難
情といが.ち
k bなまら
表 かしり
に アhつ戸 しヂ t
出パた表 7

情
は
な
か
っ
た
。

す
は
ず
も
な
い
が
。

，. 

太
陽
が
頭
上
に
輝
く
頃
、
わ
た
し
は
己
の
直
感
に

倣

rhて
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
地
面
を
砂
塵
が
走
り

ノ
J'

d

、

出
し
た
め
だ
。
そ
れ
も
時
と
共
に
強
さ
を
増
し
て
い

b
。
-
雛
場
所
は
す

f
に
視
界
に
入
っ
て
い
た
。
ど

町
こ
ま
予
も
真
っ
平
な
平
原
に
ぽ
つ
り
と
浮
か
び
上
が

九

可

も

の

影

遠

く

か

ら

見

る

と
尖
塔
が
密
集

f
川
し
て

ほ
る
か
に
映
る
。
八
ム
口
の
馬
車
は
鞭
を
打
ち
鳴

ら
し
刊
ひ
た
走
っ
た
。

、

き
つ
り
つ

d
Lセ
」
は
、
捻
の
穏
の
よ
う
な
岩
が
無
数
に
叱
立
す

る
奇
妙
な
場
所
だ

っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
急
い
で
馬

.4し
、

芸

品

工

石
に
固
{
疋
す
る
作
業
に
取
り

掛
か
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ
た
途
端
平
原
を
突
風
が

駆一
円
抜
け
た
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
天
候
は
一
変
し
た
。

、、激
し
い
横
殴
り
の
風
が
吹
き
荒
れ
、
山
石
の
陰
で
身
を

J
?
我
々
を
も
地
面
か
ら
引
き
す
そ
う
と
す
る
。

、
山
石
を
も
削
り
取
る
砂
塵
を
浴
び
、
息
も
絶
え
絶
え

に
な
る
。
だ
が
、
岩
に
結
び
付
け
た
命
綱
に
し
が
み

んい
き
、
自
然
の
猛
威
が
過
ぎ
去
る
の
を
じ
っ
と
待
つ

夫

永
遠
と
も
感
じ
る
ほ
ど
の
時
が
経
っ
た
。
わ
た
し

は
全
て
の
力
を
使
い
果
た
し
、
死
人
の
よ
う
に
横
た

わ
っ
て
い
た
。
風
は
嘘
の
よ
う
に
収
ま
り
、
空
は
沈

み
ゆ
く
太
陽
の
残
照
で
赤
々
と
燃
え
上
が
っ
て
い
た
。

の
の
し

坤
き
、
罵
り
声
と
共
に
部
下
や
人
夫
た
ち
が
起
き

Eす。
J
Jか
り
と
は
い
え
長
た
る
併
が
い
つ
ま
J

て

h
S
F
 

吋
官
官
色
々
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
身
体
に

無
理
主
活
を
入
れ
て
立
ち
上
が
っ
た

oh

i

‘、

h

・・
1
1

ぷ
先
に
人
数
の
確
認
を
措
一示
す
る
。
一
五
名
の

隊
創
は
全
員
無
、事
。
大
き
な
怪
我
を
持
っ
た
者
も
い

芯

汎

に
荷
と
馬
を
調
べ
さ
せ
る
。
馬
が

一
頭
行

方
不
明
と
な

っ
た
が
、
馬
車
も
荷
も
大
丈
夫
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
馬
が
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
、
馬
車
の
一

台
は
こ
の
場
に
放
置
し
、
荷
も
残
り
の
七
台
に
分
散

• • • ¥ 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
れ
だ
け
の
嵐
に
遭
遇

し
た
の
だ
。
こ
の
程
度
の
被
害
で
済
ん
だ
こ
と
を
幸

運

t
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
p

ァ。

「若
、
す
?
に
日
没
で
す
。
今
日
は
斗
の
場
で
野
営

い
た
し
ま
し
ょ
う
」

t
、
ア
パ
ン
が
申
し
出
た
。r吋
身
と
も
に
疲
れ
果

て
て
い
た
ね
た
し
は

一
も
こ
も
な
く
同
意
し
た
。
し

か
し
彼
は
ど
う
し
て
疲
れ
を
見
せ
な
い
臥
か
。
五
年

前
、
父
と
共
に
引
退
す
る
と
い
っ
て
い
た
男
と
は
思

・λ
b
u
e

い。

の
た
し
は
皆
の
前
で
人
夫
頭
正
ゴ
ル

ダ
銀
貨

一
O
O
枚
を
与
え
、
隊
の
危
機
を
救
3

た
功

労
を
讃
え
た
。
銀
貨
一

O
O
枚
は
大
金
で
あ
る
。
彼

i

'

-

i

n--d

iA

F

F

 

ら
人
夫

t
あ
と
何
臼
も
一
緒
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
カ

モ
ロ
イ
家
の
隊
商
が
公
平
で
気
前
が
よ
い
と
人
夫
仲

間
の
聞
で
評
判
に
で
も
な
れ
ば
、
行
く
先
々
で
人
を

集
め
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
噂
は
馬
の
足
よ
り
も
早

い
も
の
だ
。

一
応
、
こ
の
件
り
前
も
っ
て
ア
パ
ン
に
相
談
し
た
。

す
る
と
彼
は
に

U
、
』
り
笑
い
、

「
色
々
と
お
試
し
に
な
る
こ
と
で
す
」

:
、
、
っ
，
h

、B-
bl

、診』つ』

l
t
p
l
u
d
e
i
ナ
h
t
v
'
'
h
-
J
I

夕
食
の
後
、

2 

そ
れ
か
ら
二
日
後
、
よ
う
や
く
わ
た
し
た
ち
は
ム

ス
ル
の
都
町
辿
り
着
い
た
。

t
uAス
ル
は
閉
山
境
警
設
を
目
的
と
し
た
城
塞
都
市
で
、

j

a

，

P
B
 

古
向
き
三
山
河
パ
ト
一
民
ど
の
高
〈
頑
強
な
壁
が
都
全
体
を

取
り
巻
い
亡
い
J
E

。
交
易
路
だ
け
で
な
く
、
西
方
に

、

、

.

も
こ
う
い
っ
た

P
の
性
格
を
待
つ
都
は
多
く
見
か
け

ら
れ
る
。
℃
ご
は
関
所
の
役
目
も
あ
り
、
ダ
マ
ス
タ

圏
内
を
通
行
す
る
た
め
の
手
形
を
発
行
し
て
い
た
。

都
の
正
門
の
両
側
に
は
、
ず
ん
向
、
り
と
し
た
鉄
の

-・・.A 
⑪ 



回一. 

兵
士
が
一
騎
ず
つ
立
っ
て
い
る
。
東
方
製
の
従
兵
機

だ
。
そ
し
て
普
通
の
兵
士
た
ち
が
一

O
名
ほ
ど
い
る
。

こ
こ
で
町
に
入
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
、
隊
商

や
行
商
人
た
ち
が
列
を
作
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
わ

た
し
た
ち
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
隊
商
の
姿
は
な
い
か

た
い
て
い
は
近
隣
か
ら
来
た
小
規
模
な
も
の
、
ば
か
り

、o

a'

eJ-

列
が
短
く
な
る
に
つ
れ
じ
門
を
国
め
る
従
兵
機
の

姿
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
さ
一

・
五
リ

|
卜
(
六
メ
ー
ト
ル
)
弱
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
、
長

い
槍
を
片
手
に
持
っ
て
い
た
。
か
な
り
の
老
朽
機
の

よ
う
て
、
傷
や
汚
れ
が
ひ
ど
い
。
そ
ば
に
来
て
気
づ

い
た
が
、
背
中
の
む
き
出
し
に
な
っ
た
除
手
槽
に
は
、

人
が
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
足
そ
大
き
な

杭
て
地
面
に
打
ち
つ
け
て
見
る
。
ど
う
や
ら
動
け
な

く
な
っ
た
古
い
機
体
を
置
い
て
あ
る
だ
け
の
よ
う
だ
。

中
原
て
は
操
兵
が
不
足
し
て
FO
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

本
当
ら
し
い
。
も
っ
と
も
、
来
訪
者
の
ほ
と
ん
ど
は

そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
脇
ey
足
早
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

こ
け
合
し
で
あ

っ
て
も
効
巣
が
あ
る
な
ら
そ
れ
も
よ

し
と
い
ラ
こ

t
だ
ろ
う
。

六一

• 

マ:

「
ー
ー
や
あ
、
次
の
者
」

d
v

お
う
へ
い

哨
の
馬
車
が
走
り
出
々
と
と
も
に
横
柄
そ
う
な
役

人
が
手
招
き
を
し
た
シ

b
だ
し
は
馬
車
を
そ
の
男
の

e

，R2
1
F
 

前
に
乗
り
つ
け

b
。

J

r

「
は
う
、
西
方
か

V
来
た
引
か
」

‘d
 

役
人
は
値
踏
み
バ
イ
フ
鳴
錦
町
て
わ
た
し
と
ゲ

パ
ン
を
交
互
に
見
た
。
遠
路
か
-一
の
交
易
商
は
金
持

ち
と
思
っ
て
い
て
、
あ
わ

J
〈
ば
令
押
さ

り

取

ろ

う
と
い
う
心
根
が
見
え
見
え
で
あ
る
J

ア
パ
ン
も
そ
こ
ら
へ
ん
は
伊
て
川
て、

い
つ
も

所
定
の
入
国
税
を
か
フ
際
、
銀
化

hnh
一、

二
枚
多
く

渡
す
。
誌
の
い
ざ
こ

Z避
け
る
，

d
と
W
わ
か

J 

• 

だ JJ) ，等 こ とつ
づれ前っと術腹て
たに 官てがFのがい
。件'い ，て検 立る

イヰな，き査つが
けいるカf
な J 。終不
け柔こわ i争
れらこり 役
ばか一、 人

なな月や の
ら寝余つ j酉
な台りと 代
いも宿壁 に

こ恋場の 化
とし IIfJ内 け
が ふ以 似IJ る
山が外に と
積、立入思

みそちる う

ム
ス
ル
は
城
塞
都
市
に
し
て
は
市
が
盛
ん
ん
て
、
砂

撲
が
舞
う
大
通
り
に
は
露
天
商
が
所
狭
し
と
庖
を
広

げ
て
い
た
。
道
行
く
人
々
も
威
勢
の
よ
い
呼
び
込
み

に
誘
わ
れ
て
、
し
ば
し
足
を
止
め
る
。
か
く
ゅ
う
わ

，
 

た
し
も
好
奇
心
を
抑
え
き
れ
ず
に
馬
車
の
上
か
ら
あ

た
り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
渡
し
て
い
た
。
や
は
り
初

め
て
の
町
に
は
胸
守
躍
ら
せ
る
も
の
が
あ
る
。

「ド
!
l
若
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
」

と
、
隣
の
ア
パ
ン
が
し

っ
か
り
釘
を
刺
す
。

「
こ
こ
の
匠
合
に
荷
を
売

っ
て
、
通
行
手
形
を
申
請

し
、
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
人
夫
の
手
配
だ
ろ
う
。
全
部

終
附
る
頃
に
は
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
」

時
比
し
は
た
め
息
混
じ
り
に
答
え
た
。
実
を
い
え

凶
げ
前
は
い
ず
れ
も
ア
パ
ン
に
任
せ
て
い
た
仕
事
で

r
ht
だ
が
、
キ
タ
ン
あ
た
り
か
ら
自
分
か
ら
頼
み

込
ん
で
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
む
ろ
ん
、
隊
商

の
長
♂
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
な
る
た
め
の
修
行

だ
。
と
こ
ろ
が
未
聞
の
地
と
思
っ
て
い
た
中
原
の
国
々

、ぢ』

J
の
ほ
か
手
続
き
に
う
る
さ
く
、
ひ
と
つ
ひ
と

ち
の
用
漂
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
時
間
と
手
間
を
要

する
o
z
pっ
と
も
手
間
暇
を
短
縮
す
る
コ
ツ
が
あ
り
、

aaF

司

¥

J
hパり
句
ば
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
る
。

円
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
自
分
か
ら
嫌
だ
と

副

司

つら

は
が
え
な
い
と
こ
ろ
が
辛
い
。

J
る
と
、
プ
パ
ン
は
思
い
が
け
れ
州

こ
と
を
い
っ
た
。

，
 

、
「
商
ず
一也司令
に
は
ご
同
行
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
ろ

し
い
ーか
と
砂
じ
ま
す
が
、
人
集
め
な
わ
た
く
し
だ
け

J

て
参
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
少
し
は
羽
根
を
伸
ば

す
時
間
が
取
れ
る
で
し
、ょ
う
」

「
そ
い
つ
は
あ
り
が
た
い
、
が
:
」

ふ

「
た
だ
し
、
お

一
人
で
は
い
け
ま

V
ん
。
川
町
仁
ア
シ

ユ
ア
か
ゴ

l
シ
エ
の
い
ず
れ
か
を
お
連
れ
く
だ
さ
い
」

申
し
訳
な
い
、
と
い
う
気
分
は
あ
っ
き

E
霧
散
し
、
‘
 

わ
た
し
は
自
分
の
眉
筏
を
寄
せ
て
食
っ
て
か
か
る
。

「
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
て
は
な
い
ぞ
。
お
目
付
け
役

おと「な
宏、お用ど
れ考心い
なえのら
くくたん
L. . t，ごめ」
きて
いす

こ都
この
は中
異だ
郷か
と' ら

うそ
こ危
とな
をい

るた業
のバ匠 モ
t:." ノレ 合 b 
。テのイ

儲tィ前家
けアにの
は国乗荷
〆少てやり馬

1./な仕付車〆' い入けは
がれた
た。市

長交 こ街
い易この
旅品で中
てやそ ・以程
は売前に
路りにあ
銀つ通る
をけっ商

，. . 

、、』

旬



• 

圃|

• 
稼
ぐ
た
め
こ
う
い
っ
バ
~
短
糊
の
商
売
も
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
積
荷
の
四

F
E程
度
は
い
つ
も
そ

れ
用
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
ゲ
ザ
先
日
失
っ
た
'馬
車

• 
の
補
充
を
考
え
る
と
、
い
つ
も
よ
り
多
く
放
出
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

商
業
匠
合
は
、
地
元
の
商
人
が
共
同
し
て
運
営
す

る
組
合
組
織
だ
。
刊
と
こ
に
で
も
あ
る
も
の
だ
が
、
交

易
路
に
沿
っ
た
都
に
は
、
た
い
て
い
外
来
の
交
易
商

人
の
た
め
に
窓
口
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
出
向

け
ば
外
国
貨
幣
の
両
替
、
通
行
手
形
の
発
行
な

E
さ

ま
ざ
ま
な
便
宜
を
は
か
つ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
わ
た

し
た
ち
に
河
)
て
み
れ
ば
、
な
い
ほ
う
が
あ
り
、
が
た
い

と
い
う
の
が
本
音
だ
。
何
故
な
ら
ば
、
交
易
商
人
は

少
し
で
も
高
く
む
っ
て
く
れ
る
相
手
に
品
物
を
売
り

た
い
と
考
え
る
冶
と
こ
ろ
が
、
匠
合
は
直
接
の
交
渉

を
禁
じ
て
い
る
。
必
ず
匠
A
u
e
T
通
せ
と
い
う
の
だ
。

こ
ち
ら
の
版
づ
も

ψ
よ
ザ
低
円
買
い
叩
か
れ
る
が
、

そ
れ
を
無
視
す
れ
ば
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
い
や
が
ら
せ
を

行
っ
て
く
る
。
手
形
の
失
効
程
度
な
ら
ば
甘
い
ほ
う

-

あっ

て
、
下
手
を
す
れ
ば
売
買
を
差
し
止
め
、
人
夫
の
斡

せ
ん旋
を
妨
害
し
て
く
る
。
し
か
ムも
、
そ
の
町
だ
け
な
ら

-

d

i

、

ま
だ
し
も
、
回
状
が
回
り
、
行
く
先
々
ぢ
も
同
じ
自

に
あ
う

t
な
れ
ば
否
も
応
も
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

部
下
た
ち
を
玄
関
に
残
し
、
わ
た
し
と
ア
パ
ン
は

匠
合
の
門
を
く
守
る
。
建
物
に
走
る
と
、
す
寸
に
タ

ー
バ
ン
を
巻
い
た
男
が
、
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
ー

ι
M
2
9

4

、

諸
手
を
広
げ
て
や
っ
て
き
た
。

「
モ
ロ

イ
家
の
方
で
す
な
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し

た
ぞ
。
ム
ス
ル
の
都
に
ょ
う
こ
そ
。
匠
合
を
代
表
し
、

歓
迎
の
立
を
表
し
た
い
」

り
ゅ
う
ち
ょ
う

男
は
流
暢
な
西
方
語
で
話
し
か
け
て
き
た
。

「
わ
た
く
し
の
名
は
ド
モ
。
こ
の
匠
A
U
J
て
交
渉
役
を

つ
ま
り
、
交
易
品
の
値
を

任
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

話
し
合
う
係
と
い
う
こ
と
。
わ
た
く
し
め
の
権
限
が

及
ぶ
限
り
お
力
に
な
の
ま
し
ょ
う
」

そ
う
い
門
て
男
は
わ
な
し
の
手
を
取
り
、
建
物
の

奥
に
引
っ

J
吋つ
〈
h
p
く
。
ま
わ
野

に
い
た
匠
治
貨
の

「ィ

r
F
一

-

J

4

何
人
か
が
司法
い
顔
砂
以
て
い

る。

陪
そ
に
先
を
越
さ

れ
て
く
ゃ
い
と

f
る

f
よ
う
に

y'

わ
た
し
た
ち
が
案
内
「
れ
た
場
所
は
、

上
客
用
と

い
っ
て
も
よ
い
喋
撃
な
部
屋
で
あ
可
た
。

〆

ド
モ
が
「
ち
ど
っ
と
」
と
い
っ
て
席
を
離
れ
た
隙

に
、
わ
た
し
は
『
Jt
ハ
ン
の
耳
に
さ
さ
や
く
。

「
こ
れ
は
い

っ
た
い
?
」

「
あ
の
者
は
わ
た
ベ
し
た
ち
の
Y
積
荷
の
中
身
を
知

つ

白
い
る
の
で
し
ょ
ト
ね
刊
裏
で
そ
れ
を
手
に
入
れ
た

い
の
で
し
ょ
う
」

と
、
ア
パ
ン
は
こ
と
も
な
げ
に
答
え
た
。

「
ど
う
や

っ
て
知
っ
た
の
だ
」

「
都
に
入
る
際
、
役
人
が
荷
を
-調
ぺ
ま
し
た
ね
。
き

っ
と
変
わ
っ
た
荷
が
あ
れ
ば
知
ら
せ
る
手
は
ず
が
で

き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
匠
ム
ロ
も
結
局
は
商
人
の
集

ま
り
|
|
|
仲
間
を
出
し
抜
d
n
才
覚
が
な
け
れ
ば
ゃ
っ

て
い
け
ま
せ
ん
」

~
 

「
そ
れ
に
し
て
あ
「

」

恒

あ
き

わ
た
し
は
呆
れ
返
っ
h

た
。
鴨
か
に
わ
た
し
た
ち
と

て
匠
合
に
隠
れ
た
間
取
引
を
何
度
か
行
っ
て
き
て
い

は
い
る
。
だ
が
、
白
畳
堂
々
、
し
か
も
匠
合
の
内
部

で
お
お
っ
ぴ
ら
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

事、。
J'' 

毛
う
な
木
デ

filli し交「音箱
{直た t歩ぃ rかをそ
にてや役a 守主叫抱Fう
見し c::"あ 」 えこ
令ょっ、金てう
うういあが、戻し
なたな詰って
正。らたまて 、い

当そ散がつきる
なの々たてたと
る点にはい
何li 、買運る卓ド
格わいがとにモ
をた叩よ推4 置が
設くかろ iHlJ ぃ頑
定しれしした
すめ 、い 空 1~ U寺
るは大。。に

」秒~ f}l他し
のをの た

• 

-〆

ト

畠，.
a-
a
，. 

，μ' 

• 

，、
ド
モ
は
舌
を
忙
し
そ
立
に
動
か
し
、
自
己
宣
伝
に

、

務
め
た
。

、

「
さ
っ
そ
く
〕忘

れ

|

|」

九

一

ア
パ

vu相
手
の
弁
舌
を
聞
き
流
し
、
バ
ル
-
ア
イ

ア
か
も
逮
み
で
き
た
荷
の
見
本
口
聞
を
並
べ
た
。
特
産
，

の
香
立
寸
料
五
種
、
生
薬
七
種
が
分
け
ら
れ
た
包
み
、

戸

、

ガ

ラ

ス

刷

そ
れ
に
鋭
で
あ
る
。
鋭
は
硝
子
製
で
、
銅
銭
が
は

t

ん
ど
の
ダ
マ
ス
タ
で
は
珍
重
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

ま
わ
り
の
銅
細

Y
の
装
飾
も
見
事
な
も
の
で
、
美
術

工
芸
品
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
ま
た
割
れ
や
す
い

こ
と
か
ら
輸
送
が
な
か
な
か
に
難
し
く
、
遠
隔
地
、
て

は
か
な
り
の
高
値
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
香
辛
料

や
薬
は
、
そ
こ
そ
こ
と
い
っ
。

と
こ
ろ
だ
。
東
方
ま

で
持

ヲ
て
行
け
ば
も
の
凄
い
値
が
つ
く
が
、
パ
ル
-
ア

ィ
ア

・
ダ
マ
ス
タ
聞
で
は
さ
は

E
の
利
益
は
期
待
で

き
な
い
。

.-

ド
モ
は
包
み
を
開
き
、
必
を
近
づ
け
匂
い
を
吹
い

だ
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丹
念
に
。

「
こ
れ
は
上
物
ば
か
り
だ
。
い
い
で
し
ょ
う
。
す
べ

て
こ
ち
ら
で
引
き
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

そ
し
て
、
あ
っ
さ
り
値
を
告
げ
た
。

悪
い
値
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
そ
れ
ほ
ど
良
い

値
で
も
な
か
っ
た
が
:
:
・
。

一

「弓

が
そ
の
値
で
承
諾
す
れ
ば
、
商
談
成
立
と
な

り
ま
す
か
」

と
、
ア
パ
ン
。

• / 

• 

「
い
け
ぷ
せ
ん
な
、
西
方
の
御
方
は
結
論
争
』急
ぎ
た

が
る
」

〆

「A
V
日
の
う
ち
に
済
ま
せ
て
お
き
た
い
用
事
が
多
い

ノ

も
の
で
。
そ
れ
に
・
:
中
原
に
は

『時
は
金
な
り
』

/

と
い
う
格
言
が
あ
り
ま
せ
ん
か
?
あ
あ
、
少
な
く

〆

と
も
あ
な
た
は
ご
存
じ
で
す
ね
、
ミ
ナ
ル
の
血
を
引

く
あ
な
た
な
ら
ば
」

さ
ら
り
と
い
っ
た
言
葉
だ
が
、
相
手
に
与
え
た
街



撃
は
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

ド
モ

の
顔
か
ら
作
為
的
な
笑
み
が
消
え
、
代
わ
り

に
し
た
た
か
な
商
人
の
不
敵
な
表
情
が
浮
か
ぶ
。

「
ふ
ふ

・:
・
・
・
ど
う
や
ら
こ
ち
ら
の
真
意
は
見
抜
い
て

お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
結
構
。
腹
の
探
り
合
い
を
し
な

く
て
済
む
」

|
|
奴
は
ミ
ナ
ル
人
だ
っ
た
の
か
。

お
そ
ら
く
、
わ
た
し
の
顔
は
驚
き
に
引
き
つ

つ
?て

い
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
納
得
も
し
た
。
確
か
に
ミ
ナ

山
川
商
人
な
ら
ば
装
工
作
は
お
手
の
も
の
だ
。

/ 
ミ
ナ
ル
人
は
、

喝事F

元
を
正
せ
ば
わ
た
し
と
同
じ
西
方

，
 

に
端
を
発
す
る
部
族
で
あ
っ
た
ρ
凶彼
ら
は
中
世
期
に

・、
d

園、唱
W

故
国
を
戦
で
失
い
、
散
り
能
り
に
な
ィ
ゎ
。
だ
が
、

ず

彼
ら
に
は
武
器
が
あ
っ
附
。
万
の
四
球
兵
を
擁
す
る
大

国
も
か
な
わ
ぬ
|
|
|
『
金
』
ゲ
い
う
名
の
力
で
あ
る
。

ミ
ナ
ル
の
民
は
、
《
西
方
ペ
ガ

1
ナ
八
柱
》
の
ひ
と

つ
で
あ
る

《
商
い
の
神
》
有
不
|
ナ
を
信
奉
す
る
一

族
-
で
あ
っ
た
。
故
国
崩
壊
後
、
西
方
各
地
に
分
散
し

た
彼
ら
は
、
同
胞
の
固
い
連
帯
を
も
っ
て
交
易
を
推

進
し
、
西
方
に
が

い
て
隠
れ
た
勢
力
に
の
し
上
が
っ

た
。
さ
ら
に
西
方
暦
の

一
四
世
紀
に
は
本
格
的
な
東

西
交
易
に
乗
り
出
し
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
交
易
路

の
制
定
備
に
〆取
り
掛
か

っ
た
。
そ
し
て
、
四

O
O
年
の
・

間

h、
中
原
に
お
け
る
宿
場
町
の
設
置
、

交
易
用
ゴ

ル
ダ
金
貨
の
統
一
、
新
た
な
道
標
の
設
置
付
込
ど
国
家

て
も
実
現
不
可
能
な
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

今
日
、
ミ
ナ
ル
人
は
西
方
か
ら
中
原
、
さ
ら
に
は

東
方
ま
で
確
固
た
る
基
盤
を
作
り
上
げ
た
。
だ
が
、

そ
れ
は

『金
』
と

『欲
』
に
彩
ら
れ
た
暗
闘
の
歴
史

で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
各
国
の
王
族
、
貴
族
へ
の
多

額
の
賄
賂
な
ど
当
た
り
前
で
、
対
立
し
た
地
ム
冗
匠
A
口

、
d

r

A

、
.

へ
の
経
済
的
制
裁

i
傭
丘
(
を
用
い
て
の
暴
力
的
、庄
力
、

，

、

、

時
に
は
軍
を
動
か
す
ご
』

U
明
あ
っ
た
と
聞
く
も

そ
し
て
、
基
盤
を
確
立
し
た
の
ち
は
、
ぴ
た
り
と

ミ
ナ
ル
の
名
を
世
間
か
ら
隠
し
た
。
彼
氏
り
の
悪
評
は

下
町
の
品
地
色
駆
け
る
小
僧
ま
で
知
る

t
、』
ろ
と
な

り
予
つ
い
に
は
強
欲
、
ケ
チ
を
罵
る
倒
ぇ
品
し
て
そ

d
F
4
 

の
ー名
が
，
q
わ
れ
る
よ
う
K
な
っ
て
、
彼
ら
叫B
商
売
上

の
損
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
異
国
で
の
混

仰
が
進
み
、

一
族
の
特
徴
J

で
あ
っ
た
銀
色
の
髪
も
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
う
困
難
で
は
な
か

っ
た

ら
し
い
。
だ
が
、
表
向
き
が
ど
う
あ
作
、
ミ
ナ
ル
の

力
は
前
に
も
増
し
て
絶
大
で
あ
り
、

一
交
易
商
に
過

y
な
い
わ
た
し
な
ど
が
刃
向
か
え
る
相
手
で
は
な
い

の
だ
。
/ 

わ
た
く
し
が
欲
」

い
も
め
の
見
当
も
つ
い

つ
て
は
、

て
お
ら
れ
る
引
で
し
ょ
う
な
ι
や

ゆ

ミ
ナ
ル
商
人
の
ド
モ
は
、
柵
内
総
す
る
よ
う
な
目
付

き
で
ア
パ
ン
を
見
た
。

「
採
り
合
い
は
や
め
る
の
い
で
し
ょ
う
。
は
っ
き
り
条

件
を
お
っ
し
ゃ

っ
て
く
だ
さ
い
」

ぴ
し
ゃ
り
と
は
ね
の
け
る
〉
う
な
言
葉
に
ド
モ
は

苦
笑
し
た
。

「〈
〈
，
.
-
こ
れ
は
一
本
司取
ら
れ
ま
し
た
。
さ
す
が

'
 

は
ア
パ
ン
・
↓
/
ロ
!
ふ
殿
、
一
品
縄
で
は
い
か
な
い

よ
う
で
す
な
。
で
取
率
直
に
申
」
上
げ
よ
う
。
ミ

ル

ジ
ア
鉄
を
分
け
、
い
た
だ
き
た
い
」

ア
ーバ
ン
は
数
瞬
思
考
を
巡
ら
し
た
の
ち
に

「

日

い
か
は
吋

」

司

J

L

J

!

と
が
問
う
o

a

h

h

‘
‘
，
h

‘盲司l

「
す
ペ

wZ
と
ま
申
し
、ま
、せ
礼
。

荷
の
半
分
、
i
地
金
L、、

ミ
ル
JW
ァ
-鉄
と
は
、
商
方
南
部
域
ミ
ル
ジ
ア
国
で

産
出
ぼ
れ
る
極
め
可
良
質
の
鉄
鋼
石
か
ら
作
ら
れ
た

地
金
で
あ
る
。
同
恥
よ
う
に
鍛
錬
し
て
も
、
普
通
の

e 

地
金
を
使
っ
た
も
の
と
は
歴
然
と
し
た
差
が
出
る
。

唱
」
れ
に
並
ぶ
も
の
は
砂
鉄
か
ら
作

っ
た
東
方
の
ア
l

リ
ア
鉄
ゆ
み
で
、
名
剣
と
呼
ば
れ
る
武
器
は
、
こ
の

い
ず
刊

か
の
鉄
を
材
料
に
し
て
い
る
、
と
さ

λ

い
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
ア
ー
リ

W
鉄
は
産
出
量
が
少
な
く
、

東
方
に
お
い
で
さ
え
需
要
を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
東
方
に
ミ
ル
シ
ア
欽
を
持
ち
込
め
ば
、
も

の
珍
し
き
も
働
き
、
と
ん
で
も
な
い
高
値
に
な
る
。

わ
た
し
の
隊
商
の
重
要
な
荷
の
ひ
と
つ
だ
。

光 f員が円 ;-， 
がわに、 A寵と/お
とた1;): 1官~[ル〆、そ

もしな dが..... I~ーアら
るはらi土東ノf く
の I :~な' <方ン金
をJ之いなでは綴
唆，やとるっそが
じか，恩こけつ初?
t~ Iこ L、とるけり
。笑 まを値な合
うす考 に くわ
ドがえは答ん
モ:れ届えで
の ばかるし
目 」 、ん 。ょ

に きて" う
妖はしな
し 、どよ 」

い 、 の ~

ー
、.l，
.1 

-ーi
な
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圃

. 
、

唱勝
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差
し
支
え
な
け
れ
ば
、

た
記

Qま
せ
A
V
か
」
、

わ
た
く
し
に
教
え
て
い

ア
シ
可
ユ
ア
が
好
奇
心
だ
け
で
物
を
い
っ
て
い
る
わ

け、
H
は
な
い
。
話
せ
ば
少
し
は
わ
た
し
の
気
も
晴
れ

'
百る
、
と
純
粋
な
好
意
の
現
れ
だ
っ
た
。
だ
が
、

馬
鹿

正
直
に
不
満
ぞ
部
下
に
漏
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

困
、

こ
け
ん

そ
れ
は
隊
の
長
と
し
て
の
泊
券
に
|
|
ム
人
げ
さ
の
よ

隊
そ
の
も
の
の
存
亡
に
も
か
か
わ
る
こ
と

に
、飲
べめ一

‘
『
ふ
ふ

から

わ
た
し
は
酒
瓶
を
持
ち
上
げ
、
ア
シ
ュ
ア
の
空
の

さ
か
ず
き

司

杯

に

そ
そ
ぎ
込
も
う
と
し
た
が
、

「い
ヤ
λ

、
叶
」J
か
以
上
は
」

』

下

、
ァ
ン
ユ
ア
は
杯
五
さ
に
し
て
断
る
。
議

ば
と
ん
ど
酒
を
口
に
入
れ
て
い
な
い
。
，
生
真
面
目
ヘな

男
で
、
お
そ
ら
く
は
わ

k
し
の
護
衛
が
務
ま
ら
な

f

な
る
と
い
う
理
由
で
飲
ま
な
い
の
だ
ろ
う
。

舌
打
ち
し
て
、
持
ち
上
げ
た
瓶
を
自
分
の
杯
に

丸

い
だ
。
酒
気
が
回
っ
て
い
る
の
だ
ろ
h
ノ
、
毒
々
し
い

赤
色
の
液
体
が
杯
か
ら
溢
材
、
卓
の
上
に
広
が
る
。

「
オ
ロ
ス
さ
ま
/
」

刊
誌

い
っ
た
な
、

そ
ん
な
風
に
見
え
た
か
。

お
ま
え

の
い
う
通
り
少
し
飲
み
過
ぎ
吋
ょ
う
だ
」

わ
た
し
は
照
れ
た
よ
う
に
笑
っ
て
見
せ
た
。

勺
て
は
?
」

?

に
腹
な
ん
ぞ
立
て
て
い
や
し
な
い
き
。
匠
合
と

め
取
引
も
ま
あ
ま
あ
う
ま
く
い
っ
た
。
問
題
な
ど
あ

り
は
し
な
い
」

俳

こ
れ
は
嘘
だ
。
ミ
ナ
ル
商
人
の
ド
モ
の
言
葉
の
裏

ピ
含
ま
れ
る
脅
迫
(
と
レ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
)
に
負

け
、
ア
パ
ン
乍
貴
重
な
ミ
ル
ジ
ア
鉄
を
譲
り
渡
し
た
。

仕
方
の
な
い
選
択
だ
っ
た
と
わ
た
し
自
身
思
っ
て
い

%
。
土
地
の
匠
合
な
ど
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
ミ
ナ

r
白

・

r
、

，

生
商
人
の
政
治
力
は
強
い
。
脅
迫
戸
匂
わ
せ
ず
い
ぷ

E

t

t

 

ふ
ち
こ
ん
た
っ
て
お
く
ほ
う
、、
が
賢
明
な
の
だ
。

!

』
可
、
h

h

h

弘
司

も
っ

と
も
湿
性
が
割
り
切
っ
て
も
、
心
が
荒
ぶ
る

4
『

ι噌

h

-

L

司

、

の
を
抑
λ
稿
、，

L
は
で
き
な
か
っ
た
が
。

ア
タ
ユ
'ア
は
ね
た
し
の
胸
の
内
を
探
る
目
付
き
を

関、‘，
し
た
。

も「
う土ア
そ地シ
れのユ
酉ア
らはは
い加わ
に減た
Jながし
き〉¥むの
れ力昔 、毛

たらか
，.t. dユら
う、瓶
カf とを
」申取
しり
ま上
す...11: 

興期客き 「

味待のなわう
をし好音たる
失た奇がしさ
いこの山はい
、と視た卓/
絡が線 。 を」

々起が i酉拳
しここ場で
さらちの叩
がぬらざい
戻とにわた
寸¥わ集 、め
て 、か中き思
いるしカヲ つ

くと hた ー た
，"0 I瞬以

すだL途上
ぐEカf、t刀 tご
lτ一 、れ大

「
:
・
:
し
か
し
、
例
の
地
金
は
こ
ど
で
降
ろ
す
予
定

で
は
な
か

っ
た
は
ず
で
す
。
何
か
の
圧
力
が
か
か
っ

1-

' • 

た
の
か
、

i¥ 
A te 
しの
はず

自主
中

や
は
り
感
づ
い
て
い
た
か
、

て
嘆
息
を
吐
い
た
。

、.
隊
商
は
互
い
の
信
頼
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
。

遠

足

早

長

い

間

旅

す

る

の

~
。
そ
の
関
係
が
崩

れ
れ
ば
隊
同
あ
っ
さ
り
と
崩
壊
AH
%
だ
ろ
う
。
こ
と

に
わ
た
し
ゃ
ア
パ
ン
は
部
下
た
ち
の
上
に
立
つ
に
ふ

さ
わ
し
い
存
在
か
、
常
に
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る

t

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
だ
、
西
方
城
か
ら
出
る
前
の
こ
と
だ
。

の
ま
ら

な
い
こ
と
か
ら
わ
た
し
は
ア
パ
ン
と
い
さ
ら

、
を
起

こ
し
た
。
そ
れ
も
部
下
た
ち
の
自
の
前
で
だ
。
マ
の

報
い
は
す
ぐ
に
訪
れ
た
。
父
の
ゆ

か
ム

1
7F

く
れ
て
い
た
部
下
数
名
が
荷
馬
車
五

行
方
を
く
ら

ま
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
彼
ら
は
行
動
で
わ
た
し
を

長
と
し
て
不
適
格
と
断
じ
た
の
だ
。
進
の
こ
ど
は
不

可
能
だ
っ
た
。
役
人
や
匠
合
に
届
け
る
し
げ

も
ザ
九

h

a

，
 

な
い
。
モ
ロ
イ
家
の
恥
を
世
間
に
触
れ
回
る
よ
う
な

も
の
だ
か
ら
だ

on残
っ
た
部
下
、

ゴ

l
シ
エ
や
ア
シ

ユ
ア
を
ア
パ
ン
が
抑
え
、
何
と
か
旅
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
わ
れ
ら
が
ミ
ナ
ル
商
人

に
し
て
や
ら
れ
た
と
知
っ
た
場
合
、
果
た
し
て
二
人

が
今
ま
で
通
り
従
っ
て
く
れ
る
か
?

わ
た
し
の
懸
念
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

き
ゅ
う

柁
変
か
も
し
れ
な
い
。
何
と
い
っ
て
も
二
人
と
は

聞
包
む
の
歳
月
に
亘
っ
て
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
の

だ
。
事
情
守
秘
せ
ば
わ
か
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な

J

O
 

ぃ。

『弘
、
が
噌
か

丸
た
で
す
ね
』
の

一
言
で
片
付
く
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
、
，
わ
た
し
は
何
も
か
も
打
ち
明
け
、
胸
に

始
終
の
し
「
か
か
る
重
荷
を
降
ろ
し
た
い
、
と
思
っ
て

、ー、

い
た
。
者
言
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
が
長

t
呼
ば
れ
る
者

の
丞
賓
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

‘ 



ζ守『

--込、

.， 

んやけ 「

で、と放そ
き庄たう
た内れ口実
のに、火は
か入十を」
すっ数切
て1て人つ
にきかた
でたの時
き C屈〆、
あ彼強外
がらなの
つは男扉
て{也たが
いのち勢
る場がい
様所 E よ
子てやく
だ鉱〈ど n開

べJ 

J 

• 

6静

• 

わ
た
し
は
自

tl " れーい人お
銭主そて O うさ寸
に人い初 O のまて
目はつめ枚が， 、命

好 身 li て"1.ご普!f!::， li 
H玄i 含 ピ t::~ 。通 'こ惜
ん策1:" "つ快同ごかし
だりこp たJ つろに L、
か出 o)ぜ、う遊や
?すお」こ。事IE な
よ大ど んたい

だ、う尽l なった嵐
カこさ Lf t: しカf
いま ろそま近
もっ fご いれしづ
うた」 仕だよけ
駄。 事けうば
目 lまてい .. 
だ 生銀つ笹p
ろ ま貨て主

う
な
」
「
何
で
だ
」

「
そ
い
つ
は
、

お
ん
ぞ
う
し

西
方
の
交
易
商
の
御
曹
司
だ
が
、
見

た
と
こ
ろ
実
権
は
お
付
き
の
じ
い
さ
ん
が
握
っ
て
い

る
ね
。
一
度
く
ら
い
は
無
駄
遣
い
を
許
し
も
し
よ
う

が
、
二
度
目
は
あ
り
え
な
い
。
賃
金
は
相
場
だ
っ
た

と
い
っ
た
ろ
う
。
か
り
や
、
食
え
な
い
じ
い
さ
ん
だ

ιυ 

ょ
。
も
っ
と
も
若
さ

U
の
お
守
り
に
は
相
当
苦
労
し

て
い
る
よ
う
で
、
見
て
い
て
気
の
毒
だ
っ
た
が
な
」

話
を
聞
い
て
い
た
人
夫
た
ち
が
、
ど
っ
と
野
卑
な

笑

い
声
を
上
げ
る
。

、，

そ
の
時
、
人
夫
頭
が
持
っ
て
い
た
酒
楓
が
派
手
な

音
を
上
げ
て
砕
け
散
り
、
赤
い
液
体
が
あ
げ
今
の
ー者
、

，酒、

4

a

の
顔
を
濡
ら
し
た
。

酒
場
全
体
が
静
ま
り
か
え
っ
た
。

‘

呆
然
と
す
る
人
夫
頭
の
後
ろ
の
壁
に
一
本
の
細
身

の
短
剣
が
突
き
立
っ
て
い
た
。

ア
シ
ュ
ア
が
投
じ
た
も
の
だ
。

「賞
様
ら
|
|
/
」

温
厚
な
ア
ψ

ュ
ア
が
今
は
憤
怒
の
表
情
を
浮
か
べ

て
人
夫
た
ち
を
院
み
つ
け
て
い
だ
。

こ
こ
で
よ
う
や

、、、，ω
 

け
た
。
自
分
の
こ
と
が
話
題
と
な
り
、

w
dζ
耳
を
立
て
る
。

「
噴
金
は
相
場
だ

っ
た
が
、
別
に
報
償
が
出
た
の
さ
。

な
ん
と
銀
貸

一
O
O枚
だ
ぜ
、
一

O
O枚
」

、
と
、
い

っ
て
人
夫
頭
は
懐
か
ら
口
を
縛
っ
た
革
袋

「
オ
ロ
ス
さ
ま
|
|
」

切

何
取
り
出
し
、
卓
の
上
に
貨
幣
伊
山
を
作
っ
た
。

一-あ
あ
、
人
フ
ち
の
人
夫
だ
っ
た
連
中
の
よ
う
だ
な
。

'

「
¥必

じ
ゃ
な
い
か
」

金
、
お
-
A
Aペ
て
す
っ
か
り
上
機
嫌
だ
」

・
4
主
人
は
目
を
見
開
く
。

キ
夕
、

の
M

パ
時
た
ち
は
、
庄
の
隅
で
ひ
っ
そ
り
飲

¥
iw
qま
が
貰
っ
た
も
ん
だ
が
、
制
り
か
め
っ
て
わ

ん
で
い
る
わ
た
斗
れ
ん
ち
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
あ
の
J

け
に
円

い
か
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
皆
に

舟
つ
ば
ら

ν具
合
ゆ
で

叫
ん
兵
正
面
に
い
て
も
怪
し

ぺ

，

振
舞
ぷ

て
い
る
の
さ
」

も
の
だ
が
。

司

，

ヴ

人
夫
た
ち
が
は
や
し
声
を
上
げ
る
。
杯
を
次
々
に

「
親
父
っ
、

乾
〆
溺
を
ず
ザ

て
こ
い
。
い
つ
も
の
じ
欽
持
干
し
、
酒
瓶
の
奪
い
合
い
を
始
め
た
。

ゃ
な
い
。
も
ふ

4
M
z

…
「
そ
り
に
し
て
も
何
を
や
っ
た
ん
だ
。
よ
ほ
ど

〆

¥

ー

τ

人
夫
頭
だ
っ
た
男
が
顔
を
紅
潮
怠
せ
て
大
声
を
上

、
ぉ
，
手

術
b
z
立
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
銭
は
出
す

4

t

b
-

、¥
J
d

F

げ
る
。
呼
応
し
て
仲
間
だ
ち
の
歓
声
が

E
っ

t
沸
く
ぐ
¥
え

d

F

'

、
;

L

W

慌
て
て
主
人
と
女
給
が
酒
，瓶
と
人
身
分
の
杯
を
抱
え

u

r

了

、
こ
み
が
よ
、

笑
を
い
え
ば
俺
た
ち
に
も
よ
く
わ

て
飛
ん
で
い
っ
た
。

/

戸

か

q
k
A
ん
だ
」

「
ず
い
ぶ
ん
と
景
気
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
内
気
前
の

「
恥
っ
?
」4

い
い
隊
商
に
雇
わ
れ
た
の
か
?
」

d
r

J

Jb一
行

ぶ

っ

た

っ

て

名

し

だ

が

こ

ち

応
の
主
人
は
客
の
杯
に
酒
を
つ
ま
な
が

ら

認

し

か

と

ら

特

別

な

之
と
を
し
た
と
は
間
十
え
な

い
。
俺
た
ち

く
彼
ら
も
わ
た
し
た
ち
の
存
在
に
気
づ
い
た
。

「
よ
・せ、

ア
シ
ユ
『
/
」

わ
た
し
は
彼
を
制
止
す
る
。
こ
こ
で
人
夫
た
ち
に

文
句
を
い
っ
た
と
こ
ろ
で
何
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

「
い
え
黙

っ
て
い

ハ

仰

せ
ん
王
人
が
受
け
た
周



• 
辱
は
然
、
が
屈
辱
。
こ
て
は
巾
た
し
に
お
任
せ
を
」

ア
シ
ユ
ア
HW
股
mw
m
附
剣

prす
咋

3す
放

ふ
た
。

あ
っ
け
に
取
ら
れ
て
い
た
人
夫

b
fち
も
、
a
そb
m
り、刃

，
 

の
輝
き
を
見
て
一
斉
に
正
気
に
返
っ
た
。

「
け
、
剣
を
抜
い
て
何
し
よ
う
っ
て
い
う
ん
だ
い
、

兄
ち
ゃ
ん
。
俺
た
ち
全
員
を
相
手
に
し
よ
う
っ
て
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
」

人
夫
頭
は
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
勇
ま
し
く

立
ち
上
が
っ
た
。

、

「断

っ
て
お
く
が
、
あ
ん
た
ら
と
の
契
約
は
も
う
終

わ
っ
て
い
る
ん
だ
。
何
を
く
っ
ち
ゃ
ぺ
ろ
う
と
こ
っ

付

ん

か

ち
の
勝
手
行
あ
な
。
そ
れ
で
も
崎
一嘩
を
売
ろ
う
っ
て

い
う
な
ら
、
、
ー

ヒ
己ヘ
買
っ
て
や
る
さ
。
た
だ
し
、

剣
を
抜
ぃ
、た
の
は
宇
っ
ち
が
先
。
手
加
減
な
ん
ぞ
期

「う f寺
ゃに男す
め短がる
て剣いな
くをいよ
れ抜終」
いわ

みゆだる
‘。 と
rg 1 
で r 人
M:... 夫
ぎた
をち
起は
こ 威い

き嚇?
なす
し、る

でよ

く
れ
」

A
J
 

庄
の
主
人
が
血
の
気
が
決
せ
た
顔
正
叫
ぶ
が
、
ア

シ
ュ
ア
も
人
夫
た
ち
も
ま
る
で
退
く
気
配
以
r見
せ
な

司
、

か
っ
た
。
同
席
し
た
他
の
客
た
ち
な
、
グ
騒
ざ
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
と
隅
に
退
い
た
。

鋭
い
切

っ
先
を
人
夫
頭
に
向
け
な
が
ら
ア
シ
ユ
ア

は
じ
り
じ
り
と
近
づ
い
て
い

っ
た
。
圧
倒
的
な
人
数

お

〈

み

じ
ん

差
に
も
関
わ
ら
ず
彼
に
は
臆
す
る
様
子
は
微
塵
も
な

か
っ
た
。

そ
の
身
体
中
に
み
な
ぎ
る
自
信
と
気
迫
を
感
じ
た

の
か
、
キ
タ
ン
人
の
聞
に
動
揺
が
走

っ
た
。
人
夫
頭

は
仲
間
に
突

っ
込
め
と
せ
か
す
が
、
誰

一
人
動
こ
う

と
は
し
な
か

っ
た
。

人
夫

ア
シ
ユ
ア
の
剣
の
切

っ
先
が
目
前
に
迫
り
、

頭
は
叫
び
声
を
上
げ
、
斬
り
か
か

っ
た
。

次
の
瞬
間
、
人
夫
頭
の
短
剣
は
天
井
に
突
き
刺
さ

り、
a
F
倣
自
身
は
必
か
ら
血
を
吹
き
出
し
な
が
ら
床
で

苦
悶
の
岬
き
を
漏
ら
山
て
い
た
。

S

F

F

と
ら

わ
た
し
の
目
に
は
ア
シ
日
ア
の
動
き
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ヲ

ベ

7
4F
4

剣
を
は
怠
飛
£

b
、日
返
J

す
剣
の
柄
で
そ
の
鼻
を
強
打

L
h
U
円ザ
ハ
メー

噛

9

・
や
さ
お
と
w

「
一

ア
シ
主

ア
は

ι
見
細
身
の
優
男
口
映
る
が
、
剣
の

ミ

4
F

再

・

a''

腕
前
は
f
、
ん
じ
止
そ
こ
げ
の
剣
士
に
劣
る
も
の
ぞ
は

な
い
。

見す (9 え 「

せ気投上凄さ
なはげが l味あ
いな拾っの
いてた手IJ 次
よる 。 いは

う者完 ?こ aど
だも会一通，rい
いにコシつ
怒...-1.:.戦四二子だ
り."，.0 -::意ア巳

の fごを 、の
気 が裂王宮
は失 "'tこ
静アし人
まシ、夫
るユ短た
様ア食IJ ち
子はを.I立
を言午床震

て 「ずた 「
い サ!宛:に 。わもわ
たそ:彼風たうた
。摘ゴのふのし 、し
ま l 懐Eよよそは
れシにろうりの 今
たエ忍に先〈度
ア、び素に ら こ

シ何寄早アいそ
ユ故 っ く シ てL止
ア ‘おた'-;.. 、ユいめ

が 吋 のまアいよ
驚えだたのだう
きカiFdP気 J!宛ろと
に」 配をう
目 を摺」走
を感 U り
見 じ者出
張 さがす
っ せい 。

彼
は
わ
た
し
の
も
う

一
人
の
部
下
、
ゴ

l
シ
エ
い
で

あ
っ
た
。
ア
シ
ユ
ア
と
同
じ
隊
商
の
護
衛
が
主
な
役

割
。
て
、
剣
技
の
冴
え
は
彼
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。

「
オ
ロ
ス
さ
ま
、
こ
れ
以
上
の
制
裁
は
不
宴
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
:
:
:
」

r

ゴ
リ
J
JF

ェ
は
静
か
な
口
調
で
い
っ
た
。
そ
の
涼
や

m

吋

む
ほ
双
時
し
は
何
の
感
官
も
浮
か
ん
で
い
み
か
っ
た
。

わ
た

h
は
た
だ
う
な
ず
く
し
か
な
か
っ
た
。

h
り

で
て
は
、
引
き
揚
げ
ま
し
ょ
う
。
ア
パ
ン
殿
も
心
配

な
さ

っ
て
お
い
で
で
す
」

司

わ
た
し
た
ち
は
す
ぐ
に
酒
場
を
出
た
。
帰
る
前
に

骨'

.1.喝耐

.，/ 

ー

畠--

•. .. ，. 

し鼻
出を
し折l
てき
さえ

たた
カf 人

よ富
たが・-
し 曹
は金
受を
It古
耳R め
ら た
な革
か袋
つを
た、差

.←一世

4 

ム
ス
ぷ

の
都
に
は
結
局
五
唱
滞
在
し
た
。

理
由
は
騒
動
の
あ
っ
た
翌
朝
、
わ
た
し
は
{
倍
。
て
急

)

匂

に
発
熱
し
動
け
な
く
な
っ
た
の
だ
。
ア
パ
ン
は
、
わ

た
し
を
責
め
る
ー
と
行

な
く
、

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
重
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
、
疲

れ
が
出
た
の
で
し
ょ
う
」

と
、
慰
め
て
く
れ
た
。
わ
た
し
は
寝
台
の
毛
布
を

頭
か
ら
被
っ
た
。
恥
ず
か
し

Oて
ア
パ
ン
の
顔
を
直

視
で
ふ
な
か
っ
た
の
だ
。

，

隊
聞
が
そ

の
地
に
留
ま
っ
て
い
る
問
、
ア
パ
ン
は

精
力
的
に
都
を
回

っ
た
。
失
っ
た
ミ
ル
ジ
ア
鉄
の
代

唾静



わ
り
を
求
め
て
の
こ
と
だ
。
ア
シ
ユ
ア
も
ゴ

l
シ
エ

も
宿
に
は
ほ
と
ん
ど
寄
り
つ
か
な
い
。
ア
パ
ン
の
命

で
や
は
り
都
中
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
と
い
う
。

寝
な
が
ら
、
わ
た
し
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

た
。
酒
場
で
の

一
件
を
初
め
と
し
て
、
こ
の
大
旅
行

て
遭
遇
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
、
そ
こ
で
自
分
は
、

ア
パ
ン
は
ど
の
よ
う
に
振
舞
っ
た
か
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
思
い
起
こ
し
て
い

っ
た
。

い
や
、

E
ち
ら
か
と

い
え
ば
熱
が
見
せ
た
幻
影
が
わ
た
し
に
追
体
験
を
強

要
し
た
、
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
し
い
だ
ろ
今
。
多
く

の
場
合
、
わ
た
し
の
一
方
的
な
品
川
か
さ
市
玄関
て

知

ら

さ
れ
、
寝
台
の
中
で
身
悶
え
す
る
こ
と
と
冶
っ
た
。
目

そ
し
て
、
四
日
目
の
晩
ひ
と
つ
の
結
論
に
達
し
た
。

『悟
っ
た
』
と
い
う
言
葉
げ
は
う
が

J
V
の
時
の
心
〆

境
に
近
い
。
も
っ
と
も
、

得
た
結
論
は
そ
ん
な
ご
大

層
な
も
の
で
は
な
く
、
い

U
て
し
ま
え
ば
ご
く
あ
り

ふ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

/ 

『
ゆ
る
ゆ
る

t

h

せ
り

こ
れ
は
ア
パ
ン
が
わ
た
し
に
対
し
て
よ
く
使
う
台

詞
だ
。

下

い
て
い
は

『

憶
え
て
い
け
ば
よ
ろ
し

い
引
で
し
ょ
う
』
と
つ
な
け
る
。
以
前
は
こ
れ
を
聞
く

た
び

，

度
に
無
性
に
腹
が
・立
っ
た
。
現
在
の
自
分
を
否
定
さ

れ
て
い
会
よ
う
に
思
え
た
か
ら
だ
。
時
に
は
、
彼
が

隊
商
の
指
導
者
と
し
て
の
地
伎
を
失
い
た
く
な
い
た

め
、
わ
た
し
の
成
長
を
阻
ん
で
い
る
と
さ
え
思
っ
た
。

ゆ
が

何
と
歪
ん
だ
考
え
だ
っ
た
ろ
う
。

-
ア
パ
ン
は
父
と
旅
を
続
け
た
三
五
年
間
、
補
佐
役

に
徹
し
て
き
だ
。
父
は
誰
も
が
認
め
る
偉
大
な
交
易

商
で
あ
り
、
最
盛
期
に
は
一

O
O人
の
隊
商
を
率
い

て
東
西
を
往
復
し
た
。
そ
し
て
、
父
を
長
年
支
え
続

け
て
き
た
ア
パ
ン
は
、
長
の
重
責
と
苦
悩
を
肌
身
に

感
じ
て
〆
た
に
違
い
な
い
。

b

o

J

A
寸
の
わ
た
い
が
味
わ
尺
て
い
る

そ
れ
は
、

U
X
の、

そ
以
て
ア
片

ン

2
1
Pの
数
十

AP
一
、

司V

• 

-・

. 

い
や
数
百
分
の

一
乍
も
満
た
な
い
だ
ろ
F

フ
。
そ
の
重

F
 

荷
を

一
足
飛
び
に
背
負
え
る

f
う
に
な
れ
る
は
ず
が

な
い
。
だ
か
ら

『
ゆ
る
ゆ
る
と
』
な
の
だ
。
旅
の
聞

に
少
し
ず
つ
見
識
を
深
め
、
人
間
と
し
て
対
き
く
な

り
:
次
第
に
常
利
を
重
令
げ

て
い
く
ピ
そ
う
可
っ
て
一

F
 

今
ず

…十
一
人
前
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
。

三
フ
書
け
ば
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
焦
ら
な
い
。
背

伸
、
び
を
し
な
い
。
頼
る
べ
き
と
こ
♂
は
頼
り
、
や
れ

る
こ
と
を
や
る
。
何
と
単
純
で
、
明
快
な
結
論
で
あ

ろ
う
。
偏
狭
な
自
尊
心
が
ど
れ
ほ
ど
主
回
り
を
さ
せ

て
き
た
司
」
と
か
。

わ
た
し
は
夜
空
の
月
を
口

て
笑
っ
て
い
た
。

の
ど

な
が
白
、
喉
を
鳴
ら
し

二

不
思
議
な
こ
と
に

こ
の
謹

朝

わ

た

し

の

熱

は

櫨

F

一お
き
生
、

の
よ
う
に
退
い
て
い
た
。

幼
子
の
よ
う
だ
が
、
あ
れ

，‘
 

は
知
恵
熱
だ

っ
た
か
も
ザ
れ
な
け。

胸
の
つ
か
え
も
消
え
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
分
で

隊
商
の
場
所
に
行
く
と
、

ア
パ
ン
た
ち
は
総
出
で
荷

造
り
を
し
て
い
た
。
一
一の
都
で
集
め
た
ダ
マ
ス
タ
人

の
人
夫
ら
が
忙
し
そ
う

γ一
働
い
て
い
る
。

「
も
う
、
よ
ろ
し
い

一
な
す
か
」

真
っ
先
に
ア
シ
ュ
ア
LV
AW
配
顔
J

て
駆
け
寄
っ
て
く

る
。
無
愛
想
な
ゴ

l
シ
王
は
軽
く
黙
礼
し
て
、
.
す
や

h

"

 

に
作
業
に
戻
っ
た
。

バ
ち
ら
も
得
難
い
部
下
で
あ
り
、

仲
」
な
の
だ
、
と

霊
塔
実
感
で
き
る
。

「
ab
ょ
う

E
ム
ド
比
吋
に
冶
り
ま
し
た
な
。
わ
な
た
さ

ソ

一f『
1

:

ι
、Fト
;

え
よ
.ろ
し
け
れ
ば
朝
の

3
ち
に
発
ち
た
い
、
と
思
い

ま
す
が
」

-

h

戸

、

比

E

司
、
‘
.
，
，
z

と、

伊
炉
パ
ン
が
い

F
品川
。
朝
日
の
中
で
見
る
彼
は

4
l
¥

』、‘

:

何
故
か
一昨
よ
り
も
イ
さ
く

"
い
た
よ
う
に
映
る
。

ー

l

，

‘

，

屯

・

;

『}l
，

レ
F

包
可

「
い
か
が
一い
た
し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
の
顔
に
何
か

つ
い
に
お
り
ま
す
や
し

よ
う
か
?
L

付

ゅ

ん

司、‘
.. 

使
訪
そ
う
な
顔
で
尋
ね
て
く
る
。
わ
た
し
が
黙
っ

• 
て

Z
~パ
ン
を
見
つ
め
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
い
や
、
何
で
も
な
い
」

と
、
わ
た
し
は
手
を
振
っ
て
ご
ま
か
す
。

「
と
こ
ろ
で
、
仕
入
れ
た
荷
と
は
あ
れ
の
唱
」
と
か
い
?
」

馬
車
の
側
に
は
古
ぼ
け
た
刀
剣
が
山
を
つ
く
り
、

J

さ
や

っ
か

ァ
ド

ュ
ア
と
ゴ

l
シ
エ
の
二
人
が
そ

L
か
ら
鞘
や
柄

を
外
し
、
万
身
の
み
を
縄
て
縛
っ
て
ま
と
め
て
い
た
。

A
C
 

折
れ
た
む
の
、
歯
こ
ぼ
れ
の
ひ
ど
い
も
の
、
錆
び
た

も
の
な

E
ど
う
見
て
も
二
束
三
文
の
口
問
ば
か
り
だ
。

「
き
ょ
う
で
ご

S
い
ま
す
。
ミ
ル
ジ
ア
教
の
地
金
以

上
的
価
値
で
し
ょ
う
な
」

わ
た
し
の
相
談
役
は
自
信
た
っ
ぷ
り
に
答
え
た
。

「
西
方
製
の
、
そ
れ
も
二
、
三

O
O年
は
経
っ
た
古

刀
、
ば
か
り
の
よ
う
だ
が
:
・

-」

「《
東
方
戦
争
》
の
際
、
西
方
か
ら
中
原
に
多
量
に
輸

出
さ
れ
た
も
の
で
す
な
。

い
や
あ
、
た
だ
同
然
の
値

で
貿
い
集
め
ら
れ
ま
し
た
よ
。
そ
ろ
そ
ろ
ド
モ
に
勘

づ
か
れ
そ
う
な
の
で
、
、
早
く
発
ち
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
」

「
何
か
秘
密
が
あ
り
そ
う
だ
な
」

わ
売
し
は
に
や
に
や
と
笑
い
な
が
ら
ア
パ
ン
の
顔

を
覗
き
込
ん
だ
。

つ

「
馬
鹿
な
話
で
す
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
交
易
路
を
往

復
し
な
が
ら
宝
の
山
に
気
づ
か
な
い
で
い
た
の
で
す

カ
r
り
」

「
前
置
き
は
い
い
。
早
く
教
え
て
く
れ
」

わ
た
し
は
話
を
ぜ
か
し
た
。
す
る
と
ア
パ
吋ン
は
声

を
潜
め
て
喋
り
出
し
た
。

7
鉄
製
品
は
溶
解
し
た
り
J

鍛
錬
し
な
お
せ
ば
ま
たh

 

JF
νな
る
と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
こ
@

古
い
万
剣
'
類
は

《
東
方
戦
争
》
期
の
も
の
。
つ
ま
ザ

ほ
と
ん
刊
し
が
料
、
ル
ジ
ア
鉄
、
て
で
き
て
い
る
の
で
す
」

わ
た
し
の
町
が
半
開
き
に
な
っ
た
。
だ
が
、
呆
然

と
し
た
の
は
数
秒
で
、
忙
し
く
思
考
を
巡
ら
し
「
。

、

、

• 

--・同-院困• ¥、一
下

ev
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園

な
ら
ば
何
故
中
原
の
連
中
は
こ
い

つ
を
打
ち
庶
さ
な
い
。
ド
モ
は
何
故
批
判
迫
ま
が
い

の

手
を
使
っ
て
ま
で
地
金
を
欲
し
が
る
ん
だ
」

い
む
の

「
鋳
物
な
ら
ば
そ
れ
も
可
能
で
し
ょ
う
が
、
ミ
ル
ジ

ア
鉄
の
鋼
は
焼
き
を
入
れ
る
と
硬
く
な
り
過
ぎ
る
ん

で
す
。
再
度
熱
し
て
打
ち
直
そ
う
と
す
る
と
す
ぐ
に

折
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
で
き
な
い
」

「
待
っ
て
く
れ
、

「
な
ら
ば
|
|
/
」

ア
パ
ン
は
手
で
わ
た
し
を
制
し
た
。
声
を
低
く
し

ろ
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。

や
さ
ん

「
こ
れ
は
中
原
の
場
合
で
す
。
こ
の
地
の
冶
金
術
は

西
方
じ
比
べ
て
か
な
り
劣
っ
て
お
り
ま
す
」

「
だ
が
、
我
ら
と
て
そ
の
技
を
持
っ
て
ヤ
る
わ
け
で

は
な
か
ろ
う
」

「
仰
せ
の

t
お
り
。
で
す
が
、
中
原
に
も
人
は
い
る

の
で
す
」

わ
た
し
は
怠
を
止
め
て
次
の
一
言
葉
を
待
っ
た
。

「
|
|
工
呪
会
前
特
の
鍛
冶
仰
で
す
」

モ
ロ
イ
家
の
隊
簡
は
逃
げ
出
す
よ
う
に
慌
た
だ
し

く
ム
ス
ル
の
都
を
発
っ
た
。
一

ム
口
新
た
に
加
え
、
再

び
八
ム
ロ
'
と
な
っ
た
荷
馬
車
に
は
多
く
の
万
剣
が
積
み

込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
馬
車
に
は
余
裕
が
あ
る

が
、
行
く
先
々
の
宿
場
町
、
て
も
入
手
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
ド
そ
の
よ
う
な
地
元
の

商
人
に
秘
密
を
惚
ら
せ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

都
か
ら

一
O
リ
ー
は
ど
削
れ
た
あ
た
り
で
、
わ
た

し
は
頭
仁
浮
か
ん
だ
心
配
請
を
口
に
し
た
。

「
だ
が
、
工
呪
会
の
者
が
わ
た
し
た
ち
の
手
助
け
を

し
て
く
れ
る
か
な
」

西
方
工
呪
ム
エ
は
東
方
の
聖
刻
教
会
と
並
ぶ
、
山
保
丘
ハ

製
造
の
技
を
持
つ
巨
大
な
組
織
で
あ
る
。
た
だ
し
、

教
会
と
異
な
り
宗
教
的
な
側
面
は
皆
無
で
、
令
一
を
和

め
ば
ど
の
固
に
も
操
兵
を
売
る
拝
金
主
義
を
感
じ
る
。

ま
た
、
技
が
外
部
に
流
れ
る
こ

t
を
嫌
い
、
徹
底
的

な
秘
密
主
義
を

t
っ
て
い
る
こ
と
て
も
有
名
だ
。
中

原
で
は
東
方
の
操
兵
が
ほ
と
ん
ど
い
て
、
四
方
の
機
体

は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
工
呪
会
の
出
先
機

関
で
あ
る
操
兵
鍛
冶
屋
も
数
少
な
く
、
ダ
マ
ス
タ
で

は
王
都
の
ダ
ヴ
ァ
l
パ
近
郊
の
ケ
ブ
ロ
ト
の
都
に
あ

る
一
軒
だ
け
と
聞
く
。

「
ご
心
配
に
は
及
、
ひ
ま
せ
ん
」

と
、
ア
パ
ン
は
あ
っ
さ
り
答
え
た
。

た
ん
れ
ん

「
鋼
の
鍛
錬
は
、
特
に
工
呪
会
独
自
の
技
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
方
の
鍛
冶
附
な
ら
縫
い
て
も

や
っ
て
い
る
こ

t
に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
刀
剣
を

打
ち
直
す
わ
け
で
は
な
く
、
地
金
の
状
態
に
戻
す
だ

け
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
金
さ
え
支
払
え
ば
力
を
貸
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
|
|
」

ア
パ
ン
は
急
に
元
気
を
失
っ
た
。

「
他
に
問
題
で
も」

「こ
の
手
は
一
度
し
か
使
え
ま
せ
ん
な
。
お
そ
ら
く

鍛
冶
帥
か
ら
漏
れ
て
他
の
交
易
商
に
広
が
る
い
で
し
ょ

う
。
東
方
と
中
原
問
の
往
復
だ
け
て
い
弱
む
の
。
で
す
か

ら
、
四
、
五
年
J

て
ミ
ル
ジ
ア
鉄
の
価
格
は
急
落
。
下

手
を
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
首
を
締
め
る

こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
」

わ
た
し
は
ア
パ
ン
の
肩
を
叩
い
た
。

「
別
の
交
易
品
ぞ
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
お
ま
え

が
や
ら
な
く
て
も
、
い
ず
れ
誰
か
が
気
づ
く
さ
。
交

易
っ
て
、
商
売
っ
て
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
さ
。
他
人

に
先
を
越
さ
れ
て
後
悔
す
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
で

相
場
に
と
ど
め
を
き
し
て
や
る
さ
」

返
事
が
な
い
の
で
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
と
、

パ
ン
が
黙
っ
て
見
つ
め
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
?
」

「い
-λ

、

少
々
お
感
じ
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
た

の
で
す
」

• そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
少
し

自
分
。
て
も
考
λ

方
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る

よ
。
少
し
だ
け
な
」

2
結
構
で
ご
、
ざ
い
ま
す
な
。
人
は
時
と
共
に
変
化
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
急
べ
で
は
い
け
ま
せ
ん
|
|
」

「『
ゆ
る
ゆ
る
と
』
|
|
ー
だ
ろ
う
」

わ
た
し
は
彼
の
言
葉
を
先
取
り
し
た
な
ア
パ
ン
は

満
足
そ
う
に
笑
み
を
浮
か
べ
、
つ
ら
れ
て
わ
た
し
も

笑
っ
た
。

「
そ
う
か
?

〉フん、

八
台
の
馬
車
の
一
抑
制
は
揃

っ
て
車
輸
を
鳴
ら
し
、

わ
だ
ら

人
気
の
な
い
平
原
に
轍
の
跡
を
刻
み
込
ん
で
い
く
。

・
ま
だ
ま
だ
東
方
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い
。
途
中
で
は

多
く
の
苦
難
が
待

ρ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

けわ

た
し
は
四
年
前
の
故
郷
を
旅
立
L

っ
た
日
と
同
じ
高
揚

感
ぞ
胸
に
感
じ
、
ま
だ
問
ん
ね
異
国
の
地
に
心
を
飛
ば

し
て
い
た
。

ア

⑪ 



作
Eヨ
ロロ

解

説

4守?
猟:
機?

0 
9 
2 

は
、
朝
日
ソ
ノ

ラ
マ
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
月
刊
小
説

誌
「
獅
子
王
」

わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
ス

l
リ
ー
で
あ
る
。

イ
ラ
ス
ト
を
幡
池
裕
行
、

ー
を
花
国
自
字
削
怖
が
担
当
し、

を
附
附
し
た
。
単
に
イ
ラ
ス
ト
を
多

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
お
互
い
を
活
か
し

た
形
で
ペ

l
ジ
を
構
成
し
た
も
の
だ
っ

た
。
特
に
簡
を
路
ん
だ
よ
う
な
語
り
口

世訴l
界は
在lI.
と短
説、
図 ペ
気 l
をジ
~Þ1t 数
しの
出中
しで
て 1血
い特
たの

「
幻
の
作
品
」

と
し
て
い
ま
だ
に
、

ア
ン
の
問
の
人
気
も
高
い
。

ワ

1

ス

拙
か
れ
て
い
る
世
界
は
、
「
聖
刻
1

0

9
2
L
，
と
は
異
な
る
も
の
だ
が
、
「
操
兵
」

「
練
法
一
帥
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
散
り
ば

め
ら
れ
、

こ
の
作
品
が

「聖
刻
1
0
9

2
」
の
発
想
の
も
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
本
の
刊
行
に
あ
た
り
、

「聖
刻」

の
原
点
を
雌
認
す
る
意
味
で

「
狩
猟
機

-A
ハU
q
d
り
L
」

の
厳
選
し
た
イ
ラ
ス
ト
を

掲
載
し
た
。

圃

Kヘ〆
刀-=-\~~re--..:::..吋

ザ :SJJ2Jjrj 

(
S
E
C
TU
・
5
崎仮
面
!
モ
ビ
リ
ア
ー
よ
り
)

フ



圃

最
終
回
『交
易
路

l
カ
グ
ラ
|』最
終
場
面
の
詩
款
の
流
用

社
子
伎
の
ム
に
降
り

-
S
E
C
T
-
B
 

た
ち
ど
こ
ろ
に
怪
気
妖
九
九
満
ち
参
ら
す
る

4毛ソ久
~コ を
後コも
処コ突
舞か
けん
踊長
らさ
ば剣
を
jま
ヨ見

放
ち

サ

マ

ヨ

シ

均

パ

-e

『
叶
同
情
怯
え
る

E
此

露
ヒ
散
り
韮
せ

我
が
名
フ
ェ
ン
玉

回
虫
つ
る
園
の
互
に
て
御
在
る
』
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助
問
…

d
ば

臣

此

も
が
き

咲
き
崎
さ
官
泌
さ
淵
の
狭
間
へ
散
り
行
き
ぬ

閣
に
え
に
久
に
地
に

{
S
E
C
T
.
2
『練
法
師
l
レ
ン
ポ
ウ
シ
l
』
よ
り
)

類
な
る
伝
み
幾
多
在
れ
ど
も

⑪ 



物

墨
田==目

主
人
公
フ
ェ
ン
は
愛
機
で
あ
る
操
兵
、

バ
シ
ユ
マ

l
ル
と
と
も
に
世
ぞ
渡
り
歩

き
武
者
修
行
を
続
け
る
風
来
坊
で
あ
っ

た
。
決
闘
に
よ
っ
て
相
手
を
打
ち
負
か

す
と
勝
者
は
そ
の
権
利
と
し
て
相
手
繰

兵
の
首
を
切
り
落
と
す
。
こ
れ
は
自
分

の
強
さ
を
象
徴
す
る
勲
章
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
仮
面

t
呼
ば
れ
る
操
兵
の
面
当

て
は
、
そ
の
地
の
領
主
な
ど
、
が
高
価
で

引
き
取
り
自
分
の
手
柄
と
す
る
の
が
世

の
常
で
あ
っ
た
。

例
に
よ
っ
て
三
個
は

E
の

『
獲
物
』

を
抱
え
領
主
の
飴
を
目
指
し
て
い
た
フ

エ
ン
は
、
ダ
ム
¥
ダ
l
ラ
な
る
練
法
師
が

操
る
操
兵
に
突
然
襲
わ
れ
た
。
フ
ェ
ン

と
そ
の
父
の
名
を
知
り
、
彼
を
仇
敵
と

呼
ぶ
練
法
仰
は
、
ま
や
か
し
の
術
を
駆

⑪ 

(SECT.4 r封都ーアメシャ・スペンター』より)



IL 

使
し
て
フ
ェ
ン

t
パ
シ
ユ
マ

l
wげ
を
窮

地
に
陥
れ
る
。
し
か
し
、
厚
く
垂
れ
込

め
た
雲
間
か
ら
月
が
姿
を
現
す
土
、
な

ぜ
か
ダ
ム
・
ダ

l
ラ
は
逃
走
し
て
し
ま

う
。
ダ
ム
・
ダ

l
eフ
ぞ
追
っ
て
領
主
の

鉛
に
乗
り
込
む
フ
エ
ン
。

ダ
ム
・
ダ

l
dフ
を
探
し
て
館
で
暴
れ

回
る
と
、
見
兼
ね
て
領
主
ガ
グ

l
シ
ヤ

は
操
兵
に
乗
っ
て
姿
を
現
し
た
。
そ
の

操
兵
を
見
た
フ
エ
ン
は
衝
撃
を
党
え
た
。

そ
う
、
父
親
ハ
オ
の
仇
、
ジ
ヤ
イ
コ
で

あ
っ
た
。
ジ
ヤ
イ
コ
と
パ
シ
ユ
マ

l
ル

の
戦
い
は
圧
倒
的
に
パ
シ
ユ
マ

l
N
が

不
利
な
立
場
に
立
っ
た
。
練
法
に
よ
っ

て
仮
面
を
砕
か
れ
た
パ
シ
ユ
マ

l
y
は、

苦
汁
を
な
め
な
が
ら
も
館
を
逃
げ
出
す
。

追
撃
を
振
り
切
る
た
め
に
、
フ
エ
ン
は

パ
シ
ユ
マ

l
hげを

一
時
捨
て
る
決
意
を

図
め
、
機
体
の
生
命
と
も
い
え
る
恭
般
川
、

司
モ
ピ
リ
ア
』
を
外
し
て
沼
に
沈
め
た
。

単
身
飴
を
目
指
し
た
フ
エ
ン
だ
っ
た

さ
ま
よ

が
道
に
迷
い
、
初
後
っ
た
す
え
に
た
ど

り
着
い
た
と
こ
ろ
は
、
か
つ
て
星
港
と

い
わ
れ
た
封
都
、

『
ア
メ
シ
ャ
・
ス
ペ
ン

タ
』
だ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
ツ
キ
ヨ
ミ
の

一
族
の
長

で
イ
サ
ハ
ラ
と
名
釆
る
少
女
が
フ
エ
ン

を
待
ち
構
え
て
い
た
。
イ
サ
ハ
ラ
に
案

内
さ
れ
フ
エ
ン
は
結
円
川
生
命
集
合
体
『
マ

ECT.6 最終回 r交易路ーカグラー』より)

ク
ナ
・
モ
ビ
リ
ア
L

を
目
の
当
た
り
に

す
る
。

マ
ク
ナ

・モ
ピ
リ
ア
と
ツ
キ
ヨ

ミ
た
ち
に
よ
っ
て
パ
シ
ユ
マ

l
y
が
修

復
さ
れ
る
。
だ
が
そ
こ
へ
、
大
軍
を
率

い
た
ガ
ル

1
シ
ヤ
と
、
ダ
ム
・
ダ
l
ラ
が

乗
り
込
ん
で
米
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
パ
シ
ユ
マ

l
y
と

と
も
に
フ
エ
ン
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

⑪ 



フ
ヱ
ン
の
ラ
フ

キャラクターラフ(幅池裕行による)

リ
ム
リ
ア
と
サ
ラ
ム
の
ラ
フ

子』¥

マ/ 

ク
リ
シ
ユ
ナ
第
E
稿

ガ
ル
ン
の
ラ
フ

川

J
C内

J
3
，
n
 

ノ
g

ガ
シ
ュ
ガ
ル
の
ラ
フ

主
役
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
マ
と
カ
ル
ラ
の
ラ
フ

ゾ
マ
の
仮
面

へ
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F 

キャラクターラフ(佐野浩敏による)

フ
ェ
ン

1
i叶
け
叶
1

1

JF
b
 

リムリア

クリシュナ

エ¥命 hぞムガ
¥'1"，> ¥¥，〆〆費vg

ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
、
決
定
稿
に
つ
な
か
っ
た
も
の

小
説
「
聖
刻

0
9
2
」
の
企
画
、か
ス
タ

ー
ト
し
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
は

幡
池
裕
行
で
い
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
さ
つ

IL¥
そ
く
「
聖
刻
」
の
世
界
観
の
も
と
と
な
っ
た

「
中
東
」
や
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
、
物
語
の
中
で
活
躍
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
躍
動
感
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

す
る
た
め
に
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
佐
野
浩
敏
(
「
機

.
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

0
0
8
3
」
な
ど
で
活
躍

中
)
に
も
協
力
を
仰
い
だ
。

結
果
、
御
存
じ
の
通
り
の
魅
力
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
。

ま
た
、
メ
カ
シ
ン
の
描
写
に
も
定
評
が

あ
る
幡
池
は
、
操
兵
の
ラ
フ
イ
メ
ー
ジ
を
何

枚
も
描
い
て
い
る
。
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
、
ハ

イ
ダ
ル
は
、
幡
池
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ

た
デ
ザ
イ
ン
だ
。

操兵ラフ(幅池裕行による)

東方の基本操兵のイメージ
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「小魔道」

上部に砲を持つ

西方の従兵機

左手に砲を持つ

円

句協耐え"
3・..、v 、，
..;l:-l.'軍
円.r.~I'"

1，. 

中原の従兵機(弓兵)

操兵企画時ラフ(福地仁による)

操兵企画初期ラフ(福地仁による)



今
や
、
操
兵
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
ワ
|

ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
欠
く
べ
か
ざ
る
存
在

と
な
っ
た
、
福
地
仁
。
最
近
で
は
、
某
T
V
シ

リ
ー
ズ
で
も
活
躍
中
だ
が
、
実
は
こ
の
「
霊

刻
」
シ
リ
ー
ズ
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。

メ
イ
ン
メ
カ
で
あ
る
「
操
兵
」
は
、
今
ま

で
に
な
い
も
の
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
当
時
新
人
で
あ
っ
た
福
地
の
起
用
と

な
っ
た
。
単
純
な
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
し
て
で

は
な
く
、
「
鎧
」
的
な
要
素
を
組
み
込
も
う
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。

精
力
的
に
上
げ
ら
れ
て
く
る
ラ
フ
の
数
々

は
、
企
画
ス
タ
ッ
フ
の
思
惑
を
超
え
「
操
兵
」

の
独
特
な
フ
ォ
ル
ム
を
形
作
っ
て
い
た
。

内
容
を
進
行
さ
せ
な
が
ら
も
、
山
{
吊
に
試
行

錯
誤
は
続
い
て
い
る
。
膨
大
な
点
数
の
ラ
フ

か
ら
、
初
期
の
も
の
を
中
心
に
掲
載
し
た
。

e 

圃

操兵中期ラフ(福地仁による)

WARES 
1092 

シーターの呪操兵A案

ゾマの呪操兵

ダロトの呪操兵

シーターの呪操兵B案



園

要
旨
掴
開

ωzhm4mBω
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園
ま
匡
珊
E
Z
首
長
田
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冒
圃
・
冒

Bι
副
司
自
国
圃
圃
圃
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国
園
田
園
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且
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圃

4

・固』目、，ー‘
... 問
、
-
・
む
.
、
d

島、

aaF・
v-

現
在
ワ
|
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
る
の
だ
/

「
聖
刻
匠
合
」
と
い
う
、
「
聖
刻
」
フ
そ
ん
な
熱
心
な
「
聖
刻
」
フ
ァ
ン

ア
ン
と
の
交
流
や
情
報
交
換
、
サ
ー
の
み
ん
な
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
|
シ
ヨ

ビ
ス
な
ど
を
目
的
と
し
た
フ
ァ
ン
ク
ン
を
は
か
る
た
め
に
、
「
聖
刻
匠
合
」

ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
ぞ
。

で
は
定
期
的
に
会
報
を
発
行
し
て
い

「
聖
刻
匠
合
」
は
、
我
々
作
り
手
側
る
ぞ
。

で
あ
る
ワ
|
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
「
聖
刻
匠
合
」
の
会
報
に
は
、
毎
回

「
聖
刻
1
0
9
2
」
の
フ
ァ
ン
や
、
ワ

l
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ

「
ワ
|
ス
プ
レ
イ
ド
」
の
プ
レ
イ
ヤ
に
よ
る
、
「
聖
刻
1
0
9
2
」
や
「
ワ

ー
た
ち
と
の
接
点
を
持
つ
た
め
に
で

l
ス
プ
レ
イ
ド
」
に
関
す
る
コ
ラ
ム

き
た
も
の
だ
。

我
々
ワ

l
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
、
い
っ
た
い
、

み
ん
な
に
ど
ん
な
も
の
が

喜
ん
で
も
ら
え
る
の
だ
ろ

う
か
?
と
い
つ
も
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
し
、
フ

ァ

ン
の
み
ん
な
も
、
小
説
を

読
ん
だ
り
ゲ

i
ム
を
プ
レ

イ
し
た
り
す
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
我
々
ワ

l
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い

っ
し

ょ
に
、
「
聖
刻
」
の
世
界
に

参
加
し
て
色
々
な
こ
と
を

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
?

そ
う
、
「
聖
刻
匠
合
」

は
、
そ
ん
な
み
ん
な
の
希

望
を
か
な
え
る
た
め
に
あ

を
は
じ
め
と
し
て
、
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
「
聖
刻
匠
合
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
最
新
情
嚇
な
ど
、
多
彩
な
記
事

を
ど
こ
よ
り
も
早
く
掲
載
し
て
い
る

の
だ
。
し
か
も
、
会
噴
だ
け
に
そ
っ
と
教

え
る
貴
重
な
情
報
も
い
っ
ぱ
い
あ
る

か
ら
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
見
逃
せ
な

い
ね
/

も
ち
ろ
ん
、
読
者
の
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
だ
っ

て
し
っ
か
り
と
用
意
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
ご
心
配
な

ノ、、
「
聖
刻
匠
合
」
は
、
送
ら

れ
て
き
た
会
報
を
読
ん
だ

り
、
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
す
る
だ

け
で
も
十
分
に
楽
し
め
る

と
思
う
け
れ
ど
、
「
聖
刻
匠

合
」
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ぞ
。

何
と
い
っ
て
も
一
番
の

魅
力
は
、
ワ

l
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
に
対
し
て

会
員
め
み
ん
な
が
自
由
に

参
加
で
き
る
こ
か

ろ
う

ね
。ワ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
み
ん
な
の
ま

と
め
役
に
な
っ
て
い
て
、
実
際
に
は

会
員
の
み
ん
な
が
た
く
さ
ん
の
意
見

を
出
し
合
っ
て
、
こ
町
「
聖
刻
匠
合
」

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
の
だ
。

例
え
ば
、
ォ
リ
ジ
ナ
H
W

商
品
の
ひ

と
つ
に
、
「
ワ

i
ス
手
フ
レ
イ
ド
」
の
ゲ

ー
ム
用
の
シ
ナ

υオ
(
自
自
険
の
筋
書

き
や
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
ゲ
ー

ム
の
進
め
方
の
書
か
れ
た
も
の
)
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
ゲ
l
ム・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ
た
も

の
を
、
実
際
じ
イ
ベ
ン
ト
ロ
ハ参
加
し

た
人
、た
ち
の
、
「
こ
こ
は
こ
う
し
た
方

が
い
い
」
と
か
、
「
も
っ
と
活
躍
の
場

が
欲
し
い
よ
l
」
と
い
っ
た
意
見
を

参
考
に
し
て
、
改
定
さ
れ
た
も
の
な

の
だ
。
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
よ
う
よ

l
、

と
い
う
手
紙
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
検

討
し
て
、
で
き
る
だ
け
み
ん
な
の
希

望
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
い
つ
も

つ
l
ス
プ
ロ
ジ
k
ク
卜
は
頑
張
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
結
局
は
、
み
ん
な
の
よ

う
な
熱
心
な
「
聖
刻
」
フ
ァ
ン
の
応

援
と
、
積
極
的
な
参
加
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
わ
け
だ
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
ワ

l
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
い
つ
で
も

rん
な
の
参
加
を
待
っ
て
い

る
ぞ
/

耳、，
zmω
室、，
m吋
同
調

ω

晶咽・・
J
d
'
』
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E

，

の

ア
イ
テ
ム
と
は
?

「
聖
刻
匠
合
」
で
は
熱
心
な
「
聖
刻
」

フ
ァ
ン
の
た
め
に
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

特
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
発
行
し
て

い
る
。
こ
の
「
聖
刻
匠
合
」
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
も
「
聖
刻
」
の
広
が
り
に

と
も
な
っ
て
、
色
々
な
も
の
を
発
行

し
て
い
く
予
定
だ
。

「
聖
刻
1
0
9
2
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ツ
ズ
や
、
「
ワ

l
ス
フ
レ
イ
ド
」

の
ゲ
|
ム
用
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
(
ゲ

ー
ム
世
界
や
プ
レ
イ
上
の
手
引
き
な

ど
が
害
か
れ
た
参
考
資
料
)
を
は
じ

め
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
う
え

で
、
「
聖
刻
」
を
も
っ
と
分
か
り
ゃ
す

く
理
解
す
る
た
め
の
設
定
資
料
集
な

ど
、
色
々
と
計
画
し
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
会
員
の
み
ん

な
の
意
見
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
「
嚢
刻
医
会
」

の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
ね
/



圃， 
s、、，
z
m
ω
z
h
ω
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ω

聖
刻
匡
舎
は
イ
ベ
ン
ト
も

「
聖
刻
匠
合
」
で
は
、
会
報
の
発
行

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
作
製
の
ほ
か

に
も
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
る
の
だ
。

現
在
ま
で
に
、
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

R
P
G
、
「
ワ
|
ス
ブ
レ
イ
ド
」
の
ゲ

ー
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
四
回
開

催
さ
れ
、
ど
れ
も
好
評
を
受
け
て
い

る
。そ
の
内
容
は
と
い
う
と
、
四
人
一

組
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
み
、
参
加
者

全
員
が
ワ

l
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作

成
し
た
共
通
の
シ
ナ
リ
オ
(
ゲ

l
ム

用
に
つ
く
ら
れ
た
冒
険
の
筋
書
き
ゃ
、

ゲ
ー
ム
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
)
を
使
用
し
て
、
冒
険

者
と
し
て
の
腕

比
べ
を
す
る
の

だ
。
4e 

R
Fい
つ
も
片
」は

，ja 
渇
峰
、
つ
ゲ

川
ム
仲
一

間
と
の

フ
レ
イ

だJ
か
日り、

y
 

最
初
の

う
ち
は
戸
惑
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
参
考
に
な
る
こ
と
も
色
々

と
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
ぞ
。

さ
ら
に
、
ゲ
ー
ム
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
と
い
う
こ
と
で
、
ワ

l
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
色
々
な
趣
向
を
凝
ら
し

た
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
て
い
る
か
ら
、

自
介
で
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
る
と
き
な

ど
の
参
考
に
も
な
る
だ
ろ
う
し
、
何

と
い
っ
て
も
、
他
の
人
た
ち
の
プ
レ

イ
ぶ
り
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
が
、
ゲ
ー
ム
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
い
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

か
な
?
ゲ
ー
ム
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
あ
と

は
、
ワ
!

ス
。プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

ス
や
ノ
ッ
フ

を
迎
え
て

の、

Q
&

A
デ
イ
ス

カ
ッ
シ
ョ

b
fつ
げ
る
。

り
だ
く
さ

用
し
て
、

た
ち
で
つ
く

っ
た
シ
ナ
リ
オ
な

ど
を
見
せ
て
く
れ

る
熱
心
な
フ
ァ
ン

も
い
る
ほ
ど
だ
。

今
ま
で
の
四
回

と
も
、
「
ワ

l
ス
プ

レ
イ
ド
」
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
け
れ

必
も
、
こ
れ
か
り
は
第
二
部
開
始
に

向
け

K
「
霊
刻

0
9
2
」
を
は
じ

め
、
色
々
な
千
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
く
手

4
;た
、
現
在
ま
で

東
京
近
県
の
み
氏
し
か
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
な
払
っ
た
け
れ
と
も
、

今
年
か
ら
は
関
東
以
外
の
地
域
で
の

イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に

も
力
を
入

れ
、
積
極

的
に
全
国

の
フ
ァ
ン

の
み
ん
な

と
の
{
父
冶
机

を
計
っ
て

い
き
た
い

と
思
っ
て

い
る
。
」戸乙、つご

期
待
/

0
9
2
」
や
、

「
ワ
|
ス
フ

ν

イ
ド
」
の
製
作

者
を
前
に
、
参

加
し
た
ワ

l
ス

フ
ァ
ン
が
-
」
こ
、

ぞ
と
ば
か
、h
に、

日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た
、
世

界
設
定
や
ゲ
ー
ム
の
ル

i
ル
な
と
に

つ
い
て
質
問
を
浴
び
せ
か
け
て
や
る

司

の
だ
。
中
に
は
、
な
か
な
か
鋭
い
と
こ
ろ

を
突
い
た

質
問
も
あ

っ
た
り
し

て
、
ス
タ

ッ
フ
問
で

慌
て
て
相

談
し
た
り

す
る
こ
と

も
あ
っ
た

り
す
る
。

ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
終

耳、，
E
m
ω
z
p
ω
4問
調

ω

聖
刻
医
含
へ
の

お
問
い
合
わ
せ

さ
て
さ
て
、
参
加
し
て
み
ょ
う
か

な
?
と
思
っ
た
キ
ミ
、
我
々
と
一
緒

に
「
聖
刻
」
の
世
界
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
で
は
な
い
か
/

こ
れ
か
ら
も
ワ
l
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
く

け
れ
ど
も
、
た
く
点
、
ん
の
フ
ァ
ン
の

応
援
も
必
要
な
の
だ
。

「
聖
刻
匠
合
」
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
六
十
二
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
て
、
下
記
の
宛
先
ま
で
送
っ

て
く
れ
。
折
り
返
し
、
入
会
案
内
書

を
返
送
す
る
ぞ
(
商
品
内
容
の
お
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
下
記
の
宛
先

ま
で
)
。

〒

6

9

東
京
都
新
宿
区
高
田

馬
場
2
1
8
1
3

生
沼
ビ
ル
2
F

伸
重
舎
内

ワ
l
ス
・
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局

「
聖
刻
匠
合
」
入
会
案
内
係
宛

み
ん
な
の
参
加
を
待
っ
て
い
る
ぞ
/
・

------ー



「
型
刻
」
と
は
、
出
版
物
や
映
像
、
来
て
は

ゲ
ー
ム
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い

展
開
を
犯
っ
た
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
作
品
で

あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
ト
l
ク
R
P
G
、
「
ワ
l
ス

プ
レ
イ
ド
」
も
、
そ
う
し
た
聖
刻
の
世
界
の

表
現
方
法
の
ひ
と
つ

t
し
て
っ
く
り
だ
さ
れ

た
も
の
だ
。

ワ
1
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ク
ロ
ス
メ

デ
ィ
ア

t
し
て
「
整
刻
」
の
世
界
を
表
現
し

よ
う
と
様
々
な
案
が
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
、

ゲ
l
ム
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
表
現
手
段
が
持
-

ち
土
が
っ
た
。
当
初
、
家
庭
用
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
と
し
て
の
展
開
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち

一
つ
の
意
見
と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル

ト
ー
ク

R
P
G
で
の
展
開
が
提
唱
さ
れ
た
。

テ
ー
ブ
ル
ト
l
ク
R
P
G
と
は
、
あ
る
架

空
世
界
を
設
定
し
、
そ
の
世
界
で
行
な
わ
れ

た
事
件
の
判
定
ぞ
す
る
ゲ

l
ム
マ
ス
タ
ー
と
、

i
、
の
世
界
ぞ
冒
険
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ

く
り
、
彼
ら
に
な
り
き
っ
て
冒
険
(
ゲ

l
ム
)

を
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
二
つ
の
役
目
に
参
加

者
が
別
れ
て
プ
レ
イ
さ
れ
る
、
会
話
形
式
の

ゲ
1
ム
だ
。
小
説
は
そ
の
つ
く
ら
れ
た
物
語

を
読
ん
で
楽
し
む
だ
け
だ
が
、
テ
ー
ブ
ル
ト

ー
ク

R
P
Gで
は
そ
の
グ
!
ム
に
参
加
し
て

い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
活
躍
し
、
物
語

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
で
、
「
聖
刻
」
の
世

界
を
体
感
す
る
に
は
ま
さ
仁
う
っ
て
つ
け
の

題
材
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
う
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
ト
l
ク
R
P
G
と

し
て
の
「
聖
刻
」
の
世
界
を
表
現
す
べ
く
、

「
聖
刻

1
0
9
2
」
を
も
と
に
、
世
界
背
景

を
中
心
と
し
た
見
直
し
が
徹
底
的
に
行
な
わ

れ
、
「
ワ
l
ス
プ
レ
イ
ド
」
が
つ
く
ら
れ
た
。

「
ワ
|
ス
ブ
レ
イ
ド
」
は
、
ワ
l
ス
メ
イ
カ

|
(
ワ
1
4A
プ
レ
イ
ド
で
の
ゲ
l
ム
マ
ス
タ

ー
の
こ
と
)
の
創
り
だ
し
た
冒
険
の
世
界
を
、

「燥
手
」
や
「
練
法
師
」

t
い
っ
た
お
な
じ

み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
用
い

て
整
刻
の
世
界
を
官
険
す
る
、
会
一
話
'形
式
の

ゲ
1
ム
で
あ
る
が
、
そ
の
も

t
と
な
っ
た
「
聖

刻
1
0
9
2
」

t
は
、
微
妙
な
位
置
関
係

ι

あ
る
。ま
ず
、
「
聖
刻

1
0
9
2
」
で
は
ア
わ
l
ン

大
陸
の
中
原
が
飢
空
白
で
あ
っ
た
の
に
対
b
、

そ
の
中
原
の
西
側
に
あ
た
る
、
西
方
が
ゲ

l

yー

ム
の
舞
台

t
な
っ
て
い
る
。

号

本
注
目
を
兄
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
中
原
は

か
な
り
広
く
、
し
か
も
荒
野
が
延
々
と
続
く
O

R
P
G
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
あ
く
ま
で
普
通
の

人。

Xあ
り
、
冒
険
渚
で
持
な
い
。
中
原
の
荒

野
、
て
の
冒
険
を
、
来
た
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
か
疑
問
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
出
て
い
た

?
R
G
の
主
涜

と
な
っ
て
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
世
界
に
似
た

殴
界
観
を
持
つ
西
方
な
ら
、
「
聖
刻
」
の
世
界

の
持
ち
味
を
活
か
し
た
ま
ま
、
す
ん
な
り
と

、」
の、
J
れ
l

ム
世
界
に
溶
け
込
ん
で
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か

t
考
え
た
。
ま
た
、
商
方
を

舞
台
に
す
る
己
と
に
よ
り
、

「聖
刻
」
の
世
界

を
広
く
表
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

〆

!

時
代
品
同
且
尽
に
お
い
て
も
、
ま
た
「
聖
刻
1

0
9
1
」
と
は
異
な
る
。
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
対
し
て
、
操
兵
を
未
知
な
ん
の
、
昨

思
議
な
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
か
っ

i
ー

ー

た
が
、
「
忠
一刻
1
0
9
2
」
の
時
代
で
は
、
比

較
的
操
兵
が
多
く
、
技
術
的
に
も
あ
る
程
度

発
達
し
て
い
ν

る
と
い
う
設
淀
に
な
っ
て
い
た
。

操
兵
は
磁
力
す
ぎ
る
存
在
で
あ
り
、
ゲ
ー
ム

と
し
て
の
、
バ
ラ
ン
ス
を
簡
単
に
崩
し
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
数
を
制
限
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、、
も
っ
と
す
の
時
代
を
ゲ
l
ム

の
舞
台
，仁
す
る
こ
と

t
な
り
、
協
議
の
末
、

「
型
刻

1
0
9
2
」
の
約
八
百
年
前
の
四
労

。
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
ア
ハ

l
ン
大
陸
は
ま
さ
に
群
峰

割
拠
の
時
代
で
あ
り
、
冒
険
心
に
燃
λ

る
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
は
、
格
好
の
舞
台
士
い
え
た
。

ま
た
、
当
時
は
ま
だ
「
聖
刻
」
の
世
界
に
つ

い
て
詳
し
い
設
定
が
な
く
、
ワ
1

ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
「
聖
刻
」
の

世
界
の
基
礎
部
分
を
組
み
立
て
よ
う
、
と
い

う
、
』
・
と
に
な
っ
た
。

冒
険
者
た
ち
が
歴
史
を
変
え
る

、
」
と
も
あ

る
だ
ろ
う
し
、
手
探
り
で
世
界
を
つ
く
る
の

は
、
と
て
も
楽
し
い
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

「聖
刻

1
0
9
2
」
の
世
界
か
ら
持
っ
て
き

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
培

わ
れ
た
も
の
が
フ
ィ
ー
ド
パ
グ
ク
さ
れ
て
い

く
は
ず
だ
、

t
考
え
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、

「聖
刻

1
0
9
2
L
と
「
ワ

l
ス
プ
レ
イ
ド
」

は
同
じ
源
流
か
ら
派
生
し
た
、
ま
っ
た
く
異

な
る
涜
れ
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

ゲ
ー
ム

t
小
説
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
遠
い

や
、
そ
の
時
代
背
景
が
異
な
る
だ
け
で
は
な

い
。
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

R
P
Gで
あ
る
「
ワ

l
ス
プ

レ
イ
ド
」
は
、
そ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
た

ち
の
行
動
に
よ
り
物
語
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
十
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
れ
ば
、
そ
の

数
だ
け
物
語
が
あ
る
の
だ
。
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、
未
来
に
あ
た
る
「
型
刻
1
0
9
2
」

の
時
代
立
は
、
ま
っ
吹
く
呉
冶
る
状
態
に
な

る
こ
と
さ
え
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
片
方
だ

け
に
か
た
よ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
あ

る
境
界
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た

一
つ
の
世
界

で
あ
り
、
呉
な
っ
た
時
代
背
景
に
あ
り
な
が

ら
も
、
こ
の
二
つ
の
世
界
は
常
に
互
い
に
干

渉
し
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

「
聖
刻

1
0
9
2
」
は
、
ゲ
ー
ム
に
お
け
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
演
じ
方
や
、
物
語
と
し
て

の
ゲ
l
ム
の
進
め
方
の
参
考
に
な
る
し
、
そ

れ
と
は
逆
に
、
「
聖
刻

1
0
9
2
」
の
背
景
設

定
が
、
こ
の
「
ワ
|
ス
プ
レ
イ
ド
」
の
プ
レ

イ
の
結
果
合
も

t
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
も
実
際
に
あ
る
。
ま
た
、
小
説
と
ゲ

ー
ム
に
は
同

一
の
意
味
を
指
す
単
訪
問
が
い
く

つ
か
あ
り
、

こ
れ
ら
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
、
互
い
の
作
品
の
抜
点
と
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

「整
刻

1
0
9
2
」
の
第
二
部
が
始
ま
れ
ば

ま
だ
「
ワ
l
ス
プ
レ
イ
ド
」
の
世
界
も
さ
ら

な
る
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
こ
ち
ら
か
ら
の
ゲ
ー

ム
・
ル
ー
ル
と
し
て
の
指
示
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
無
恨
の
可
能
性
を
持
つ

「
聖
刻
」

の
世

界
を
、
今
度
は
自
分
た
ち
独
自
の
も
の

t
し

て
築
き
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

聖
刻
匠
A
口
組
当

磯
部
川
雌



/〆

『《
聖
刻
の
世
界

γ乞
P
C
エ
ン
ジ
ン
の
、
ゲ
ー

ム
に
し
ま
せ
ん
か
?
』
と
ま
あ
、
正
確
で
は

な
い
が
最
初
は
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
o

N
C
S
(
P
C
エ
ン
ジ
ン
の
ソ
フ
ト
を
沢
山

持
っ
て
い
る
人
に
は

『
メ
サ
イ
ヤ
』
の
方
が

解
り
易
い
か
も
し
れ
な
い
)
の
方
か
ら
お
話

が
あ
っ
て
こ
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

;
!
 

こ
の
当
時、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画

『聖

ス刻
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は
、

『聖
一刻
1
0
9

2
』
、
『
ワ
1

ス
プ
レ
イ
ド
』
の
二
作
品
が
存

在
し
て
い
た
。
そ
こ
に
き
て
三
番
手
と
し
て

ワ
ー

ス

の
新
た
な
『聖
刻
』。

う
ー
ん
、
ど
う
い
う
作

品
に
す
る
か
・
:
は
っ
き
り
い
っ
て
悩
ん
で

し
ま
っ
た
。
『
聖
刻

1
0
9
2
』
の
作
者
で
あ

る
千
葉
さ
ん
や

N
C
S
の
方
と
悩
む
こ
と
数

週
間
(
ち
ょ

っ
と
大
袈
裟
)
、
結
局
、
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
に
龍
退
治
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

な
ん
だ
、
す
ブ
げ
ー
あ
り
き
た
り
/
と
思

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
企
画
、

当
初
の
打
ち
合
わ
せ
て

『聖
刻
の
世
界
を
知

ら
な
い
初
心
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
誰
に
で

も
最
後
ま
れ
て
い
け
る
内
容
』
と
い
う
方
針
に

決
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
に

1
0
9
2
の
中
で

出
て
来
た
伝
説

『
パ
ル
・
ロ
グ
の
龍
退
治
』

:

…

 

(本
警
に
コ
ラ
ム
と
し
て
も
掲
載
)
を
題
材

に
し
よ
う
と
僕
の
頭
の
巾
に
あ
っ
た
の
だ
。

『ま
あ
い
い
ん
ム
ゃ
な
い
の
』
L
U
在

来
さ
ん

g

の
決
ま
り
ム
但
刊
を
受
け
、
い
よ
い
よ
ス
ト
ー

リ
ー
作
り
へ
と
入

っ
て
行

っ
た
ト
ち
な
み
に

千
葉
さ
ん
フ
ァ
ン
の
諸
君
、
彼

φ
も
う

一
つ

の
決
ま
り
EV

人
句
を
教
え
よ
う
。『
か

っ
こ
よ
け

れ
ば
い
い
よ
」
。
こ
れ
だ

/
L
ア
、
ザ
イ
ン
に
関

1

-

し
で
も
設
定

に
関
し
て
も
こ
ん
な
感
じ
な
の

で

あ

る

)

。

て

い

る

ん

だ

t
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
人
材
ぞ
/
と
い
う
こ
と
で
オ

l
デ
ィ
シ
ヨ

さ
て
、
ぃ
、
さ
プ
ロ
ッ
ト
段
階
に
入
る
と
今
そ
の
へ
ん
は
了
承
し
て
も
ら
い
た
い
。

ン
を
行
い
(
と
い
っ
て
も
そ
ん
な
に
大
そ
れ

度
は
僕
が
千
葉
さ
ん
の
逆
襲
に
あ
っ
た
。

『
E

つ
づ
い
て
悩
ん
だ
の
が
批
界
設
定
、

一
体

た

も

の

で

は

な

い

け

E
)
、
き
む
ら
ひ
で
ふ
み

う
せ
、
得
意
の

《
軍
団
物

γだ
ろ
う
』
。
ギ
ク
ど
ん
な
世
界
に
す
る
か
?

こ
れ
ま
た
千
葉
、
氏
を
始
め
、
藤
田

一
巳
氏
、
蜂
文
太
氏
怒

っ

/

そ

う

僕

は

き

わ

弘

行

団

号

、
て

な

両

名

や

N
C
S
の

?

の

ミ

!

ア

ィ

ン

ど

ニ

ュ

ー

フ

ェ

イ

ス

五

λ

ペ

九

九

新
〆

好
き
で
あ
る
。
そ
の
根
忠
明
言
れ
ば

『反

O
↑
グ
。

ヮ
l
ス
ブ
レ
〈
卜
は
小
説
批
界
の
数
百

た
な
聖
刻
世
界
を
作
る
ぺ

ぷ
頑

5
て
ぐ
れ

J
t
dk
¥
Y

{

，
工

、

¥

/

一

J

2
¥

d

/

V

品
、

ラ
イ
O
l
ス
卜
O
ン、方、

l
q一秒
ル
サ
叫

洋
酒
』

-V
べ
公
説
の
'味
来
の
話
は
今
後
の
、
た
め

山崎
ア

て
小

る
の
で
い
い
作
山
川、

J
の
が
る
と
思
ラ

や
『
O
レ
i
ト
マ

O
ン
万

J
の
ヒ
つ
の
尊
囲
』

色
々
土
問
一
ム混
成
。
て
て
く
る
。
で

は

、

ブ

レ

押

さ

て

、

こ

の

V
フ
卜
は

P
C
エ
ン
ジ
ン

C

(
最
近
の
子
に
は
十
け
い
か
じ
ム丸
山
川
部

r
p
hげ
と
の
間
切

ν
同
作
品
化
近
す
ぎ
止
し
変
ル

D
h
R
O
M
風
げ

ソ
フ
ト
と
し
て
問
な
比
さ
れ

持
っ
た
複
数
の
部
隊
、
が
争

い
炉
、
移
」
つ
目
的
判

り

Wλ
え
な
ベパ。
そ
こ
で
結
局
、
進
か
大
昔
の
て
い
る
。
¥こ
こ
で
非
常
に
申
し
訳
無
い
と
思

i
!

?

J

d

u

y

弓
2AJj

遂
行
し
よ
う
と
す
る
設
定
だ
♂
じ
に
か
く
こ

t

祈

tト
う
と

こ
ろ
-
-落
ち
着

い
た
。《
林

聖

刻

う

の

一が
ハ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
々
。
ご

4
4
/

r

h

m

一

ヘ

:

l

i
l

R

の
パ
タ
ー
ン
が
大
好
き
な
の
で
あ
る
-
ぜ
た

紀

γ
と
い
ヲ
タ
ヰ
ト
中
も
こ
の
時
点
て
出
凍
J

K
付
、じ
こ
の
機
体
、
シ
ス
テ
ム
全
部
を
揃
え
る

が
っ
て
当
然
の
ご
と
く
最
机
し
出

L
rが
/
ふ

みよ
べ

っ
た
。
村
伊
時
化
、の
聖
一刻
の
話
、
意
外
と
な
る
と
約
五
万
円
も
か
か
っ
て
レ
ま
フ
。

た
の
が
敵
の
設
定

0
2白
ガ

2〆
ド
-
フ

智

誌

に

?

っ

た

3
2に
T

J
Jた
が
っ
て
ソ
フ
い
を

雲

止

め

に

ハ

l
ド

イ
ス
》
ど
っ
少
に
似
た
よ
う
な
設
定
が
あ
っ

-一

る
と
、

t
ん
で
も
な
い
こ

t
だ

っ
た
。
整

会
買
い
な
さ
、い
と
は
仁
思
っ
て
が
て
も
口
に

!

?

ふ

、

見

逃

し

て

。
/
勺

今
ス
忠

弘

世

界

的
?

は

何

か

人

操

兵

は

ど

ん

哨

し

河一言明

え
な

り

だ
か
ら
、
ハ

lL
持

イ
ド
に
も

《
ダ
カ
イ
ト
・
ラ
ズ
マ

》
と
げ
う

な

州
、
の
か
7

触
法
師
は
存
在
し
て

い
た
め

、
マ
て
い
弘
い
人
は
友
達
の
と
こ
ろ
で
で
も
遊

龍
を
信
仰
す
る
大
国
が
存
在

L
芯
い
る
。

別

か

?

怪

物

は

〆

人
聞
は
?
ん
な
ど
民
間
ば
せ
て
も
ら
っ
て
ち
ょ

ー
だ
い
。

持、、‘

b

二一
V
，

l

J

H

に
ま
ね
た
訳
、
て
は
な
く
、

『龍
退
治
』
と

い

う

ば

'か
り
。
な
じ
せ
藍
刻
世
界
の
畑
山
本
々
作
ら
と
ま
あ
、
こ
こ
ま
で
長
々
と
書

い
て
来
た

目
的
と

『軍
団
物
』
を
た
し
て
こ
う
な
っ
治

ψ
な
，け
ね
ば

rら
な
い
の
だ
か
ら
も
う
大
，変
。

け
ど
、
こ
の

『翠
刻
』

シ
リ
ー
ズ
は
い
ろ
ん

わ
け
で
、
そ
の
他
の
意
味
は
ま
っ
た
く
な
い
，、

血

i
汗
と
涙
ゆ
数
カ
月
が
過
ぎ
、
世
界
防
が
な
仇
ザ
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
企
画

t
し
て

な
か
っ
た
と
思
う
、
な
い
と
し
て
お
こ
う
。

固
ま
づ
た
の
は
三
度
目
の
春
だ
っ
た
(
誇
大
当
社
が
全
力
を
注
い
で
い
る
シ
リ
ー
ズ
て
あ

〆
'

さ
て
こ
の
ガ
ウ
ロ
ン
ド
ラ
パ
ス
帝
国
、
前

表
現
)
。
き
て
、
ス

hd
y
ρ
が
苦
心
の
す
λ

北
/

る
。
小
説
、
I
V
l
ブ
ル
卜

l
ク
R
P
G
に
続

記
し
た
通
り
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
能
力
を
持
つ
作
り
出
し
た
村
の
映
代
の
聖
刻
世
界
と
は
く
第
三
の
企
画
と
し
て
進
め
て
い
る

こ
の
ゲ

た

《
八
の
軍
団
》
な
る
も
の
を
所
有
し
て
い
:
:
:
と
い

っ
て
こ
こ
で
発
表
し
て
し
ま
う
と
、

l
ム
企
画

b
f
『壁
一刻

1
0
9
2
』
、
『
ワ
l
ス

る
。
操
兵
(
狗
猟
機
)
の
軍
団

、

練

法

師

の

ゲ

l
ム
を
実
際
プ

レ
イ
す
る
と
告
に
つ
ま
ら

プ
レ
イ
ド
』
な

E
の
、
い
ま
ま
で
の
製
刻
シ

箪
団、

気
臥
土
の
軍
団
、
戦
士
の
軍
団
、
怪

h

な

く
な
っ

パ
し
ま
う
の
で
と
り
あ
え
ず
は
伏
リ

1
0ス
に
引
け
を
取
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
つ

物
の
寧
回
、
不
死
生
物
の
軍
団

司

魔

法

怪

物

せ

て

'お
こ
う
。
ま
だ
出
来
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
て
進
め
て
い
る
の
、
て
、
そ
れ
な
り
の
出
来
に

の
罪
、
〉
機
械
生
命
体
の
軍
団
と

一
応

パ

ラ

な

い

の

t
思

っ
て
い
る
君
、
疑
心
暗
鬼
は
良
は
な
る
と
思

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
つ
発

エ
ト
心
。
設
定
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の

く

な

い

ぞ

、

大

人

の
言
う
こ
と
は
素
直
に
信

売

に
な
る
か
は
ま
だ
確
か
な
こ
と
は
言
え
な

帝
固
め
簿
勢
設
定
に
は
ワ

l
ス
プ
レ
イ
ド
の
じ
な
さ
い
。

い
が
、

『神
聖
刻
紀
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ワ

l

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ト
ミ

i
松
本
氏
に
協
力
し
て
操
兵
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
も
、
今
ス
』
期
待
し
て
待

っ
て
い
て
欲
し
い
。

も
ら

っ
て
い
る
。
何
ぞ
強
引
に
八

つ
に
分
け
ま
で
の
聖
刻
シ
リ
ー
ズ
と
は

一
変
し
新
し
い

B
W
担

当

弁

土

-' 

f放
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一『一、

「
巻
末
用
の
著
者
コ
メ
ン
ト
を
書
け
」

と
、
い
わ
れ
た
。

は
っ
き
り
い
っ
て
何
を
書
い
て
い
い
か
悩

ん
だ
。
口
で
な
ら
作
品
観
だ
ろ
う
が
宣
伝
だ

ろ
う
が
節
操
も
な
く
く
っ
ち
ゃ
べ
る
こ
と
は

で
き
る
(
:
:
:
と
思
う
)
。
「
い
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
は
し
か
た
な
い
」
と
割
り
切
れ
る
か

ら
だ
。
し
か
し
、
改
ま
っ
て
書
く
と
な
る
と

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
照
れ
る
。
ま
た
何
を
書
い
て

も
的
外
れ
に
感
じ
る
。
発
注
枚
数
の
半
分
く

ダ

リ

ト

ら
い
書
い
て
す
べ
て
削
除
を
繰
り
返
す
。
こ

の
原
稿
も
三
回
目
の
書
き
直
し
に
当
た
る
の

だ。
実
を
い
え
ば
書
き
た
い
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
ヲ心
。

「や

っ
と
第
一
部
が
終
わ
っ
た
。
胸
を
張
っ

て

『
こ
れ
は
傑
作
だ
』
な
ん
て
い
え
な
い
け

ど
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。
第
二
部
を
期

待
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

何
と
四
行
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ

れ
を
シ
ョ
ー
ト
・
エ
ッ
セ
イ
並
の
八

O
行
に

引
き
延
ば
す
な
ど
苦
行
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
。
だ
い
た
い
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
第

六
巻
の
あ
と
が
き
で
書
い
て
い
る
で
は
な
い

泊。
ふ
M

私
は
こ
の
手
の
文
章
が
苦
手
だ
。

文
庫
の
あ
と
が
き
で
も
、
自
分
で
希
望
し

た
く
せ
に
毎
回
丸
一
日
ぐ
ら
い
時
間
を
か
け
、

「や
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
後
悔
し
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
。

読
み
手
と
し
て
は
、
作
品
か
ら
窺
い
知
れ

ぬ
作
者
の
姿
を
(
そ
れ
が
い
か
に
飾
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
)
知
り
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

私
が
そ
う
だ
つ
た
。
だ
か
ら
、
文
庫
で
は
執

圃

筆
当
時
の
苦
労
談

・
失
敗
談
を
中
心
に
据
え

て
ま
と
め
て
い
る
。
本
当
は
人
に
話
す
価
値

あ
る
面
白
い
体
験
で
も
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

日
が
な

一
日
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
う
だ
う
だ
し

て
い
て
は
、
目
新
し
い
こ
と
な
ど
起
き
る
は

ず
も
な
い
。
い
い
と
こ
自
宅
の
近
所
に
落
雷

が
あ
っ
て
文
書
デ

l
タ
が
パ
ー
に
な
っ
た
ぐ

ら
い
の
も
の
だ
(
そ
れ
も
二
年
前
の
話
だ
)
。

今
回
は
そ
の
手
も
使
え
な
い
。
こ
の
本
で

は
ろ
く
に
苦
労
を
し
て
い
な
い
の
だ
。
何
し

ろ
直
接
関
わ
っ
た
の
は

『交
易
路
探
訪
録
』

だ
け
、
残
り
は
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
肩
代
わ
り

…葉峨…干蜘
①フエンの生みの親にして

聖主l世界のまとめf丸月門
の練法師力jレラや、ガルン

の想い人クーニアカ守Eんだ
のは、みんなこの人のせい

です。

し
て
く
れ
た
。
編
集
作
業
に
入
る
前
に
設
定

関
係
の
総
チ
ェ
ッ
ク
を
ス
タ
ッ
フ
と
行
っ
た

が
、
あ
と
は
お
任
せ
で
あ
る
。
と
て
も
苦
労

の
う
ち
に
は
入
ら
な
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

困
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

一
番
楽
を
し
て
い
る
人
間
が
、
一
番
コ
メ

ン
ト
の
分
量
が
多
い
。
こ
れ
は
よ
く
な
い
。

こ
と
に

『聖
刻
1
0
9
2
』
|
|

い
や

『
W

A
R
E
S
』
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ

全
員
の
苦
労
の
結
晶
で
あ
る
。
謙
遜
で
も
何

で
も
な
い
。
間
違
い
な
く
私
}
人
で
こ
こ
ま

で
作
品
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
元
よ
り
、
今
回
こ
の
本
に
参
加

し
て
く
れ
た
ラ
イ
タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
そ
れ
に
今
回
は
参
加
で
き
な
か

っ
た
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し

て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
、
こ
う
い
つ
れ
二

人
一
人
が
大
き
な
顔
で
書
く
べ
き
だ
と
思
う

か
と
い
っ
て
、

「
ー
ー
だ
か
ら
行
数
減
ら
し
て
」

と
、
頼
ん
で
も
無
駄
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。

手
抜
き
の
口
実
と
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い

ウ
チ
の
場
合
、
立
場
の
弱
い
者
に
対
し
て
の

原
稿
催
促
は
ま
こ
と
に
容
赦
が
な
い
の
だ
(
つ

い
こ
の
間
ま
で
自
分
も
そ
う
だ
つ
た
か
ら
文

句
も
い
い
づ
ら
い
)
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
は
た
と
気
付
い
た
。
何

や
か
や
と
い
い
な
が
ら
予
定
の
行
数
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
も
読

み
返
せ
ば

『ぼ
や
き
』
ス
タ
イ
ル
の
文
章
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
時
、
我
な
が
ら

自
分
の
如
才
な
さ
が
鼻
に
つ
く
の
だ
。
こ
れ

も
編
集
出
身
作
家
の
性
と
い
う
も
の
か
も
し

れ
な
い
。

⑪ 
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「
聖
刻
1
0
9
2
」

は

、

イ

ラ

|

l

v

E

E-
・・ト・固
E
F

ス

ト

を

多

用

し

た

ビ

ジ

ュ

ア

ル

制

晶

四

回

ス

圃

唱

a

指
向
の
文
庫
の

繁

明

朗

か

ら

企

げ

陶

帽

咽

-
3
S
E

画
さ
れ
た
作
品
で
す
0
6
巻
で

u
h
H
H同
イ

M
M
U

第
1
部

が

完

結

と

な

り

ま

し

た

断

固

圃

ン

開

園

'

ー

ー

が
、
ま
だ
ま

U
川
U
U刊
N
U
U

し
か
し
、

m
U回
目
r
U
1
』
島
町
l

だ
先
は
長
く

喝

一
州

附

幽

芯

そ

う

や

っ

て

糊

J

・1
円

ae
・

-

そ

う

で

3
G
4鋪
作

っ

て

き

た

↓

す
ね

o

E
4/
A叫
揚

も

の

も

、

壮

タ

内
容
的
に

一Z
J
M下
J

-

d

大

な

設

定

の

，

e

F

d
M

H

F

ラ

は
フ

ァ
ン
タ
彰

ヴ
斗
-

F

ま
だ
ほ
ん
の

F

H

ン
l
全

盛

の

タ

物

事

場

一
部

に

し

か

キ

時
代
に
あ
っ

一

4罰
E
E

過
ぎ
ま
せ
ん
。

て
、
オ
|
ソ

一

J
m

さ
ら
に
す
ば

思
輔
が
比

一

ド
ッ
ク
ス
な

「
l
i
l-
-
は

ら
し
い
世
界

純
綿
間
勘
助

ド
ラ
マ
と
特
異
な
設
定
を
絡
め
観
の
完
成
を
目
指
し
て
、
今
後
、
U

満
三
μ

↓

て
、
壮
大
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
も
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
協
力
し
約

九
九
ル

け

…

ン
ト
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
忠

雄
山
川
円
円

け一

-
u
t
:
i
t
-

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
っ
て
い
ま
す
。

摂

川

社

時

一

町

内

ω
紛
の
一
出
作
む

い

は
、
柔
ら
か
く
あ
っ
た
か
い
雰

-
叶
寸
斗
叶

3
本
程

T
V
も
手
伝
い
ま
し
に
は
継
承
で
き
ず
残
念
で
す
。

頼
「
j

川
嶋
仰

た
が
、
実
質
デ
ビ
ュ
ー
作
は
「
l

今
後
は
も
う
少
し
野
蛮
さ
や
土
…

J
J
糊
耕
一
ぽ

0
9
2
」
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
俗
性
を
出
し
た
い
で
す
ね
。

出
開
力

た

の

・

共

メ
ル

コ
却

5
年
前
、
幡
池
師
匠
が
新
入
小
説
版
に
参
加
し
て
3
年
半
、
…

従
い

担
ナ

吉

t
肌
日目
別
刈

り
の
自
分
に
見
せ
た
「
狩
猟
機
」

か
な
り
喰
好
も
変
化
し
て
い
て
、
一

君

主

刊

と
い
う
名
の
つ
I
l
-
-
I
l
l
i-
-
1
11

1」
八
門
の
呪
操
…

?

で

引

ロ
ボ
ッ
ト
。

一

'

|

l

L

代

ク

一

兵

も

パ

ラ

つ

…

子

首

長

え

一

'

4

h

二

デ

三

き

が

あ

る

点

…

敵
の
首
を
狩
一
/
・
茂
投
川
リ

i
7
1
2一
反
省
し
て
ま
• 

る
機
械
は
魅

一

可

ザ

'

〈

え

ヴ

(

一

す

。

今

回

、

力
的
で
、
タ

一
L

「
ペ

5
v
j
j一
一
段
落
つ
け
…

ナ
ボ
タ
式
に

一

二

，

J
s

、7
1
1一
ら
れ
て
良
か

ゲ
ス
ト
を
引

一

号

〈

a
l
i
v
-
-
L
っ
た
。
で
す
…

継
げ
た
の
に

一

一
か
ら
今
回
の

は
感
謝
し
て
「
I
l
l
i-
-I

l

l
i
-
-
-
L
描
き
下
し
分
一

ま
す
。
自
分
な
り
に
や
り
た
か
(
特
に
ガ
リ
オ
ン
・
シ

l
カ
)

っ
た
、
エ
ス
ニ
ツ
ク
で
保
体
的
は
、
第

一
部
の
総
括
と
第
二
郎
…

な
メ
カ
を
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
へ
の
展
望
の
意
を
込
め
て
描
い

で
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
て
み
ま
し
た
。

初
期
の
企
画
イ
メ
ー
ジ
を
完
全

囲
気
を
持
つ
キ
白
ヤ
ラ
と
練
法
師

や
操
兵
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
テ

ス
ク
な
ム

I
ド
を
あ
わ
せ
た
斬

新
な
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
き
ま

ー
レ
れ
九
。

…地的
…
橿
炉
問

う
み
の
さ
と
る
(
イ
ラ
ス
ト
)

と
に
か
く
他
の
メ
カ
お
よ
び
キ
ャ
ラ
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
方
々
の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ん
の

作
品
観
に
マ
ッ
チ
し
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

岡
田
芽
武
(
イ
ラ
ス
ト
)

は
じ
め
ま
し
て
岡
田
芽
武
で
す
。
小
説
の

設
定
本
は
私
が
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
夢
の
本
で
す
。
そ
の
本
に
稚
拙
な
が
ら
絵

を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
!

甲
斐
政
俊
(
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
セ
ル
ワ
ー
ク
)

聖
刻
の
世
界
と
い
う
の
を
知
ら
な
く
て
、

一
体
ず
つ
説
明
を
受
け
て
作
業
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
る
よ
う
に
し
た
も
つ

も
り
で
す
。
や
っ
と
終
わ
っ
た
:
:
:
。

草
一
期
豚
仁
(
イ
ラ
ス
ト
)

ワ
l
ス
っ
て
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
妙
な

人
達
が
和
気
認
々
と
四
苦
八
苦
し
て
で
っ
ち

あ
げ
た
冒
険
世
界
。
そ
の
天
地
創
造
の
時
に

僕
が
出
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

沢
田
隆
夫
(
美
術
ボ

ド

)

今
回
は
美
術
ボ

l
ド
と
い
う
こ
と
で
、
リ

ア
ル
な
方
向
で
表
現
し
ま
し
た
が
、
今
度
は

も
っ
と
イ
メ
ー
ジ
的
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

世
界
で
表
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

椎
葉
け
ん
じ
(
イ
ラ
ス
ト
)

聖
刻
の
仕
事
を
し
た
と
い
っ
て
も
た
い
し

た
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
少
な
り
と

も
こ
の
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
項
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
聖
刻
が
楽
し
み
で
す
。

清
水
章
一
(
編
集
)

い
や
あ
|
こ
の
ム
ツ
ク
を
作
る
の
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
方
や
印
刷
所
、
ソ
ノ
ラ
マ
さ
ん
に
は
大
変

申
し
訳
無
く
思
っ
て
い
ま
す
。

し
ら
と
り
れ
い
こ
(
イ
ラ
ス
ト
)

幡
池
先
生
の

S
D
キ
ヤ
ラ
を
箔
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ぺ
ン
を
入
れ
る
前
に
、
先

生
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
と
聞
き
没
に
な
る
か

も
!
と
ビ
ビ
ツ
た
し
ら
と
り
で
し
た
。

鈴
木
雅
久
(
イ
ラ
ス
ト
)

え
ー
と
り
あ
え
ず
お
友
達
と
ゆ
l
こ
と
で

ま
わ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
ー
こ
れ
で
よ

ー
や
く

A
R
I
E
O
本
の
御
礼
が
で
き
る
と

ゆ
ー
も
の
だ
。
ふ
、
ワ

l
ス
は
燃
え
る
ぜ
!

武
半
慎
吾
(
イ
ラ
ス
ト
)

ワ
ー
ス
は
手
間
が
か
か
る
V
自
分
の
せ
い

だ
か
ら
仕
方
ね
ん
だ
け
ど
さ
V
今
日
も
タ
バ

コ
の
吸
い
す
ぎ
で
ゲ
ロ
吐
き
そ

l
だ
V
そ
ん

な
わ
け
で
サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
き
た
い
ぞ
!
と

中

井

撃

(
C
Gイ
ラ
ス
ト
)

C
G
で
パ
ラ
シ
ュ
・
パ
ラ
l
ハ
を
描
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
本
の
仕
事
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
多
少
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
気
に
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
拙
精
し
い
で
す

中
山
久
主
穴
子
(
セ
ル
ワ
ー
ク
)

ぺ
ン
画
に
色
を
つ
け
る
の
が
こ
ん
な
に
難

し
い
と
は
:
・
ま
だ
ま
だ
精
進
努
力
が
足
り
な

い
で
す
ね
。
イ
メ
ー
ジ
が
途
っ
て
い
た
ら
ゴ

メ
ン
ナ
サ
イ
と
素
直
に
謝
る
私
で
す
。

橋
爪
朋
二
(
セ
ル
ワ
ー
ク
)

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
世
界
感
を
表
現
す
る

と
い
う
珍
し
く
楽
し
い
仕
事
が
で
き
ま
し
た

聖
刻
の
今
後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

福
田
功
(
レ
イ
ア
ウ
ト
)

あ
る
日
、
息
子
の
サ
ス
ケ
(
二
才
)
が

『デ

ン
シ
ャ
、
デ
ン
シ
ャ
』
と
い
い
な
が
ら
、
レ

イ
ア
ウ
ト
中
の
用
紙
に
落
書
き
を
し
て
い
た
の

(
サ
ス
ケ
は
、
電
車
が
大
好
き
で
す
)

見
田
竜
介
(
イ
ラ
ス
ト
)

以
前
か
ら
幡
池
先
生
の
描
か
れ
る
絵
に
魅

了
さ
れ
続
け
て
い
た
僕
は
、
今
回
と
て
も
楽

し
く
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
三

等
身
の
嫌
い
な
方
は
・
:
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。

八
木
た
か
し
(
イ
ラ
ス
ト
)

ど
う
も
八
木
た
か
し
で
す
。
普
段
と
は
ち

ょ
っ
と
途
う
イ
ラ
ス
ト
で
難
し
か
っ
た
で
す

で
も
、
や
り
が
い
は
十
分
、
出
来
上
が
り
は

未
熟
。
う
ー
ん
、
が
ん
ば
ら
ん
と
。

⑪ 
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